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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　βベータテスターと初心者







　森の中を進んでいると複数の足音が地面の木の葉を踏ふみ荒あらして、近づいてくるのが聞こえる。

「お姉ちゃん、フォローお願い！」

「了りよう解かい。《付加エンチヤント》──アタック、スピード」

　即そく座ざに察知した俺たちは、戦いに備えてステータスの強化を施ほどこし、接近する敵を待つ。

　程なくして現れたのは、こげ茶色をした体毛に覆おおわれた奇き形けいの両りよう腕うでを持つ三匹びきの猿さる──マッシュ・エイプの群れだ。腕は、微び妙みように長く、またその拳こぶしは石の様に硬こう質しつ化した猿。その瞳ひとみには、一いつ切さいの知性はなく、狂きよう気きの表情のまま鋭するどい牙きばを剝むいて、腕を振ふり上げて奇き声せいを上げる。

　最初の一いつ匹ぴきが跳とびかかるように襲おそってくれば、後に続く二匹も同じように襲ってくる。

「二匹引き受けるから！　一匹時じ間かん稼かせぎ！」

「分かった！」

　指示を受けて、自身の武器である弓で後ろから一匹に狙ねらいを定さだめて矢を放つ。

　硬質化されたのは肘ひじより先の腕であり、放った矢は、肩かたに深々と刺ささる。刺さった矢は、耳に痛い奇声を上げながら引き抜かれた。俺は、襲ってくる猿との距きよ離りを保ちつつ、定期的に矢を放ち、注意を引き続ける。

　少女が相手にする残り二匹の猿は、長い前ぜん腕わんを鞭むちのようにしならせて襲い掛かかる。冷静に得物の長ちよう剣けんを構え、敵と相対し、斬きり付け、受け流していく。横目で確認するが、少女は二匹同時でも何ら問題なく捌さばいていく。常に視界に入れるように位置取りをする少女の技量は、何い時つもながらに感心する。

　こちらも後ろから牽けん制せい程度に弓矢を放ち、補助のステータス強化を施す。

「はぁっ──《フィフス・ブレイカー》！」

　二匹の猿が誘ゆう導どうされ、少女の攻こう撃げき範はん囲いに入った瞬しゆん間かん、アーツが発動する。

　剣けんの連続攻撃を受けた猿は、一撃毎ごとに頭上のＨＰを減らし、最後には消しよう滅めつする。

　何度見ても鋭い剣けん戟げきに感心していたが、俺は俺でまだ残り一匹を相手にしていたのを忘れていた。

　接近してきた猿のハンマーのような腕を咄とつ嗟さに避よけるが、腕が体に掠かすり、その衝しよう撃げきだけで体がよろけて、そのまま尻しり餅もちをつく。

　倒たおれた状態から見上げた猿が自分より大きく感じ、また硬質化された両腕を握にぎるように頭上に掲かかげて、今にも振り下ろそうとしている。その姿にぎゅっと目を閉じて、体を丸めるが、何時までも衝撃が来る気配はない。

「はい、終しゆう了りよう。っと」

　どこか気の抜ぬけた声に恐おそる恐る目を開く。そこには、崩くずれゆく猿と、光を帯びながら剣を鞘さやに納める白銀色の少女がいた。

「お姉ちゃん、適切なフォローありがとう」

「いや、こっちが無理に頼たのんだんだ。これくらいしかすることがないだろ」

　とは言ったものの、たった一匹の注意を引き付けるのに情けない姿を晒さらしてしまった。

　一応、主武器に弓を使っているが、猿を倒し切れないことから使い易やすいとは言えない。

　少し考え込みすぎる前に、本来の目的である周囲の木の根の付近を調べ、アイテムを採取する。

「今ので最後だな。必要な数の素材が揃そろったよ」

「あっ、そうなの。良かったね。お姉ちゃんの用事が済んで。でも、それで何を作るの？」

「生産分野は、薬だからな。消しよう耗もう品ひんは、素材の大量確保が重要なんだよ」

「戦せん闘とうは、ドカッ、ズバッて感じだけど。ユンお姉ちゃんの生産ってイメージし辛づらいな」

「いや、擬ぎ音おんで生産職を表せないと思うぞ。それとミュウ──俺のことを姉って呼ぶなよ」

　そうなのだ。一応、ゲームのキャラは女性だが、リアルでは男だ。

「いいから。次は、お姉ちゃんのレベルアップをしよう！　次の狩かり場ばへ、レッツ・ゴー！」

「おい、待てって。ミュウ！」

「さっきはカッコ悪かったよ！　センスのレベルは、上げておいた方が得なんだから！　さぁ、今度はもう少し強いＭＯＢを相手にしようよ！」

　全く、と呟つぶやきながら、妹のミュウに手を引かれて林の奥へと進む。

　この森は、先ほどのような奇形の猿をはじめとした様々なモンスターが存在する場所で、今の俺には少々荷が重い。

　無理なレベル上げに快感を見み出いだすようなガチプレイは、精神的に疲つかれるために好きではない。だが逆に、それに楽しさを覚えるミュウに、俺は溜ため息いきを吐つきながら、その後を追う。

　そもそも、このゲームを始める切っ掛けは、夏休みにあった。




　　　　●




【Only Sense Online】──通つう称しよう【ＯＳＯ】。プレイヤーは、センスと呼ばれる才能を装備し、唯ゆい一いつの生き方、only oneなプレイスタイルを謳うたい文もん句くにオープンβベータ版より話題を集めているＶＲＭＭＯＲＰＧらしい。

　発売元のエプソニー社が開発した自律型ＡＩ、大型サーバーの物量的演算能力によって表現されるリアルな仮想現実。世界観は、中世を基き盤ばんとした剣と魔ま法ほうのファンタジーというテンプレ世界観の中でも際きわ立だつ完成度……らしい。

　センスの極きわめ方は人それぞれ。派生のセンスなどが無数にあり、オープンβから新たに追加されたセンスも存在するらしい。

　──プレイスタイルは、まさにonly──との友人談。




　そして俺は、正式オープンの前日、なぜか？　なぜか!?　友人宅に拉ら致ち監かん禁きん、もとい、夏休み初日の宿題強制消化を手伝わされていた。

　その相手は、悪友の巧たくみである。

「おい、峻しゆん。ちょっと数学の答えを見せてもらうぞ」

　遠えん慮りよなく、俺の労力をかすめ取る巧。こめかみに青筋が立ち、痙けい攣れんし始める頰ほお。そして、ふつふつと湧わき出す怒いかりを無む理り矢や理りに押し留とどめる。

「お前、何な故ぜだ？　何故に俺をここに連れてきて、宿題を公開させられなければならない」

「いいだろ。毎年の風物詩、夏休み終了間際の宿題消化が繰くり上あげられただけだろ」

　しれっ、と言い放つ悪友にして幼おさな馴な染じみの上かみ屋や巧。しかも理由は、今年の夏はゲーム三ざん昧まいをするためらしい。全く、呆あきれてしまう。

「後こう顧この憂うれいなくやるために必要なんだ。それに、お前と一いつ緒しよにこのゲームしたいしな」

「いや、お前、俺のバラされたくない過去をネタに強ゆ請すっただけだろ。まぁいい。宿題を早めに終える気になったのは悪いことじゃない。だが、俺にとってメリットがないぞ」

「まぁ、気にするなって。俺と一緒にゲームができるんだから」

「何で俺がお前とゲームしなきゃならん。それに宿題なんて範はん囲いが発表されたその日から消化してるって。俺は、お前と違ちがって忙いそがしいんだよ。家事とかしなきゃならないんだから……」

　我が家は、両親が共働きで、夏の長期休きゆう暇かは、子供たちが家事を担当することになっている。しかし、実質的な担当は、兄の俺だけなのだ。一番上の姉は、遠方の大学に進学、妹の美み羽うは家事能力が壊かい滅めつ的。だから、必然的に俺が家事の全てを担っている。

　そのために何時までもここに拉致されている訳にはいかない。そう思い始めた時、巧の口から予想だにしなかった言葉が出る。

「お前、静しずか姉さんと電話でしか話をしてないだろ。静姉さんもこのゲームをやっているんだ。だから、お前もこのゲームをやって、久々に姉と妹と三人で遊べばいいんじゃないのか？」

「ということは、美羽もこのゲームをやっているのか？」

「ああ、β版の時にたまに二人で会っていたらしいぞ」

　ああ、なるほど。静姉ねぇが、大学への進学で家に居なくなると分かった時、あれだけ騒さわいでいたのに、最近ではそれを忘れたかのような明るさは、そういう理由か。

「さあ、宿題を全て置いていけ！　代わりに貴様を解放して、ゲームの機材をやろう」

「全く、分かったよ。俺もゲームをやるよ。だが廃はい人じんのお前らにはペースは合わせないからな」

　そう言って、巧の差し出した紙かみ袋ぶくろを受け取る。その中身は、新品のゲームの機材であるＶＲギア。最新のＶＲ機材は、ヘッドディスプレイ型ではなく、催さい眠みん誘ゆう導どう型らしい。

　エプソニー社が開発した最新型の中で、現在対応しているゲームは、件くだんの【ＯＳＯ】だけ。つまり、現状ではそれ専用のゲーム機材だ。

　催眠誘導型の利点は、操作が脳波で行われているところだ。従来のように一いち人にん称しよう視点のディスプレイを見ながら、手元でコントローラーを操作する、という長年の課題である操作性のギャップが解消されている。

「お、おい。これってテレビでやっていた最新型だろ。今、出荷台数が追いついてないって。こんな高価な物を貰えないぞ」

「気にするなって。お前と【ＯＳＯ】するために、懸けん賞しようサイト巡めぐって、壮そう絶ぜつな倍率の果てに手に入れたがな。俺はβ版のテスターだから、タダで貰ったものがある。ただ、設定に時間が掛かるんだよな。固有の脳波検知だかで。だからもう帰れ。分からないことは美羽ちゃんにでも聞けば分かるだろ」

「お、おう……」

　俺は、それを持って悪友に玄げん関かんの外に送り出される。

　全く、もう少し丁てい寧ねいに扱あつかってくれてもいいのに、と蒸し暑いアスファルトの道を歩いて帰る。途と中ちゆうでコンビニに寄り、家でも涼すずめるように、アイスを買って帰る。

「ただいま」

「お帰り、お兄ちゃん。巧さんの所に行ったんだよね」

　真夏の陽かげ炎ろうが立ち上るアスファルトの上を汗あせ水みず流しながら帰宅した俺に対して、声を掛ける。しかも、ニヤニヤと何かを期待するような視線。分かっているよ、お前の言いたいことは。

「帰りにアイス買ってきたから、後で食べよう」

「わーい。アイスだ。私の好きなボリボリくんある？　……って違うよ!?　いやボリボリくんも好きだけど……。私が言いたいのは、それのこと！」

　と言いながら、俺が手に持っているＶＲギアの入った袋ふくろをびしっと指差す。

　中学三年生としては、幼さの残る顔立ちと元気の良さで可愛かわいい系の美少女だが、残念ながら「廃」のつくゲーマーで、兄の俺は、心配が尽つきない。

　姉の静姉ぇが大学進学のために家を出て、最近まで少し元気がなかったが、【ＯＳＯ】の世界で度たび々たび会い、元気を取とり戻もどしたと聞いたら、俺も多少の興味を持った。

「分かってるよ。俺も静姉ぇに会いたいからやるよ」

「ほんと!?　ありがとう。明日あしたが正式稼か働どうだから、今のうちに設定片付けちゃおう」

「その前にアイスでも食べるぞ」

　俺の持つＶＲギアを奪うばい取ろうとするが、俺がさっと半身をずらして遠ざけると、もう片方の手に持つコンビニの袋を不満げな表情で受け取る。

　だが、すぐに袋からアイスキャンディーのボリボリくんを取り出し、ご機き嫌げんになる辺り、単純というか、無む邪じや気きというか。

　俺も買ってきたアイスで一息ついた後、美羽の指示の下もとで、ＶＲギアの設定をするために自室のパソコンを起動させる。

　ゲームをインストールして、ＶＲギアを装着して、ベッドに寝ねかされる。

「じゃあ、まずは、脳波の検出しようか。装置を着けて寝ているだけで終わるから」

　美羽の声は遠く、重くなる瞼まぶたに抗あらがわずに目を閉じる。次に目を開けた時、脳波の設定は終わり、寝ている間にアカウント登録などの必要な事は美羽が終えてくれたようだ。

　だが、夕飯の準備まではやってくれなかったようだ。急いで準備しなければいけないために、細かい設定は、後回しになった。

　そして、夕飯の席で、俺は美羽に質問をした。

「美羽は、どんなプレイスタイルだったんだ？」

「えっと、ね。私の場合は、剣けんと魔ま法ほうを使う魔法剣けん士しだったよ。属性は、光属性と回復のセンスを所持してた。まぁ、βベータ版からは所持金以外は、全て初期化されちゃうんだけどね」

「光魔法の中に回復魔法がありそうなのにな。ＲＰＧの僧そう侶りよとかそんなイメージだよな」

「僧侶じゃないよ。剣で戦い、鎧よろいで味方を守る！」

「あー、お前の場合、その元気の良さで敵に突とつ撃げきする役割なんだな」

「違うよ！　私は、パラディンをイメージしたんだよ！」

「それで、静姉ぇはどんな感じ？」

　美羽の抗こう議ぎの声を遮さえぎる形で、強制的にその話は終わらせる。

「むぅ……お姉ちゃんの構成は、純魔法職で杖つえとローブを羽織った魔法使いだよ。属性は、水がメインで回復も使うよ。多分、慣れているから同じスタイルで戦うと思う」

「まぁ、性格的に直接斬きり込むタイプじゃないしな」

　美羽と静姉ぇの方向性が少し見えてきたな。

　美羽から軽く話を聞いた俺は、二人に重ならないようにしようと決めた。そして、部屋に戻り、攻こう略りやくサイトを流し読みながらチェックしていく。

【ＯＳＯ】の基本的な概がい要ようは以下の通りだ。




【ＯＳＯ】の特とく徴ちよう的なシステムの一つにセンスがある。




　センスとは、通常の武器の装備枠わくとは別に存在している才能装備のようなものだ。

　才能装備は、ポイントを消費することで手に入り、各プレイヤーの装備枠に装備できる。

　センスには、装備中に常時発動する能力やスキルを身に付けたり、ゲーム中の様々な行動に準じて補正を掛かけることができる効果がある。そして、繰り返し行動することで経験値が溜たまり、レベルアップしていく。

　センスは、最大十個まで装備が可能である。

　プレイヤーは、初期にセンスポイント（以下ＳＰ）を10ポイント所持している。そのＳＰを消費して自由にセンスを取得できる。センスは、持っているだけじゃ意味がないぞ！　ちゃんと装備しないとな！

　取得したセンスは、装備してなくても控ひかえとして持つことが可能。付つけ替かえは自由にできる。レベルの上がったセンスは、派生や成長をして更に強くなる。

　プレイヤーに設定されているステータスは、ＨＰとＭＰ。物理攻こう撃げきのＡＴＫ、物理防ぼう御ぎよのＤＥＦ、魔法攻撃のＩＮＴ、魔法防御のＭＩＮＤ、速度のＳＰＥＥＤ、武器や生産への技能補正に掛かるＤＥＸ、そして、ドロップやクリティカルの運のＬＵＫがある。

　これらは、装備中のセンスに設定されているステータスの合計で算出される。

　一部のステータスが、プレイヤー本人も見えないのは、リアル性を求めるためだと推測される。

　特とく殊しゆ技や必殺技は、アーツやスキルなどと呼ばれている。

【アーツ】は、武器系の特殊攻撃。【スキル】は、魔法系の攻撃、補助。また、その他【レシピ】や【ＥＸスキル】などのセンス毎ごとで呼び名が違う。

【アーツ】は、武器攻撃に補正が掛かり、ダメージが入り易やすい。戦せん闘とう慣れしてない人は、アーツのゴリ押しをオススメ。

【スキル】は、呪じゆ文もんや技名を唱えて、決まった現象を起こす。ＭＰ管理に注意すること。

【レシピ】は、生産に関わるスキルだが、手作業でもアイテムを生産可能。

　アーツやスキルに必要なＭＰを得るためには、プレイ序じよ盤ばんで、【魔ま力りよく】のセンスをまず取得しなければならない。これによりＭＰが得られるが、魔法系のプレイヤーは更に別のセンスが必要になる。

　魔法を使う場合は、【魔法才能】のセンスと魔法の【属性】センスが必要である。これらのセンス自体は、魔法を使う上で必ひつ須すセンスである。これとはまた別に【属性】のセンスには、火、水、風、地、闇やみ、光の六属性のタイプがあり、魔法に限らずこれらの属性がプレイヤーに付ふ与よされる。これら六属性とは別に、回復や支し援えんなどに特化した魔法センスも別にある。

　属性を含ふくむ汎はん用よう性センスや、各種行動に特化した魔法センスなどが多数存在する。魔法に関するセンスは、【魔力】【魔法才能】そして、【属性】の三つが基本セットと考えよう。

　魔法の基本セットと同じように、戦士系プレイヤーにも基本のセットがある。

　武器センスは、対応する武器での攻撃が可能になり、ダメージに補正が入るセンス。

　また防具センスは、対応する種類の防具に補正が入るセンスだ。防具センスは、なくても装備するだけは可能だ。ただ、武器センスは、対応するセンスを装備していないと敵にダメージを与あたえられないために、必須センスの位置付けである。

　武器と防具センス以外のオススメセンスとしては、魔法やスキル、特殊な能力などはない代わりに、特定のステータスの上じよう昇しよう値ちが高いステータス系がある。

　これら武器、防具。そして、ステータス上昇系のセンスは、スタイルに合わせて取得することをオススメ。

　このゲームは、センスの付け方や組み合わせでプレイスタイルが大きく変わる。その時々に合ったセンスを装備することで冒ぼう険けんを楽しめる。また、自分のプレイスタイルが気に入らなかった場合は、キャラ削さく除じよをしなくても、装備をリセットし、センスの取り直しができる。




　攻略サイトを覗のぞいてみて、簡単な概要を流し読みするとこんな感じだ。

　ところどころに、アドバイスが入っていたのは、非常に有あり難がたい。また、テンプレ構築の紹しよう介かいなどは非常に参考になる。

　しかし、プレイ初期で取得可能なセンスだけでも結構な数がある。

　俺は、どんなセンス構成にするべきか、今一度悩なやむ。兄妹きようだいでプレイする中で、俺は初心者だ。そして、姉と妹の足あし手で纏まといに絶対になる。

　じゃあ、どうするか。

　──サポートに徹てつ底ていすればいい。

　そうなると取得するセンスは、遠えん距きよ離り攻撃、冒険のための生産、そして攻撃魔法ではない、利便性を重視した魔法。

　そして、そんな俺の目に攻略サイトのアンケートがふと留まる。

　アンケート上位には、メジャーな名前のセンスが確かにあった。画面をスクロールした先には、人気の逆、不人気センスというやつが並んでいた。

「狙ねらうなら隙すき間ま産業的なセンスだな」

　センスの候補を選ぶのに時間が掛かってしまった。

　最低限必須とされるセンスとテンプレ構成を比ひ較かくして、不人気に分類されるセンスをチョイスしていった。ただ、寝る前にやり残したこと──【ＯＳＯ】でのキャラエディットは、美羽が終えていたようだ。

　キャラの配色などは、異常に時間が掛かる、と言われたために諦あきらめた。

　キャラエディットでは、プレイヤー本人のリアルな容姿が投とう影えいされる。左右の体幹バランスや筋肉の付き方などに自然と調整が入るらしい。

　特に、弄いじることもないし、キャラは、素のままでも良いだろう、と思う。

　こうして、俺の冒険の準備が終わった。

　これから、オンリーワンなゲームが始まる。







　一章　正式オープンと不ふ遇ぐうセンス







　朝の八時。美み羽うがそわそわとしながら朝食のトーストを食べている。

「なあ、そんなに落ち着かなくてても、朝の十一時には始まるんだろ？」

「うん。だから、早いお昼ひる御ご飯はんお願い。ぶっ続けでやるから」

「駄だ目めだ。ちゃんと十二時に飯を食うぞ。そして、ゲームはそんなに長時間やるな」

　俺の苦言にも妹は、ぶーぶー、と文句を言う。夏休み中の家事をお前は手伝っていないだろ、と言おうと思ったが、それでムキになって手伝われても邪じや魔まになるならと黙だまる。

「全く。分かったよ。じゃあ、簡単にチャーハンな」

「わーい、お兄ちゃんありがとう」

　全く、子供なんだからと呟つぶやく。その後、家事を終えて、昼食を作りながら夕飯を考える。

　今日の夕飯は、暑いから素そう麵めんでいいか。それと湯を沸かす間に作れるメニューで栄養バランスを整えれば。バンバンジーや揚あげ物もの、ナスの漬つけ物ものなんかを添そえればいいだろう。美羽の好きな搔かき揚げも用意すれば、二階から下りてくるだろ。カリカリの揚げ物をつゆに浸ひたして食べるのが至福。揚げ上がったタイミングでゲームを中断するだろう。

　美羽も早く食べられるし、と妹に甘いなと思う。

　そして、十一時。俺は、ＶＲギアを着けて、ベッドに寝ね転ころがる。起動と共に催さい眠みん誘ゆう導どうが始まる。感覚的には、体は寝ているのに、頭は冴さえている感じだ。それから視界が広がり、真っ白な空間へと出る。

『名前をどうぞ』

　機械的な女性の声に促うながされるままに、目の前に現れた半はん透とう明めいなキーボードに名前を打ち込む。ＶＲに慣れない中で、ゆっくりと自分の名前【ＳＹＵＮ】を打ち込む。すると、半透明な画面が切り替わり、チュートリアルの選せん択たくが出る。俺は、操作以外は攻略サイトから事前に情報を得ている。必要ならば、静しずか姉ぇや美羽に聞けばいい、とスキップを選択する。




　──そして、開ける光景。

　周囲には、溢あふれ返る人。沢たく山さんの人がログインして来たようだ。そして、俺は初めてのＶＲの世界に降り立った訳だけど、体感がおかしい。まあ、ＶＲ特有の違い和わ感かんだと思いたいけれど……何故か髪かみの毛けが伸のびていて、なんだかお尻しりにも丸みが……どういうことなんだ？

　そう考えている時、ぽーん、ぽーんと連続性を持つ音が聞こえ、慌あわてて周囲を見回す。

　視界の端はしに浮うかび上がるアイコンを慌てて目で追い、音声入力でそれを選択する。

「チャット、オープン」

『あっ、お兄ちゃん。繫つながっている？』

「なんだ。美羽か。驚おどろいたぞ」

　今は、現状把は握あくできていない状じよう況きようで、思考が中断される形となる。だが、見知った相手の声を聞いたために大分落ち着いた。

『こっちも人が多くて分かんないから、お姉ちゃんと北の大聖堂前で待ち合わせしよう。待ってるね』

「分かった、すぐ行く」

　俺は、すぐにその場を移動した。人ごみは嫌きらいだし、何より周囲が俺を見ている。

　辿たどり着ついた大聖堂前は、多くの人が待ち合わせをしており、その中から美羽を探す。

『ねえ、お兄ちゃん。もう着いた？』

「ああ、着いたが……どこだ？」

『聖堂前の像の下。白い髪だよ。お姉ちゃんは、水色』

　やっと見つけた。確かに白だ。その隣となりには、水色の髪に魔法職の人らしいローブの人がいる。若じやつ干かん垂れ目の眼の下に泣きボクロのある美女は、配色の違ちがいはあれど、見知った人物だ。その人たちに声をかける。

「美羽で合っているか？」

「えっ、ハイ。ミュウです、が、どちら様ですか？」

「俺だよ、お前の兄の峻しゆんだよ」

「えっと？　峻ちゃん？　お姉ちゃん、しばらく会わなかったから分からなかったよ。いつの間に女の子になっちゃったの？」

「いや、お姉ちゃん、違うから!?　これそういう問題じゃないから！　なんで、お兄ちゃんがお姉ちゃんになっているの！」

　姉、と言われて、自分の胸に手を当てて軽く撫なでる。胸部の起き伏ふくは殆ほとんど無いが、それでも柔やわらかな感かん触しよくが掌てのひらに返ってくる。その手を下へとスライドさせると、ほっそりとした腰こし周まわりの柔らかい反応が返ってくる。服の上からでも胸部の柔らかな弾だん力りよくに戸と惑まどいを覚える。

「いや、考えたくないんだが、カメラで撮さつ影えいした姿を修正無しでキャラエディットした時、身体補正が掛かかったのかもしれない。主に、女性的な方向で」

　考えたくなかった。確かに女顔かもしれないが！　これは酷ひどい。システムのバグだ。なんでこうなるんだ！　と心の中で叫さけぶ。
















「それに、お兄ちゃんの声も高くなってない？　なんか、可愛かわいい声になったかも」

　確かに、俺の声は、若干高くなっている。いわゆる、アニメ声に近くなってしまった。

　意識して声を作れば、リアルでも同じ声を出すことが出来るので違和感は薄うすい。

　この声の所せ為いで、学園祭の仮装コンテストに出場させられたんだ。仮装なら女装も入るだろ、と有名女性声優の演じるキャラの衣装を着て、無む理り矢や理りステージに立たされて……誰だれ一人ひとり男と気づかず、優勝して終わった。

　あの黒歴史が俺だと特定されたら、もう首を括くくるしかない。ちなみに、コレが巧たくみの宿題消化を手伝わされた脅おどしのネタだ。

「うーん。すっかり美人になっちゃって、お姉ちゃんは嬉うれしいな。峻ちゃん、いや、今はユンちゃんかな？」

　……はい？

「だって、名前の所がユンになっているよ」

「えっと、あっ、本当だ。ユンお姉ちゃん？」

　ＳＹＵＮと打ったはずなのだが、不慣れなＶＲの操作で打ち損じたようだ。最初のＳが抜ぬけてＹＵＮ──ユンと名前が決定している。

「おい、もう、このキャラ消すぞ！」

「まあまあ、このゲームって基本ネカマが出来ないんだから、良い体験だと思おうよ。ユンお姉ちゃん」

「それ消したら──お姉ちゃん権限で黒歴史を晒さらすよ」

　うわっ、静姉ぇ。いや──今はセイ姉ぇが本気だ。セイ姉ぇが本気の時は、後が怖こわい。結構しつこいのだ。普ふ段だん温厚な分、我わが儘ままを通そうとする時は、徹てつ底てい的てきなのだ。

「わ、分かった。まあ、俺は、演技ロールとかはしないで適当にやるよ。それで、二人はもうセンスを獲かく得とくしたの？」

「うん。初期のセンスを獲得すると、同時に初期武器も貰もらえるからね」

「じゃあ、俺もセンスを取るか」

　俺は、少し二人に待ってもらってセンスを取得する。

「ねえ、ユンお姉ちゃんは、どんなセンス構成？」

「うん？　俺の構成は、【弓】【鷹たかの目】【魔ま法ほう才能】【魔ま力りよく】【錬金】【付加】【調教】【合成】【調合】【生産の心得】だぞ」

　なんか、ミュウが口をぽかんと開けている。そしてセイ姉ぇは、困ったような顔をする。

「ねえ、ユンお姉ちゃんは、何を目指そうと思っているの？」

「うーん、サポートかな？　ちゃんとテンプレを見てアーツやスキルに必要な【魔力】と魔法を使うベースの【魔法才能】。それに対応する魔法の種類で【付加】を──」

「……お、に、い、ちゃんの馬ば鹿かっ！　そんなゴミセンスばかり集めて！」

　うん、ゴミだと知っていて敢あえて隙すき間ま産業的な意味合いで、と反論しようとしたが──。

「良い!?　【弓】ってコスパ最悪じゃない！　【鷹の目】は、遠くの物がよく見えたりするだけで、全然ユニークセンスじゃないよ！　それに、【錬金】ってただの物質変へん換かんセンスで変換率悪いよ！　【付加】は、中ちゆう途と半はん端ぱだし。【調教】は、ＭＯＢの調教の成功率は高くないから死にセンスだよ。生きてるセンスって魔法系と生産系のセンスだけじゃない！　一いつ緒しよに冒ぼう険けんできると思ったのに！」

「えっと、直訳すると【弓】は消しよう耗もう品ひんである矢とセットじゃないと使えないし、【鷹の目】も見通すだけで余り便利なセンスじゃない。【魔法才能】は【付加】や【錬金】でも多少育つけど、効率が悪い、ってところかしら？」

　丁てい寧ねいにセイ姉ぇが説明してくれた。

　つまり、俺は足あし手で纏まといにならないようにサポートセンスを選んだつもりが、完全に足手纏いでサポートにすらなっていないようだ。更さらに、止とどめの一言が俺を襲おそう。

「【合成】や【調合】でできるアイテムって大体お店で売っているんだよね。だからゲーム初期では、あまり重要じゃないかも」

　はい、俺の存在意義がなくなりました。だからと言って、衆しゆう人じん環かん視しの中で落ち込んでいる訳にもいかない。

　全プレイヤーの初期の所持金は、１０００Ｇ。装備を整えるべく、町を巡めぐる。

　取得したセンス【弓】のために鉄の矢を三十本一セットが30Ｇ。それを四セットで１２０Ｇ。そして【合成】と【調合】の初期の生産キットで、３００Ｇずつの６００Ｇ。初心者用ポーションが三十本で１５０Ｇ。──合計、８７０Ｇ。残金は、１３０Ｇ。

　普ふ通つうのテンプレ編成の場合、センス取得時の初期武器を二に束そく三さん文もんで売って、店売り武器にして消耗品を買い揃そろえたとしても５００Ｇは残る計算だ。

　そして、弓のコストパフォーマンスの悪さの理由は、矢にある。矢とは、使い捨てなのだ。放った矢は回収できないのが基本。そして初期の敵を矢だけで狩かる場合、三本使って一体倒たおす。その時のドロップアイテムは最大で３Ｇ、最低で１Ｇ。それは全て当たった場合であり、外せば、当然儲もうけはない。

　俺は、生産センスを持っているので、ドロップアイテムを別のアイテムにしたとしても、大した儲けにはならないだろう。

「……つまり、初期のコストパフォーマンスの悪さが原因なんだな」

「そう。しかも魔法は、センス自体のレベルを上げていけば、若干の追つい尾び機能も付いたりするけど、弓はそういったものは全然ないの。矢の軌き道どうはほぼ直線。だから弓だけは大分プレイヤーの能力依い存ぞんになっちゃうわけ」

「……ま、まあ、モーションアシストもあるから初心者でも最低限にはできるはずだよ。だから気を落とさないで、ユンちゃん」

「あ、ああ……」

　さっきまで一緒に冒険できるとはしゃいでいたミュウに説教されている。俺がゴミセンスを取ったのがそんなに気に入らないのだろうか。いやまあ、テンプレ構成を聞いた上でこれを取ったのだ。怒おこられたって仕方がない気がする。

「いいから狩り行こう。戦せん闘とうのチュートリアルを早く済ませちゃおう。私、午後に友達と狩りに出かけるから」

「……お、おう」

　セイ姉ぇ、助けて。と視線を送るが苦笑いされるだけだった。

　俺たちは、初期の町──通つう称しよう、第一の町──の外がい壁へきから外の平原フィールドへと出た。このマップでは、平原に居るＭＯＢは、全て初心者プレイヤー向けであり、更に東西南北にそれぞれ道がある。

　βベータ版では、東方面の攻こう略りやくが盛んで、南北は高レベル帯だったために、攻略が手つかず。西方面は、採取系のアイテムが豊富だが敵ＭＯＢのバランスが悪いそうだ。

「先まずは敵を倒してみよう。お兄ちゃんは、弓で攻こう撃げきして、お姉ちゃんは、魔法でお願い」

「了りよう解かい」

「分かったわ」

　それからしばらく狩りにいそしんだ訳だが、妹が剣けんを振ふり回し、草そう食しよく獣じゆうという名前の、見た目草食系のＭＯＢをバッタバッタとなぎ倒し、セイ姉ぇが水の弾だん丸がんを打ち出す。俺は、矢を射るのだが……

「全然、当たらねぇ！」

　セイ姉ぇは、同じ射程２メートルほどで魔法を簡単に当てるのに、同じ遠えん距きよ離り攻撃持ちの俺は、２メートルでも外す。そして外した矢は、使い捨て。悪い。非常にコスパが悪い。

　そして何より、矢が切れたら、いちいちインベントリから補ほ充じゆうをしなければならない。

「面めん倒どうくせぇぇ！」

　狙ねらいを付つけずにどんどん矢を打ち出していくが、当たる気配はない。当たり易やすい位置まで自然と足が進む。

「お姉ちゃん、そんなに前に出たら──」

「ここなら、当たっ──！」

　矢を射る俺に向かってくる草食獣に驚おどろき、避よけようと半歩下がり、そのまま尻しり餅もちをつく。

「──危ない！　《アクア・バレッド》」

　俺へと体当たりをしてくる草食獣に向かって水の弾丸が打ち出され、敵は消しよう滅めつする。

「ユンちゃん、不用意に近づいたら駄だ目めでしょ。大だい丈じよう夫ぶ？」

　セイ姉ぇは、腰こしを屈かがめて尻餅をついた俺を覗のぞき込んでくる。その時、首筋のローブの間から白い首筋となだらかな鎖さ骨こつがちらりと見えて、少し視線を外す。やっぱり大学生になると違ちがうのかな？　と少しセイ姉ぇの色気を感じ取る。

「むぅ、だからゴミセンスなんか取るからだよ。矢全部使い切ったでしょ。じゃあ最後に必殺技──【アーツ】。ちょうど【剣】のセンスが５になったから……」

　何か、俺を追い立てるように声を上げて、立ち上がらせる。

　ミュウは、徐おもむろに草食獣に近づく。近づいて剣を正眼に構えた、と思ったら、流れるような三連撃を繰くり出だす。振り抜かれた剣の軌道は、薄い銀色の光を帯びているように見える。

「これが【アーツ】ね。ユンお姉ちゃんも【弓】のセンスを上げれば、そのうち覚えると思うけど、私は、早めのセンス切きり替かえをお勧すすめするな」

「ちなみに、センスは10レベル毎ごとにＳＰセンスポイントを一つ貰えるの。上位センスは、レベル30くらいで発現するから」

「分かった。ありがとう」

　兄妹きようだい三人での狩り。得たアイテムでは、弓矢代には遠く及およばず。これはもう生産職でお金を貯めつつ、センス総入れ替えでもしないといけないように感じた。




　　　　●




　ミュウとセイ姉ぇと別れた俺は、ステータスを確認しつつ町に戻もどった。

　俺のセンスは、こんな感じだ。
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　狩りの結果、全く育っていないのだ。ミュウは【剣】が５、【鎧よろい】は３。時折、回復や魔法も使っていたので、魔法系のセンスも育っているだろう。セイ姉ぇは、【魔法才能】が３、【魔力】も３。そして【水属性】５という具合だ。というのだから、俺の総合レベルの低さが窺うかがえる。

　俺は、町の郊こう外がいの広場に座り、色々と試してみる。

　先ずは【錬金】センスからだ。

　このセンスの特とく徴ちようは──物質変換だ。だが実際には、名前とかけ離はなれ、不ふ遇ぐうなゴミセンス扱あつかいである。試しに、草食獣より手に入れた胆たん石せき、毛皮、骨がそれぞれ五十個ある。これは姉妹たちのお情けだ。

　メニューより選せん択たくすると、スキル欄らんに【物質変換】のスキルが存在した。スキルは、【物質変換】を選択すると、次に対象の選択へと移る。リストから胆石を選択。

　消費画面では、胆石×10と表示された。これは、物質変換で消費するアイテムなのだろう。俺は、躊躇ためらわずに、実行する。

　そうして変換されたアイテムは、薬石というものだ。それが一個。

　いやまぁ、胆石って漢方薬になったね。うん、ゲームだからその辺は突つっ込こまないでおこう。

　その他ほかにも、毛皮十個で物質変換したら、大きな毛皮が一つ。骨の場合は、「十個消費して大きな骨」と、「一つ消費して骨粉二つ」の二種類の選せん択たく肢しがあった。

「なんで、骨で変化先が増えたんだ？　センスのレベルが上がったのか？」

　レベルが上がったかと思い、ステータスを確認したが、レベルは１のままだ。

「消費するアイテムの数が違うし。骨粉十個の場合は──」

　骨を骨粉にし、骨粉に再度【錬金】を施ほどこす。結果、骨に戻った。

【錬金】の物質変換を考察した結果は、二種類。上位と下位の物質変換に分かれる。上位の物質である薬石や大きな毛皮を生産するのに、十個のアイテムで上位一つになる。

　そして、下位物質である骨粉は、変換率二倍。

　センスを成長させれば、変換率が変わるのか、別の変化先が生まれるのか分からない。だが、現状【錬金】センスのレベル上げに使えるアイテムが少ない。

「狩りで敵を倒せないのに、どうやってアイテム集めるんだ。まぁ、後で考えよう」

　これは後回しで次は、【付加】をやってみよう。

【付加】と言えば、ＲＰＧの定番であるエンチャントやバッファ、バフと呼ばれるステータス上じよう昇しよう系の魔ま法ほうセンスらしい。

　試しに、自身を対象にエンチャントを掛かけてみる。

　やり方は【物質変換】とは違い、対象を意識して、スキルリストにある魔法スキルを唱えるだけで良い。

　ＭＰが殆ほとんど持って行かれた上、得た効果は微び々びたるものだった。それに継けい続ぞく時間が六十秒と短く、実戦で使えるか疑問だ。ただ、ＭＰの消費量が大きいってことは【魔ま力りよく】も成長するってことだ。ＭＰの回復を待って、他のエンチャントを試してみる。

　自身の体には、防ぼう御ぎよエンチャントや速度上昇エンチャントを施すが、すぐに効果は切れてしまう。ただ気がついたことだが、座って休んでいれば、ＭＰの回復は、立っているより若干早い。

　じっと座って、自分にエンチャントを使い続けていれば、気づいた時には【魔法才能】が２で【魔力】が４にまで成長していた。

　エンチャントの種類は、赤色のＡＴＫ、青色のＤＥＦ、黄色のＳＰＥＥＤの三種類。センスレベルを上げれば、ステータス上昇効果の増大、効果時間の延長が見られるだろう。時間を見つけて適当にエンチャントしてれば、レベル10くらいまで成長するだろう。

【調教】に関しては、完全に死にセンスだ。今の俺では、ＭＯＢを倒たおせる自信がない。

　そして【合成】と【調合】にもアイテムが必要だが素材が無い。うーん、アイテムが無い。どうするべきか？

　その時、ぽーん。とチャットが来た。俺のメールアドレスを知っている人間は、このゲーム内でも事前登録しておけば、チャットが可能なのだ。

　チャットの主は、巧だった。

『おう、ログインしてるか？』

「ああ、なんだ？　しているぞ」

『なら今から会わないか？　フレンド登録するために。ちなみに今の俺の名前は、タクな』

「了解。じゃあ、場所は……」

　それから俺は巧を待つ間、エンチャントを続けていたら、レベルが一つ上がった。

『なあ、峻。どこにいるんだ？』

「ユンって名前のキャラだ。黒くろ髪かみで今エンチャントしている。今は、赤色に発光中」

　自分でもシュールだと思う中、見知った少年と目が合う。その相手は、俺を見て一言。

「あ、ああ。ユンってお前……何で女キャラ」

「……知らん。機械の誤認だ」

「いや、最後に見た時より、美人度二割増しで美少女だぞ。胸ないが──「ふんっ！」」

　俺は、攻撃のエンチャントの状態で、タクの脇わき腹ばらにボディーブローを仕し掛かける。脇腹に一いち撃げき食らった巧だが、質素で硬かたい鎧よろいは、俺の拳こぶしを弾はじく。むしろ、俺の手が痛い。

「大人しく殴なぐられろ。……俺だって気にしているんだ。廃はいゲーマー」

「いいだろ。でも、何でユンって名前なんだよ。完全に女だろ。見た目からしても……」

「入力ミスだ」

　分かっているさ。普ふ段だんよりも目が大きく、誰だれが見ようと女の顔だ。体付きも女性のそれと同じだ。

「想像してみろ。自分の妹にお姉ちゃんと言われる瞬しゆん間かんを。背筋に寒気が走るぞ」

「そりゃ、ご愁しゆう傷しよう様さま」

「更さらに、敢あえて隙すき間ま産業的センス取得したら、妹にチェンジを要求されるし」

「いや、ゴミセンス取る方が悪いだろ」

　くっ、これだから廃人ゲーマーは、ゲーム効率を重視する。

「ちなみに、今のセンスはどんな感じだ？」

「ああ、こんな感じだ」

　センスのステータスを巧、もとい、タクに見せ──その第一声がこれだ。

「うわっ、ひどい」

「泣くぞ！　そんなにひどいのか!?」

「【弓】は、戦せん闘とうセンスの中でも非効率の代名詞だし。大体【錬金】なんて非効率以外の何物でもないぞ。【調教】を単体って……早く何かのレベルを10にして控ひかえにしろよ」

「うっ……戦闘じゃあ金稼かせげないし、今は所持金が１３０Ｇ」

「お前、何気に縛しばりプレイしてないか？」

　断じて、そんなことしてません。そもそも、そんなつもりもありません。

「やばい。妹にはチェンジを要求されるし、静姉ぇには苦笑いされる。自信なくすな」

「元々、ゲーム始めたばかりで自信なんかあるわけないだろ」

「むぅ、そこは慰なぐさめるとかしろよ。普段の兄としての尊厳とかあるんだよ」

　膝ひざを抱かかえて座り込み、隣となりに立つタクを睨にらみつけるように見上げるが、タクはただ頰ほおを爪つめで搔かいているだけだ。

「慰めねぇ……美少女で良かったな。あのおっとり系美人のセイさんに、元気系美少女のミュウちゃん。お前はさしずめ、クール系の美少女か？」

「うるせぇよ。と言うよりも全く慰めになってないから」

　それに、そんなことないだろ、と周囲に視線を向けると、周囲のプレイヤーが一いつ斉せいに顔を背そむける。……いや、偶ぐう然ぜんだよな。偶然だ。そうに違ちがいない。

「なあ、相談なんだが、効率のいい稼ぎ方って無いか？」

「うーん。それってレベル的な意味か？　それとも金的な意味？」

「両方だ。先立つものがないんだから」

　両りよう腕うでを組んでうーんと考えるタク。その時もエンチャントを掛けて青色に発光する俺。考えると何とも奇き妙みような組み合わせだ。

「あるな。戦闘しないんだったら、平原を西側に進んだ林で採取系アイテムが手に入る。【調合】センスもあるし、レベル上げも兼かねて加工して売るのが良いんじゃないか？」

「そうか、サンキュー。そうしてみるわ。他にアドバイスは？」

「敵は、昼間の出現率は低いけど、夜になると増える。だからその点気を付けろ。って言うか。どうする？　手伝うか？」

「いや、相談に乗ってくれただけで十分だ。ありがとう。多分、一人じゃ無理だったわ」

「別にこれくらい普ふ通つうだ。じゃ、フレンド登録。暇ひまになったらレベル上げ手伝ってやるよ。俺がこのゲームに誘さそったんだから」

　全く、リアルでは俺に迷めい惑わくばかり掛けるのに、ゲームだと頼たのもしくなるんだもんな。少し不服だ。

「じゃあ、お前の活かつ躍やくを期待してるぞ」

「俺は、ミュウやお前のような廃人じゃないから無理だ」

　互たがいに軽い冗じよう談だんを言って別れる。先ほどよりも軽い足取りで、町の西門を抜ぬけて西へと向かう。目指すは、採取アイテム。

　平原の草そう食しよく獣じゆうを無視して突き進すすむ。どうやら、ノンアクティブ──近づいても敵からは攻こう撃げきしないタイプのＭＯＢ──らしい。

　そのため、無視して平原を進むことができた。

　時折、速度エンチャントで黄色の光を発しながら進む。更に、平原は広いので【鷹たかの目】の成長のためにも遠くのＭＯＢや風景を眺ながめる。

　みるみるレベルが上がるぞ、ミュウとセイ姉ぇとの狩かりが何だったのかと思うほどセンスのレベルが上がる。

　道沿いには、採取アイテムは無さそうだが、鷹の目で林の奥に目を凝こらすと、少し離れた場所が採取ポイントのようだ。さあ、採取採取と。

　木の根元や地面にアイテムがあると感じるのだ。自然とそこに意識がいく、不思議な感覚。これがセンスの補正なのだろうか。

　採取したアイテムは、木の枝を始め、キノコ、薬草、石、野草、鳥の羽根と、種類だけは豊富だった。大体それぞれ十個ずつくらい。後は、特定の場所の土から回収できる──腐ふ葉よう土ど。そのまんま過ぎて何の用よう途とがあるのか、不明。

　結構な種類のアイテムが集まった。この情報を教えてくれたタクには、感謝が尽つきない。そして俺は、林に設けられた非戦闘エリア──セーフティーエリア──で休きゆう憩けいしていた。

　すぐに【調合】には入らずに、今いま更さらながらメニューを食い入るように見返している。

　スキル欄らんを見ると、まだ戦闘技能の【アーツ】は取得していない。その他ほかの、【合成】や【調合】のスキル欄には、既すでに【レシピ】が存在した。

　ちなみに、センスのステータスは、以下の通り──
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　順調とは言い難がたいが、最初に悩なやんでいた時よりマシだ。それじゃあ、【調合】と【合成】を伸のばしていくとするか。

　先まずは、【調合】の基本セットを取り出し、並べてみる。

　出てきたのは、お椀わんサイズの乳にゆう鉢ばちと乳棒。加熱用の鉄製の小さな容器とそれを支える三さん脚きやく、加熱用の謎なぞの熱源、そして、薬を包むような紙やガラス容器が収められた箱だ。

　ガラス容器は、取り出すと新しい容器が生まれ、手に持っている容器に何も入れないままだと消しよう滅めつし、箱の中に浮うき出るように補ほ充じゆうされる。

「こういう所は、ゲームだよな。まさにファンタジーだ」

　何とも中学生の化学キットのような道具で、ファンタジー定番の薬草を煎せんじたり、煮にたりしていく。攻こう略りやくサイトでも手作業で可能とのことで実じつ践せんしてみた。

　そうして出来たのが初心者ポーション。タダから一本５Ｇのアイテムになりました。

　薬草一つから初心者ポーションが出来るわけだ。【錬金】より変換率が良い。流石さすがは、生産系。

　まぁ、錬金も分類的には、生産なのだろうけど。

　その後、スキル欄に変化が生まれた。初心者ポーションの【レシピ】が追加されたのだ。

　俺は、その【レシピ】を選せん択たくし、初心者ポーションを作成する。

　物質変へん換かんと同じような画面選択をして実行すると、ＭＰを消費して、初心者ポーションが一個出来上がる。なるほど、必ず魔ま力りよくセンスが必要になるのは、こういった理由だったのか。他にもレシピ一覧として、薬石や大きな毛皮、骨粉など今まで生産した物が分類されている。

【調合】を始めとした生産系センスの法則は、アイテムを一度自作すると、レシピが自動で追加されることだ。そして、次回よりスキルによる作成ができる。

　錬金も同じということは、どの生産職にも通じるものかもしれない。試しに、幾いくつかの初心者ポーションを作成する際、少し手順を変えてやってみた。どれも名前は、初心者ポーションだが、回復量に多少の差が出た。

　そして、レシピの内容が更こう新しんされており、先ほど作った中で一番回復量の多いポーションに更新されていた。

「つまり、スキルによる画一的な大量生産か、手作業による良品質か」

　大体の利点はそんなところだろう。初心者ポーションを十個作った時、調合のセンスレベルが上がった。センスの上げ方は分かったことだし、次は【合成】だ。

　合成のセンスは、素材と素材で新たな素材、アイテムとアイテムで新たなアイテムを作り出すセンス。こちらは、最初からＭＰを消費して合成するらしい。とにかく試してみよう。

　取り出した合成キットは、魔ま法ほう陣じんの描かれたシートで左右に物を置くための場所が指定されているらしい。

「先ずは、定番のポーション同士の掛かけ合わせだな」

　先ほど作った初心者ポーションを指定された位置に置き、発動。

　一いつ瞬しゆん、白い光を発した後、二つのポーションが消え、なんか……どす黒いポーションが出来上がっていた。

「な、何だこれ？　せ、成功か？」

　いや、見た目的に失敗だろう。アイテムとして確認したら、毒物だった。ＨＰに継けい続ぞくダメージを与あたえる状態異常を引き起こす。

　まあ、何かの役には立つだろう、と思い、それをインベントリにしまう。

「生産失敗か。確か、生産職のレベルが低いと失敗するんだったよな。まあ、経験値入るらしいし、いいかな？」

　そう自分に言い聞かせながら、もう一度初心者ポーションを二つ選せん択たくし、合成する。

　今度は、初心者ポーションより濃こい緑色のポーション。名前もポーションだ。

　今度は成功、レシピにも追加されている。

　そのまま、合成レベルが２になるまでポーションを合成した。

　ふと、ポーションと初心者ポーションの残量を確認する。

「ミュウとセイ姉ぇと一いつ緒しよに買った初心者ポーションが丸々残っているな」

　初心者ポーションを買ったのはいいが、【回復】持ちの二人がセンス上げのために率先して回復していたので手つかずだ。その初心者ポーションを錬金で上位変換した場合、どうなるのか。一種の実験的な意味で行う。

　変換した結果──残念なことに、また毒物になってしまった。錬金の失敗。

「……50Ｇが毒物になった」

　この瞬しゆん間かん【錬金】センスのレベルが２に上がった。魔ま法ほう系センスも一つずつ上がり、悪くはない。ただ、出費が痛い、痛すぎる。だが、気になったことを途と中ちゆうで放ほう棄きしない。

　懲こりずに再度、錬金した結果──ポーションが出来上がった。何とも無気力感が……。

「あー、無む駄だにした。全部合成でポーションに変えてれば、合成センスが上がったのに」

　しかし、確認したのだが、【合成】で作ったポーションと【錬金】で作ったポーションには、性能差が存在した。

　合成ポーションは、【レシピ】のデフォルトに近いが、錬金ポーションは、デフォルトより一割回復量が多い。つまり、錬金製の方が品質的に上と言える。

　錬金＞合成＞手作り調合＞スキル作成の様な感じで性能があるようだ。ただし、効率で言えば、その逆だ。また、手作り調合も極きわめれば、二つを容易に抜き去さりそうだ。

「また上う手まい具合にバランス取っているな。それにしても、とんでもないセンス取ったな」

　勿もち論ろん、悪い意味でだ。普通に考えれば、この生産センスの効率の悪さから忌き避ひされる【錬金】、効率の良さのある【合成】と【調合】の三つでセンスの装備枠わくを圧あつ迫ぱくする俺自身がアンバランスなのだ。だが今の目的は、センスのレベル上げだ。

　薬草は、おもに【調合】センスに。その他アイテムは【錬金】と【合成】に使うことにした。夕飯の準備の時間まで採集と生産センスのレベル上げを繰くり返かえした結果、分かったことがある。

　石ころは、錬金ではどうやっても選択できなかった。結論を言うと、石という名めい称しようの未み鑑かん定ていアイテムということだ。そして、キノコや薬草や野草は、乾かん燥そうなどの工程を経へて作ると、素材の名前の前に『乾燥』と付く。そして、効果が二倍になったのは大きい。

　ただ、キノコは食材アイテムなので、乾燥させるだけでそれ以上の変化は望めなかった。

　最後に、木の枝と鳥の羽根の組み合わせて合成すると、鉄の矢の下位互ご換かん──木の矢になった。

　驚おどろいたことに、これは、枝一本から二本出来た。今六十本二セットほど矢があり、矢の心配がなくなり安心した。

　現在のセンスは──
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　魔力があと少しで10になりそうだ。比ひ較かく的てきどのセンスも最初は上がり易やすいようで、修正が利ききやすくて助かる。まずは、【調教】を控ひかえにして新しいセンスを取得しよう。

　時間もそろそろよさそうだ。再開は、現在のセーフティーエリアに変へん更こうして、ログアウトする。




　　　　●




　ゲームの世界では、夕暮れ時という空だったが、真夏は、日が高くまだまだ明るい。

　それでも夜の六時半ともなれば、少しは涼すずしい風が吹ふき込む。素そう麵めんで涼しく感じるが、更さらに別の要因で場が凍こごえるように寒い。

　時間になり、美羽も自室から出てきた。

「……」

　夕飯の席、無言で素麵をすする美羽。視線は鋭するどく、雰ふん囲い気きが悪い。

「ど、どうした？」

「別に……」

　普ふ段だんは元気な妹だが、時折不ふ機き嫌げんになる時がある。まあ、思春期真っただ中の中学三年生なのだし、と思う時があるが、今日の不機嫌には、思い当たる節がある。

　──俺のセンス構成だ。

「その、すまなかった」

「……何で謝るの？」

「その、ゲームの事で……お手数掛けました」

　なんか知らないが、とにかく謝っておけ、それが問題を回かい避ひする方法だ。

　美羽は、大きく息を吸い、盛大に溜ため息いきをつく。

「なんか、ごめんね。お兄ちゃん」

「おお、今は兄と呼んでくれるんだな」

「いや、そういうところに反応しないで」

　むぅ、妹にお姉ちゃんと呼ばれた心の傷は意外と深かったようだ。

「違ちがうの。ゲームでβベータ版の時からやっていた人が新しい人を連れてきたんだけど、その人と折り合いが悪くて……気分悪くしたらごめんね」

「そうだったのか。まあ、愚ぐ痴ちくらいは聞くぞ」

「うん。とにかく目立ちたがり屋で、私たちが回復している最中なのに、ずんずん進んで、一人死に戻もどり。戻ってきたら、私たちのサポートが悪いだのって酷ひどいこと言われたから、ちょっとね」

「あー、そっか。それで……。大変だったな」

「逆にその人が居ない方が、探たん索さくもサクサク進んだからね。流石に、死んだ後にパーティーに入ろうとは思わないだけ有あり難がたいよ」

「それってゲームで死ぬとどうなるんだ？」

「デス・ペナルティーが発生するよ。デスペナの効果は、一時間のステータスの減少だね」

「それは痛いな。けど、俺は生産職だし、死んだ時間はアイテムでも作れば無駄がないな」

　あっ、もう方向性決めたんだ、と言われた。

「戦せん闘とうできないからな。今は、生産系のセンスを上げている最中」

「でも残念だな。ユンお姉ちゃん、美人だからパーティーに入れて自じ慢まんしたかったのに」

「勘かん弁べんしてくれ。まぁ、戦闘に関しては、アイテム収集のためにＭＯＢ狩がりは一人でするし、弓センスも多少は上げておきたいからな」

「ふーん。ユンはソロで進めるんだ」

　当分は地道に採取とＭＯＢ狩りに専念しよう。こんな遠回りな行動に、他人を連れ回せない。話題を変える意味で別の質問を投げかける。

「美羽の今のセンスってどんな感じなんだ？」

「うーん、【剣けんＬｖ12】【鎧よろいＬｖ11】【攻こう撃げき力上じよう昇しようＬｖ６】【防ぼう御ぎよ力上昇Ｌｖ６】【気合いＬｖ４】【魔法才能Ｌｖ10】【魔力Ｌｖ14】【魔力回復Ｌｖ７】【光属性Ｌｖ５】【回復魔法Ｌｖ７】かな？」

「結構成長しているな。もうＳＰが四つも溜たまっているし」

「お姉ちゃんも大体こんな感じだね。あとは、お兄ちゃんも【攻撃力上昇】とかのセンスを付ければ、弓矢の消費が抑おさえられるんじゃないかな？　早くセンスの総そう取とり替かえした方がいいんじゃない？」

「それはおいおいやることだな。今は、西の林で自給自足している」

「まぁ、私は、お兄ちゃんと冒ぼう険けんしたいんだから、早く戦えるレベルまで上げてよね」

　そう美羽に注文されるが、総取り替えして戦えるレベルまで上げるのと、今のセンスを戦えるレベルまで鍛きたえるの、どっちが早いだろうか。

　うーん。普段はできる兄として振ふる舞まっているはずの俺だが、ゲームになるとたじたじだ。

　夕食の後は、美羽が風ふ呂ろに入り、俺はその間食器の片づけや帰ってきた両親の食事の用意。俺も風呂にのんびりと入って、再び【ＯＳＯ】にログインした。




　再開は、林のセーフティーエリアだったので、そこからのスタートだった。

　ゲームの中も夜で真っ暗。この場所は、焚たき火びがされているために仄ほのかな明るさが保たれているが、少し遠くを眺ながめても真っ暗、時折飛び立つ蝙こう蝠もりらしき影かげがチラつく程度だ。

　うーん、夜の空って綺き麗れいだな。天の川っぽい星々が良く見える。と茫ぼう然ぜんと空を眺めていた。意識すれば、【鷹たかの目】のセンスで天体望遠鏡のようにズームアップできる。

【鷹の目】が成長しているようだが、今はこのゲームの中の自然を楽しんでいる。

　三十分程ぼけっとしてセンスを確認した。【鷹の目】がレベル10になっていた。やったと喜ぶ思いと、【魔ま力りよく】が最初にレベル10になるという予想を裏切り、まさか【鷹の目】が最初に10レベルに到とう達たつするとは。

　それに、心なしか周囲を見回す時、暗くら闇やみの中をさっきより遠く見通せる気がした。

　俺は、さっさと新しいセンスを取得することにした。

　初期のセンスと言っても数は豊富だ。もう方向性は生産職寄りになっているので、生産職でもいいかもしれないと考えながら生産系センスを探す。

【鍛か冶じ】【裁さい縫ほう】【木工】と続いて、最後に見つけたのは──【細工】だ。

【細工】は、メインな扱あつかいというよりは、【鍛冶】センスと共通する項こう目もくがあるためにオマケ扱いが多い。効果は、アクセサリーの作成センスなのだ。戦闘を彩いろどる武器防具を作る【鍛冶】、皮かわ鎧よろいや魔法職の軽装防具作成の【裁縫】、杖つえや弓の【木工】とは異なり、アクセサリーは、あくまで補助的な位置づけだ。これはもう、初期の方針──サポートに徹てつする隙すき間ま産業的ではないか、と即そつ決けつ。良い物を選んだ、という気分だ。

　それにしても、センスとは奥が深いと思う。

【鷹の目】は、ただの遠視センスと思っていたが、暗視性能もある。１レベルにつき１メートル程度視界が広くなる。弓センスのレベル補正のみの場合、射程はかなり短い。

　そういえば、矢があるし、敵もいないことだし、弓の練習をして寝ねようと考えた。

　木の矢を取り出し、弓を引ひき絞しぼる。ひっと放つ矢は、見える範はん囲いの闇やみの中に消える。使い捨ての矢をどんどんと闇の中に放り込んでいく。弓のセンスは弓を射ることで成長し、敵を射ることで成長率が若じやつ干かん上昇するのかもしれない。

　一本一本丁てい寧ねいに弓を射る。弓の練習など今までしたことのない俺は、こうやって反復してプレイヤー自身の命中率を上げるしかない。【鷹の目】は遠視、暗視センスなので狙ねらった木に当たったのかよくわかる。

　今のところ、命中率は、十本中二本とまだまだだ。

【弓】のセンスも【鷹の目】のセンスも十分にレベルが上がった。気になって、【弓】のスキルを見てみたら、確かに【アーツ】があった。《遠えん距きよ離り射しや撃げき》という安直な名前だ。

　試しに《遠距離射撃》のアーツを使ってみた。

　弓を溜める時間が長くなる代わりに、今までよりも力強い音が響ひびき、【鷹の目】でも見通せないほど遠くに一いつ瞬しゆんで行ってしまった。効果の程は、まだ分からない。

「ミュウに不ふ遇ぐうだとか、使えないって言われたけど、ちゃんと確認しないと駄だ目めだな。今のも手応えがあった。さて、もういい時間だし、続きは明日あしたにしてもう寝るか」

　明日も同じ生産系をメインに成長させよう、と考えながら、俺はログアウトした。







　二章　生産職とエンチャント







　翌日、俺がログインしたのは、午後からだった。何な故ぜかって？　それはもちろん、食材の買い出しに掃そう除じ、洗せん濯たく、食事の準備で午前の時間を費やしたからだ。

　俺もゲームでまとまった時間が欲しいから、昼ご飯は夏野菜カレーだ。夕飯も同じメニューだけど、文句は言わせない。

「お兄ちゃん。私のレベルが上がって【剣】のセンスを【片手剣】に派生させたんだよ！」

「へぇ、良かったな」

「それからね、新しい友達もできたの。今度の子は、可愛かわいくて礼れい儀ぎ正ただしい子なんだよ」

「……そうか」

　お前はいいな。家事が下手という免めん罪ざい符ふでゲームができて。それと大だい丈じよう夫ぶか中学三年。俺たちの学校はエスカレーター式だからといって勉強放置は感心しないぞ、と一応言うが、全く聞いていないのだ、この妹は。

　趣しゆ味みには全力投球。それ以外はアホの子の美み羽うが、リアルでは心配なのに、なぜゲームだとあれほど頼たのもしいのか。

　だがまぁ、俺はサポート、俺はサポート。そう自分に言い聞かせる。




　そして俺は、またユンとしてログインする。

　降り立った場所は、西のセーフティーエリア。昨日は【調合】でポーションや毒物を作ったが、素材が足りない。そして昨日手に入れたセンス【細工】だが、あれは最低限の設備として研けん磨まセットと携けい帯たい炉ろセットが必要なのだ。

　研磨セット３００Ｇ、携帯炉は８００Ｇ。今の所持金ではどうしても足りない。とにかく、まとまったお金を稼かせがなきゃならない。

　腐ふ葉よう土どとかも何に使うか分からないし、キノコや薬草は、手に入れた端はしから【レシピ】で乾かん燥そうさせて【調合】と【魔力】を成長させる。

　今の所持品は──木の矢×90、ポーション×25、初心者ポーション×50、石ころ×75、腐葉土やキノコを始めとした各種アイテムだ。

「うーん。これだけあれば３００Ｇくらいで売れるかな？　普ふ通つうよりちょっぴり効果高いし」

　俺は、小さな自信と共に、林を抜ぬけて第一の町へと戻る。途と中ちゆうの平原で弓矢の練習がてら何匹びきかの草そう食しよく獣じゆうを相手にする。昨日は付加なしで戦ったが、攻撃力エンチャントを掛かけて戦えば、木の矢でも十分に戦える。

　いや、一番の勝因は、アーツ《遠距離射撃》だ。最大15メートルの離はなれた位置から矢を放ち、敵が接近する間に四本放つ。木の矢では、倒たおすのに五本以上使うが、元はタダ。失敗してもコストパフォーマンス的には痛くない。むしろどんどん消費、どんどん生産してセンスレベルを上げるべきだろう。

　ほくほく顔で町へと入ると、俺に注目が集まっている気がした。いや、まあ初期装備だってこともあるし、それ以前に弓の人って不遇だから、それで注目されるんだろう。

　ちょっと不ぶ躾しつけな視線を感じるために、少し速度を速める。

「《付加エンチヤント》──スピード」

　俺はそう呟つぶやいて、足早に西門前を通り抜ける。時折、すれ違う人が振り返るのを見るが、そんな煩わずらわしい視線を無視して、露ろ店てんの広がる広場へと辿たどり着つく。

　直前の些さ事じなど忘れ、どこで売れるか、と辺りの露店を見てみる。

　事前に調べたことだが、露店は誰だれでもできるわけじゃない。露店用のアイテムがあり、それを購こう入にゆうした人だけが持てるのだ。更さらにその上に店てん舗ぽというものが存在し、生産職は、その店舗を改装して、自分なりのカスタマイズをするらしい。

　まあ、露店開設アイテムが１万Ｇ、店舗を借りるので一カ月５万Ｇ、購入だと50万Ｇ。俺の所持金いくらだと思う？　１３０Ｇだぜ。

　露店には色んな人がいる。ポーションを売ったり、武器を売ったり。現段階で露店や店舗を持っている人は、βベータ版の所持金引ひき継つぎの人らしいけど。

「やあ、そこの子。見てかない？　ほら武器やアクセサリーだよ」

　赤っぽい髪かみに少し薄うすめの小麦色の肌はだの女性が俺に声を掛けてきた。たぶん客引きだ。

　なんか話でもできそうな雰ふん囲い気き。あわよくば、ポーション買ってもらおう、と思った。

「俺のことか？」

「おおっ!?　珍めずらしいね、俺っ娘こだね」

　そういえば、俺って今は、女性型のアバターだった。ヤバイな、人から離れていたからその認識を忘れてた。

「いや、リアルは男です」

「またまた、このゲームは性別偽いつわれないよ」

「あー、たぶん。機械の誤認なんですよ。だから、その。リアルでも」

「へぇー。機械が間ま違ちがえるほどに女の子っぽいんだ。いいよいいよ。ロールなんでしょ」

　うわぁ、話通じてないし。もう諦あきらめよう。
















「まぁ、いらっしゃい。マギさんの露店へようこそ。武器やアクセサリー何でもござれ。私は、店主のマギだよ」

「へぇ、もう露店を持ってるってことは、βテスター？」

「そうだよ。君は、えっと……」

「ユンだ」

「じゃあ、ユンくんもそう？」

「いや、友達と姉妹がβからで正式版で誘さそわれた」

　あはははっ、じゃあ、弓使いって納得、と乾かわいた笑み。十中八九、不遇についてだろう。

「でも弓はここにはないかな？　アクセサリーは基本防ぼう御ぎよ力アップだしね」

「いや、俺も生産職なんだ」

「へー、戦せん闘とう持ちの生産か。いいね、私も戦う鍛か冶じ屋やを目指したけど、戦うと生産系のセンスの成長が遅おくれるから、正式版では辞めて、鍛冶一筋だよ。勿もち論ろん、戦闘は嗜たしなみ程度」

「そうなのか。俺のセンス構成って弓使っているから金欠で」

「あー、分かった。作ったアイテム買ってほしいんでしょ。お姉さん、買っちゃうよ」

「いいんですか!?　ありがとうございます！」

　驚おどろきつつも笑顔でそう言うと、マギさんは、恥はずかしそうに顔を赤らめて曖あい昧まいな笑みを浮うかべる。小さく、ヤバいね、同性でもこれは、と何やら呟いているが、同性って誰のことだ？

　それはさておき、これは渡わたりに船だ。マギさんとトレード画面を開き、今ある売れそうなアイテムを載のせていく。マギさんも赤い顔から復帰したようで、アイテムの品定めを始める。ポーション×25。それが俺の出せるアイテムだ。回復には、初心者ポーションがあるので、今はそれで十分だった。

「へー。自作ポーションか。回復量がちょっと多いから、色付けて一個30Ｇかな？　ＮＰＣなら25Ｇだよ」

「えっと、30の二十五個だから７５０Ｇ!?」

「まあ、まとまった数だからね。もう最前線の人は、初心者ポーション卒業でＮＰＣからポーション買い取れるけど、ＮＰＣの一日の供給量ってゲーム内で決まっているの。だから転売屋なんかまとめて買って、露店でぼったくりで売ってるんだよね。まあ、プレイヤーの中には回復魔ま法ほうメインの人もいるから、そういう人たちをパーティーに組み込んでいるようだよ。じゃあ、ユンくん、また何かあったらお願いね」

　そう言って俺のインベントリの中の所持金が増え、８８０Ｇに。

　……いや、携帯炉セットまでは買えないか。

「あの。マギさん。アクセサリーを作るって言ってましたけど、アクセサリーの性能って炉ろの種類によって変わりますか？」

「いや、変わらないけど。加工できる金属の種類が変わるだけだよ。携帯炉だと鉄までだね～。私は鋼までしか見たことないし。ってことは、ユンくんのセンスは【調合】か【合成】。それと【細工】なんだね」

　あー、マギさん。結構ハイレベルのプレイヤーだわ。これだけの会話でセンスの種類見み抜ぬくなんて。

「その、三種類あります」

「難なん儀ぎなセンス取るね。まあ、ゲームは楽しくだよ。それとお姉さんから一つアドバイス。【細工】の【研磨】ってスキルがあるでしょ？　道具と【細工】センス持っていると、ただの石ころがなんとかの原石とか鉱石になることがあるんだよ。これは、通つう称しよう──鑑かん定てい眼。だから自分で鑑定できれば、アクセサリー分の素材は、回収できるよ」

「あ、ありがとうございます。さっそく試してみます」

「うんうん、それじゃあフレンド登録してくれる？　ユンくん面おも白しろそうだから」

　そうして俺は、町でマギさんという先せん輩ぱい生産者と知り合い、研磨セットを購入した。懐ふところはまだ寂さみしいが、５８０Ｇ。次にポーションを揃そろえたら、携帯炉を買える。

　ほくほく顔で行きと同じように狩かりをしてセーフティーエリアに戻もどってきた。

　戻ってきた俺は、必死に石を研磨した。今まで拾った石を鑑定した結果、半分はただの石だったが、残りの半分は、価値のあるものだったことが判明。拾った石の中に鉄鉱石が二十個あったが、炉が無いとインゴット化できない。

　だから今は、【細工】のレベル上げのために、研磨セットで宝石の原石を磨みがいている。

　ガリガリガリ……と静かな森に音が響ひびく。うっすらと削けずれば、表面から綺き麗れいな宝石が見える。そのまま削ると拳こぶし大だいあった石が３センチ程度の原石になった。その名も──【ペリドットの原石（中）】。

　この近辺は、ペリドットしか採取できないようだ。どれを削ってもペリドットだ。

　他ほかの地域も探せば、別の原石があるかもしれない。いや、町で石を売っている人を探して買い取った方がいいかな？　いや、そもそも石を売る人っているのか？　いないよな。

　それより、金欠だから無理だ。金策巡めぐらすにも金が必要なんて世せ知ち辛がらい。

「つまり、俺は地道に削るしかないってことか」

　まあ、【細工】センスのスキル【研磨】を使えば一いつ瞬しゆんで加工できるが、【ペリドットの宝石（極小）】になってしまう。普通は、小さくなれば価値も下がる。そしてスキル任せにすると、研磨失敗で割れる可能性も高くなる。センスレベルが低ければ、なおのこと。

　だから、俺は十数個の原石を一つ一つ丁てい寧ねいに研けん磨ましている。それでも割れるものはある。そういう場合、アイテムが消しよう滅めつし、生産失敗扱あつかいだ。

　そうして研磨すること三時間。全部の石を研磨し終え、中が三個、小が七個。残り全ては、ご臨終しました。

　これ以上の研磨は、よりグレードの高い研磨セットを買わなければいけない。

　だが【研磨】のお陰かげで、【細工】センスは５、【生産の心得】も５になっていた。

　センスはどれも低レベルだが、マイペースに進んでいくつもりなので、全然焦あせっていない。

　次は、【合成】と【錬金】で検証したいことがある。

　手元にある鉄鉱石。これを、炉を介かいさずにインゴットにできるかもしれない。

　【錬金】による上位物質変へん換かんを利用して、鉄鉱石をインゴットに変える方法。

　炉がないために、インゴットを持つ意味はないのだが、インゴットにできる可能性は無視できない。それに足りなければまた石を拾えばいいだけだ。

　そうして俺は、手元にある鉄鉱石を全て、【錬金】によって変化させる。

「鉄鉱石×20に【錬金】！」

　一瞬の白い光を発したあと出来上がったのは、予想外のものだった。

　──上質な鉄鉱石。

　読んで字の如ごとく、鉄鉱石だろう。上質の。それが二つ。どうして上質になったのか。やはりインゴット化は、【鍛か冶じ】や【細工】などの金属を扱う人の専売特許なのかもしれない。この上質な鉄鉱石は、マギさんに見せて相談しよう。

　続いての実験は、手元のただの石ころだ。

　これを合成に使えないだろうか？　今ある使えそうなアイテムと組み合わせて消費できれば、採取での無む駄だがなくなる。

　イメージでしかないが、矢のグレードを木の矢から石の矢へと上げることができるかもしれない。

　矢一本と石一個で試す。光があふれて、出来上がったのは、確かに石の鏃やじりの付いた矢だ。この理論が正しければ、石を鉄や銀に変えれば、それだけ矢のグレードを上げることができる。使い捨てでコストは掛かかりそうだが、石の矢程度なら、コストと攻こう撃げき力の兼かね合あいから妥だ協きようができるかもしれない。

「さて、量産、量産、っと」

　俺は気を良くして、【レシピ】から石の矢を作ろうとしたが、合成すらできない。

【レシピ】には、木の枝、鳥の羽根、そして石の三つ。しかし、現在そのレシピは使えないようだ。

「何で使えないんだよ。三つ……あっ、初心者キットって二つまでしか合成できないのか」

　確か、シートの上にあるアイテム設置の箇か所しよは、二か所。つまり、より上位のキットを購こう入にゆうしないと【レシピ】からの合成ができないのだ。

「また出費かよ！　ええい、面めん倒どうだが、木の矢経由でもアイテムが作れることが分かったんだ。ジャンジャン合成するぞ！」

　半ば、やけくそ気味に声を上げ、木の矢を石の矢に作り変えた。木の矢も増産したので、木の矢二セットと石の矢一セット。十分な量を確保できた。

「しかし、矢が使い捨てって本当に勿もつ体たい無ないよな。弓使いがその内、ミスリル製の矢とかを使い捨てるのって忍しのびないだろ。これって強度が足りないんだよな。合成する木の枝を木材にすればいいのか？　でも、木材って高かったんだよな。弓とか杖つえつくるから」

　一人愚ぐ痴ちる。どうしても納得できない。

「もしかして、さっきの鉄鉱石みたいに、素材は変わらずに矢が上質化するかも」

　物は試しだ、と木の矢一セットを丸々錬れん金きんする。

　矢の束は、光に包まれた。

　出来上がったのは、三本の矢だった。一セット三十本の矢がたったの三本に減ってしまい、俺の労力はなんだ！　と叫さけびたくなったのを我が慢まんして、アイテムを確認する。





木の矢＋10【消しよう耗もう品ひん】






　この表記は何だ？　攻撃力が上じよう昇しようしているなら使い捨てでも嬉うれしいが、表記以外の変化は無い。試しに矢を射ってみる。基本的な動作を意識しながら、弓を引ひき絞しぼり、いつもと変わらず放つ矢。

　的にした木に刺ささったのを確認した。別に攻撃力は上がってなさそう。

　近づいて、しげしげと確認している間に、弓矢が消えた。

「はぁ～。また使い捨てか。弓って本当に使い辛づらいな」

　そうぼやきながら、背中に担ぐ矢や筒づつに矢が一本だけ収まっていた。あれ？　消えたはずの矢が矢筒に収まり、表記が『＋９』になっている。

　まさかと思いつつ、一本手に取り同じように射る。そして消えた矢は、戻ってくる。

「弓使いキタァァァァ！」

　これは、大発見だ。消耗品は、数字を消費して戻ってくる。

　弓使いのコスパの悪さ！　そして、詰つめ替かえの手間が減らせる！　うおおおっ、これは勝てる、と思ったが、鉄の矢に換かん算さんしよう。

　鉄の矢＋10を一セット用意するのに、必要な本数は、三百本。Ｇに換算したら３００Ｇ。初心者には辛い上に、【錬金】センスがなきゃ使えない！　仮に別のセンスで作れても、わざわざ使い捨ての矢を強化する人は殆ほとんどいないだろう。

　いたとしても供給は、少量だろう。

　つまり──

「相変わらず、弓使いって不ふ遇ぐうかよ。周囲の生産職の人のサポートなしじゃまともに戦えないだろ」

　まぁ、俺は自作できるからいいし、自分のセンス上げになるからいいけど。それに、一つ【弓】センスの隠かくれた能力が判明した。矢の帰き還かん能力だ。わざわざ回収しなくていいし、これは魔法の追つい尾び効果や剣けん士しのモーションアシストとかの部類だと思う。これがあるだけでも有あり難がたい。

　まさに、ファンタジーだ。

「うん。これが分かれば、長期戦で詰め替えとかしなくていいな。弓使い極きわめてみるのも面おも白しろいかもしれんな」

　森の中、一人。にやりと笑みを浮かべて、ステータスを確認してからログアウトした。



　所持ＳＰ１

【弓Ｌｖ７】【鷹たかの目Ｌｖ13】【魔ま法ほう才能Ｌｖ９】【魔ま力りよくＬｖ10】【錬金Ｌｖ４】【付加Ｌｖ８】

【合成Ｌｖ６】【調合Ｌｖ６】【細工Ｌｖ５】【生産の心得Ｌｖ５】

　控ひかえ

【調教Ｌｖ１】








　　　　●




　ゲームからログアウトした俺と美羽は、夕飯のカレーを食べながら、お互たがいに情報交こう換かんをしていた。と言っても、殆どは美羽からの情報であり、俺はそれに相あい槌づちを打っている。

「ねぇ、聞いてよ。お兄ちゃん」

「何だ。また愚痴か？」

「うん。まあ、そうかな？　もう転売屋の人たちがポーション買いあさって露ろ店てんで売っているのよ。一個50Ｇのポーションが三倍の１５０Ｇだよ。最悪５００Ｇでも売れるほど品しな薄うすなんだから」

「知っているよ。ＮＰＣのポーション入荷量が定数決まっているんだろ？」

「そうそう。知ってたんだ」

「聞いた。あとは、俺自身が生産職だし、当分はポーション売って金にするかな？」

「そんなに金欠なの？」

「【調教】外して、【細工】取ったはいいけど、研磨と炉ろの道具を買わないとまともにな」

「なんでそんなにお金かかる方向性にいくかな？」

　ぶーと文句を言うが何を言う。研磨で宝石の原石が何の宝石か分かる瞬しゆん間かんは、苦労が報われた感があるんだぞ。

「にしても【錬金】【合成】【調合】【細工】って見事に生産系センスばっかりだね。普ふ通つうは、扱う素材の系統別に分かれるものだけど、これだとレベル上げがバラバラで効率悪いんじゃない？」

「いや、そんなことないぞ。西で採取した薬草を調合して初心者ポーション作って、【合成】でポーション。石は、【細工】センスで鑑かん定ていすれば、宝石の原石や鉄鉱石って分かったり。【錬金】は余った素材を変換してちまちま成長させてるかな？」

　うわっ、もう使いこなしている、と言われたが、残念だな。鉄鉱石は余って錬金素材にしているし、後は、腐ふ葉よう土どや骨、胆たん石せきとかの使い道が分からないんだ。

　そういえば、美羽もβベータ版のプレイヤーなんだよな。聞いてみるか。

「なあ、腐葉土とか骨ってゲーム内で何に使うんだ？」

「農業、ってなかったっけ？」

「農業？」

「うん。町の南地区に土地貸しがあって、プレイヤーはそこで植物系のアイテムを育てて、採取するんだけど、それって大体植物の種子が無いと栽さい培ばいすらできないんだ。だから一部のプレイヤー向け」

「ふーん。じゃあ、胆石や薬石は？」

「お兄ちゃん、【調合】センスで試さなかった？　丸薬って回復量が初心者ポーション以上、ポーション未満のアイテムの素材になるんだよ」

　そうなると、骨粉は、骨の下位互ご換かんか？　そして丸薬は、ポーションの上位互換かそれとは別系列のアイテムと考えるべきか。そして、丸薬の上位薬に薬石を使うのか。

「ふむふむ。参考になった。狩かりしようと思ったけど、【調合】で試したいことができたな」

「お兄ちゃんがゲームにハマってくれるのはいいけど、やっぱり妹としてはその非効率さを嘆なげきたいよ」

「ゲームは楽しむもの、ってお前が言ったんだろ。そんなせかせかと追われたくはないぞ」

　妹の苦言もなんのその。家事の合間に考えられる様々な可能性を検証した。

　種子の入手方法。一つだけ試してない方法があったからだ。




　ログインした俺は、まず錬金画面を開く。錬金画面では、【錬金】の物質変へん換かんに【上位変換】と【下位変換】がある。

　物質変換も、変換する物質ごとに系列が存在するように感じる。

　錬金とは名ばかりで、鉄は鉄にしかならない。ただ上位の『上質な』となるだけだ。つまり、名前詐さ欺ぎってやつだ。

　そして矢のように同一物質の強度を上げる【上位変換】。名前自体は変わらずに、強度や使用回数が変わる。

　最後に、植物だって上位変換しても別種にはなりはしない可能性。

　俺は、十個の薬草に【錬金】を施ほどこす。そして生まれたのは予想通り、上質な薬草。

　つまりはそういう事だ。そして、これが上位変換なら下位変換で考えられる存在。それは植物の元──種子への変換だ。

　上質な薬草を変換すればいいのか、それとも普通の薬草を変換すればいいのか。

　試しに薬草から変換した。変換率は、二倍。【錬金】によって誕生したそれは、薬草の種子だった。

　これは、栽培専用となっていたので、心なしか安心した。

　もしもこれも調合素材なら、俺は膨ぼう大だいな数の調合をしなければならなくなるからだ。

　そして上質な薬草も変換。結果は、二個の薬草。つまり植物にもグレードが存在する。

　最下層が種子で、それから順々に上がっていくほど同系統では効果が高いということだ。ただ、これが所しよ詮せんは薬草ってことだ。

　大量に集めて、薬草二十個消費で上質な合成ポーション一本では割に合わない。

「それにしたって、【錬金】で植物の種子作るってファンタジーだな。いや、金属の種類無視できない時点でもう現実重視って感じもあるけど」

　ふうっ、後は大量の胆石の使い道だが、薬草と混ぜると初心者丸薬になることが判明。

　同じ法則が適用されるなら、二つ合成で上位互換。また胆石の上位互換である薬石と、上位互換である薬草、若もしくは上質な薬草でも丸薬の上位互換が生まれる。

　この場合、前者は時間を掛かけて段階を経へているために効果が高く、後者は【レシピ】からの作成が可能。

「大体の法則が分かれば、アイテムの系統別で【錬金】で対応できるだろ。種子も手に入ったし、明日あしたにでも畑を見に行こうか。その前に夜の狩りだ」

　俺は弓矢を持って、自身にエンチャントを施して林の中を進む。アイテムを積極的に採取しつつ、敵を探す。昼間あれだけ動き回っていた林のどこから湧わいてきたんだ、と言いたくなるような大量のＭＯＢ。

　暗い闇やみの中をばっさばっさと飛ぶ蝙こう蝠もりや野犬だが、俺の【鷹の目】の暗視能力でくっきりと見える。更さらに遠視能力で離はなれた場所からでも見え、敵が近付く前に仕留める。

　蝙蝠や野犬は、脃もろい。本来の暗さでは、奇き襲しゆうでダメージを蓄ちく積せきしてしまい倒たおされるプレイヤーも居るだろうが、俺には取るに足らない美お味いしい獲え物ものだ。

【光属性】ならライトの魔法を灯して戦うのもいいだろうが、誰だれも好き好んでこんな所には来ないだろう。タク曰いわく、ＭＯＢのバランスが悪いってのは、こういう環かん境きよう下かの戦いって意味だろう。初心者には辛すぎるはずだ。

　大体は、夜に狩りをするなら、昼夜問わず同じ明るさのダンジョンに籠こもるそうだ。

　蝙蝠からは、毒血と皮ひ膜まく。おいおい、毒ってこれで毒物作れって言っているようなものだろ、と思ったら【レシピ】にありました。毒物って毒血と薬草で作るんだ。本来は、ポーション系の調合失敗では作らないってことなのだろう。

　そして解毒ポーションもありました。毒血とポーションで作る。つまり、毒を以もつて毒を制するか？　まあシステム的なものだし。

　そして野犬は、犬の毛皮と牙きば。と用よう途とが分からない。

　これはきっと他ほかの生産系の人用のアイテムだよな。ほら、皮かわ鎧よろいとかに使いそうだし。牙は、武器の装そう飾しよくに使いそうだし。

　ＭＯＢは、倒しただけ湧き出る。そして、ソロでの狩りであるために、ドロップ率とかめっちゃ良い。俺は苦労なく倒せるが、慣れない人は苦労するんだろうな。

　そして狩りの最中分かったのだが、エンチャント時の光は、闇の中でも光る。これは、敵に自分の位置を知らせることになりそうだ。ＭＯＢはＡＩ操作だからいいが、プレイヤーなんかにはすぐに見つかりそうだな。

　あれ？　なんか闇やみ夜よに紛まぎれる弓使いって暗殺者アサシンスタイル突つき進すすんでいるような気がする。

　俺は生産職だし、正面から戦っても勝てないなら不意打ち戦法でもいいかもしれない。

　夜も更ふけてきたし、続きは明日ということにしてその日は寝ねる。




　翌朝、さっそく第一の町の南地区へ土地を借りるために来たが、その前に軍資金を用意しなければいけない。

　今日は、ポーション×30、丸薬×15、それと試しに解毒ポーション×５を用意してみた。まあ、ポーションだけでも買ってもらえれば、御おんの字じってところだ。

　今日も妙みように周りの視線を感じるがエンチャントで早足で抜ぬけて、昨日マギさんの居た場所に向かう。同じ場所で露店を開いているマギさんを見つけた俺は、声を掛ける。

「マギさん、こんにちは」

「ユンくん！　昨日、ポーション売ってくれてありがとう！」

　開口一番に、両手を摑つかまれて大きく上下に振ふるほど感謝された。それにしても女性に手を握にぎられて、少しびっくりすると同時にちょっと恥はずかしい。一しきり、手を握って落ち着いたところで離れたが、一体どうしたのか？

「ユンくんの売ってくれたポーション。適正価格で売ったら最前線の人が来て、一いつ緒しよに私の武器やアクセサリーも買ってくれたの。昨日は、駄だ目めかな～と思ったんだけど」

「ああ、そういうことなのか。じゃあ、今日も買い取ってくれますか？　用意しましたから」

「うんうん。お姉さん的には、武器やアクセサリーの店だけど、万能感が欲しいから露店で一緒に売っちゃうよ」

「じゃあ、お願いします」

　トレード画面に載のせていく。用意したポーション、丸薬、解毒ポーションを見せると、マギさんが嬉うれしそうな、驚おどろいたような表情を見せる。

「わぁー。これだけまとまったアイテムありがとう。それに丸薬って、今この町で買える一番良い回復薬だよ。それに回復量も少し多い。解毒ポーションもβ版では【調合】や【合成】センスを持ってる人がいたけど、正式版の噂うわさではその方面進む人いないから状態異常回復ポーションが不足してるんだ」

「そうなのか。じゃあ、ラッキーってことで」

「うんうん、じゃあ、ポーション35Ｇ、丸薬70Ｇ、解毒ポーションは70Ｇの、２４５０Ｇね」

「ちょ、ちょっと。昨日よりポーションの値段が上がってるって。30Ｇだったし」

「昨日は六割買い取りだったけど、今日は七割買い取りにしたんだ。ほらほら、これって売れば私のお店の宣伝にもなるし、必ず売れるし、私は適正価格だと思っているわけよ。それに、お金欲ほしいんでしょ？」

　チェシャ猫ねこのように、にしし、と笑うマギさん。反論しそうになるが、実際先立つものがない。これから農場を見て、携けい帯たい炉ろを見て、上位の合成キットを見て、とどう考えてもこれだけでは足りない。

「まあ、ユンくんがそこまで言うなら六割価格で……」

「すみません！　その価格でお願いします！」

「うんうん、素直な反応がお姉さん好感を持てるな。それに可愛かわいい子がわたわたと慌あわてふためく姿も面おも白しろかったよ」

　いや、俺は男です。やっぱり女の子だと思ってるのか。だが、最初に俺の手を握ってきたのは、俺の恥ずかしがる姿を見たいためか？　いや、そんなことはないだろう。

　にこにこと楽しそうな笑みを浮うかべるマギさんに、そんな疑念も消え去る。

「じゃあ、トレードお願いします」

「はいはい。じゃ、お金ね。またセンス上げでできたアイテム買い取るよ」

「その時はお願いします。あっ、そうだ。忘れるところだった。このアイテム見てもらえますか？」

　俺は、トレード画面に昨日作った上質な鉄鉱石と宝石の原石を載せる。

　それを確認したマギさんの表情が一いつ瞬しゆんにして険しくなり、声を潜ひそめて話す。

「……ユンくん。これどこで手に入れたの？」

「どこって、普ふ通つうの西の林の中で」

「いや、宝石は、丁てい寧ねいに研けん磨ますれば、このサイズになるから持っているといいよ。もっとセンスを上げれば、破損率も下がるし、中サイズだって成功するから問題ないよ」

　おっ、いいこと聞けた。その内、宝石の研磨も【スキル】でどんどん処理できるようになるってことだ。

「問題は、この鉄鉱石。上質な鉄鉱石は、西で採取するならもっと奥。第三の町──通つう称しよう、鉱山の町──の近くの鉱山まで進まないと。それにその採取は、手前の採石場の敵であるサンドマンのレアドロップか、その上位ＭＯＢのゴーレムの通常ドロップ品でだよ。一人で倒したなんて冗じよう談だんは言わないでよね。サンドマンは、東のビッグボアと同等なんだから」

　いや、ビッグボアとか知らないから。

「いやいや、違ちがいますよ。【錬金】による【上位変換】ですよ」

「……なるほどね。【錬金】で作ったんなら納なつ得とくね」

　あっ、納得されちゃうんだ。

「で、どうする。ユンくんが使わないなら私が買い取るよ。上質な鉄鉱石とただの鉄鉱石って全く別種のアイテムだし、二つだけだと鉱石ってインゴットに出来ないのよね」

「えっ、マジで」

「うん、五つで一つのインゴットが出来て、武器は、剣けんなら三つ、大剣や両手剣なら五つはインゴット使うのよね」

「ってことは俺の場合、錬金で鉱石十個を消費して、上質な鉱石一個だから、鉄鉱石五十個でやっとインゴット一つ分ってことか。また面めん倒どうだな。でも上質な鉄鉱石って価値高いんですか？」

「いや、全然。ただ、同じ鉄製の武器だと、上質の方が能力面に若じやつ干かんのプラス補正が掛かるだけ。鉄鉱石買かい占しめて作るほどの価値はないし、やったら大赤字だね。第一、インゴット一つあっても私の場合、アクセサリーにするくらいしかないね。あと、アクセサリーで指輪ならインゴット一つ、腕うで輪わなら二つ必要だから」

「そうですか。じゃあ、買い取ってください。あと、また作ったら持ってきますよ」

「うん、市場に出回るまではそうしてほしいな。私は、上質装備でウハウハするから」

　トレード画面を確認し、上質な鉄鉱石を選せん択たくする。そして、トレードされるお金は、４００Ｇって、ええっ!?

「マギさん、本気ですか!?」

「いやー、鉄鉱石って一個１００Ｇなんだよ。それの上位だから２００Ｇ。ＮＰＣ価格で売ると半値だけど、今はあまり出回ってないからこれくらいが妥だ当とうかな？　後は、これから市場に出回るまでの契けい約やく料込みってことで」

「分かりましたよ。マギさんって何気にお金を持っているでしょ」

「うーん。βベータで荒あら稼かせぎしたから、もうじき店てん舗ぽくらい買えるかな」

　羨うらやましくなんかない、羨ましくなんかない、とぶつぶつ呟つぶやく。

「まあまあ。儲もうかったんだしいいじゃん」

「……はい」

　何とも釈しやく然ぜんとしないが、お金が増えたのは良かった。今の手持ちは３４３０Ｇだ。だが、俺は甘く見ていた。農場の最低価格を。




「畑を買うのかい？　一番安いので３０００Ｇだよ」

「えっ？」

　麦むぎわら帽ぼうを被かぶった男がそう言いました。もちろんＮＰＣで、畑の説明や育て方を教えてくれる人らしい。

「今は、殆ほとんど買い手がないが、その内、地価が上がるだろう。今のうちに買っておいた方が得だぞ」

　いや、ゲーム内でそんなリアルなこと言われても困る。しかし、南地区の畑は、野球場が三つ程度に開かれているが、殆ど人がいない。

「分かりました。最低のお願いします」

　インベントリの３０００Ｇが消えた。ああ、俺のお金。

「ほら、土地の権利書だ。そこに書かれた場所がお前の畑だ。それと、畑を耕すには、スコップや鍬くわとかの道具も必要になる。これは別で３００Ｇだ」

　──ふ、ふざけんなぁぁぁぁぁっ！

　俺の残り所持金ギリギリじゃねえか！　でも、道具がないと薬草の種子を植えられない。

　ぎりぎりと歯ぎしりするほどに、苦く悩のうして。

「毎度あり」

　結局、買いました。先行投資だと思おう。そうだ、先行投資。調合すれば、２０００Ｇ強稼かせげたんだ。すぐに取とり戻もどせる。そう思わないとやってられなかった。




　　　　●




　早速、購こう入にゆうした畑に行ったが、なにこの重労働、もう嫌いやだ。

　ガチガチに踏ふみ固かためられた土をスコップで掘ほり起おこし、鍬で耕しました。

　ゲームの中でかなりの重労働だ。こんちきしょー。

「はぁ、はぁ。もう、なんだよこれ」

　エンチャントで速度上じよう昇しようを掛かけると、スコップで掘る時の速度が上がる。小さい土地とは言うが、種子を植えられる状態にするまでに心が折れそうになる。

　そして何より、ただ種子を蒔まくだけでは、アイテムは上質化しないそうだ。

　ＮＰＣ曰いわく、土に色々な物を混ぜればいい、とのこと。つまり、腐ふ葉よう土どとか、野草とか、骨や骨粉とか。つまり、肥料を混ぜろってことだよな。

　もう、森で採取しまくったふわっふわの腐葉土を混ぜたり、野草を藁わらのように敷しき詰つめたり、骨や骨粉を土に混ぜたりする下準備に、かなりの時間が掛かった。

　そして、センスステータスの成長に気付いた。



　所持ＳＰ３

【弓Ｌｖ９】【鷹たかの目Ｌｖ16】【魔ま法ほう才能Ｌｖ11】【魔ま力りよくＬｖ14】【錬金Ｌｖ５】【付加Ｌｖ13】

【合成Ｌｖ８】【調合Ｌｖ８】【細工Ｌｖ５】【生産の心得Ｌｖ６】

　控ひかえ

【調教Ｌｖ１】








　森を出る前に一度レベルを確認したんだが、【調合】に関する行動をした覚えはない。だが上昇している、ということは、この畑仕事をしたからなのだろう。

　なんか、骨とか腐葉土を混ぜて土の中で肥料にした、と解かい釈しやくできるんだろうか。それだったら成長も頷うなずける。そして【レシピ】に追加されておりました、肥料が。つまり、手作業で作った扱あつかいなのだ。うーん。何とも釈然としない。生産キットが無くてもできることに。

　だが、まあいい。

　後は、種子を蒔いて、終しゆう了りようだ。３０００Ｇ払はらって手に入れた土地で植えられる場所は、二十か所まで。薬草は、一日周期で収しゆう穫かくできるらしい。ファンタジーだな。

「うーん。終わった。おっ、通信だ」

　ぽーんと響ひびく音に、フレンド登録した人の名前は──タクだった。

「どうした？」

『いや、暇ひまか？　暇なら狩かりしようぜ。パーティーで』

「いいけど、どこでだ？」

『東のビッグボア狩りに行くんだ。ユンは、レベル上げに気き兼がねなく来てくれ』

「いや、来ること前提かよ」

『いいじゃん。まぁ、ぶっちゃけ、ポーション足りずに足止め状態』

「分かった。じゃあ東門の前で待ち合わせな」

『了りよう解かい』

　うーん、ビッグボア狩りか。ってことは西の鉱山地帯にいるサンドマンレベルのなのか。ちょっと興味あるな。俺は、さくっと装備の確認をした。強度を上げた弓矢は、約三百本を持っているために戦せん闘とう中の矢切れはないだろう。

　ただ石の矢と木の矢だけだと心こころ許もとない。今度鉄の矢を買い込んで、【錬金】で強化するか。今は金ないけど。

　東門前に辿たどり着ついた俺は、タクを探した。既すでに待っていたタクの装備品は、初日よりも良くなっているようだ。なんか悔くやしい。俺は初期装備なのに。

「よぉ、ユン」

「ああ。本当にいいのか？　俺なんかが一いつ緒しよでも」

　正直、不安たっぷりだ。まあ他ほかのメンバーの男女比は二対二。俺たち二人男だからちょっと偏かたよっているが、問題ないだろう。

　タクのパーティーメンバーに軽く会え釈しやくをすると──

「俺っ娘こキタァァ！」

「うわぁっ、綺き麗れいな子ですね」

「でも弓持ちじゃないか。大だい丈じよう夫ぶか？　それに初期装備だぞ」

「いいじゃん。ゲームなんだし、楽しめば」

　あー、うん。俺も気にしてるんですよ。初期装備で弓持ちって。あと、俺っ娘とか綺麗な子とか、俺男だから。

「タクのリアル友達を連れて来るって言ってたけど、外見レベルが高い。しかも勝気系、いやクーデレ。これは勝つる」

「美人さんね」

　それ以上、容姿のこと言わないで！　お願いだから。軽装の男と、金きん髪ぱつウェーブで白を基調としたローブと杖つえの聖職者っぽいの、二人が言ってくる。

「えっと、こいつは、ユンだ。見ての通り弓使いだが、多少は役立つだろ。役立たなくても、今回の戦闘でセンス変える時の参考にはなるだろう」

「おい、端はなから役立たず、って決めるな。俺は生産職だ。戦う畑が違うって」

　周囲が、えっ!?　って表情している。そうだよな。そうだと思う。弓持ちの生産職。更さらに、初期装備とかアホだろって思うよ。でも事実金欠で何もできないから。

「それなら役には立つかもな。ちなみに何を作っている？」
















　弓とか初期装備のところに反応した男だ。なんか見た目無骨だけどカッコいいんだよ。渋しぶカッコいいし、鎧よろいがなんか灰色とか鉛なまり色いろで歴戦の戦士っぽいな。カッコいいけどムカつく。

「一応、ポーション」

　インベントリから自身の作ったポーションを一つ取り出して見せる。それを見た彼は、質問を重ねる。

「それは初心者か？」

「いや、一個上の通常の」

「なら、回復役にはなるな」

「あー、金欠で売っちゃった。これ以外は、全部」

「なっ!?」

　タクは、腹抱かかえて笑うし。さっきから俺が女と誤解されているところで笑い堪こらえていただろ。こいつ、後でしばく。

「お前は馬ば鹿かか!?　なんでポーションを全部売る!?」

「いや、初心者のポーションや丸薬で用足りるから」

「アホか!?　取得ＳＰの合計が10を超こえると、初心者ポーションの効果が減るんだぞ！」

「へー。ってことは、全部のセンスのレベルが10を超えるかそれくらいなんだ。俺はまだまだ余よ裕ゆうだな」

　なんか鉛色の戦士さんは、頭抱えている。言葉には一いつ切さい悪意がなく、親切心からの言葉なのだろうが、無骨でデカい図ずう体たいの持ち主から言われると威い圧あつ感かんがある。隣となりの緑色の三角帽ぼう子しに丸メガネの魔法職の女性が宥なだめている。なんか魔ま女じよっぽい。

　それにしても最前線の人がポーションを必要とするのは、そういう理由か。

「じゃあ、説明するな。軽装格かく闘とう家かがガンツ、隣の回復役のミニッツ。鎧男がケイ。んで、魔女っ娘マミさん。そして俺は、剣けん士しのタクだ」

　タクが一通り紹しよう介かいすると、全員よろしくと気持ちいい挨あい拶さつを送ってくれたために、軽くよろしくと返して、自己紹介する。

「俺は、ユン。見ての通り、初期装備の金欠弓使いだ」

　自己紹介でそれはどうかと思うが、事実そうだ。噓うそを言ったり、虚きよ栄えいを張るよりはマシだと思った。

　それから俺たちは、平原を抜ぬけてビッグボアの居る位置まで移動する。弓使いの俺は、道中での戦いで矢を無む駄だ使づかいするな。ということで戦闘には参加させてもらえなかったが、代わりにみんなの見ていない場所で、【鷹の目】を鍛きたえたり、エンチャントしたり、採取ポイントでアイテムを回収。

　解毒草や解げ痺ひ草そうの基本的なアイテムが採取出来て、【レシピ】の解毒ポーションも更こう新しんされた。新しい作り方は、解毒草とポーションの組み合わせ。

　つまり──アイテムの作り方は、一つではない。

　段階を経へて作るやり方や、数通りの作り方があるようだ。殆ほとんどのプレイヤーは、ＮＰＣから買えるからって殆ど採取しないらしい。そして石ころはなんと、銅鉱石と錫すず。これってインゴットにして合成すれば青銅ブロンズのインゴットになるかも。ちょっとマギさんに相談してみよう。

　後は、木の枝って木のあるところならどこでも採れるようだ。それに、鳥型ＭＯＢから鳥の羽根が容易に手に入る。

　これの使い道って【裁さい縫ほう】センスで羽毛にして、ベッドや寝ね袋ぶくろなど休きゆう憩けい時の回復量増加アイテムにするらしい。みんな二に束そく三さん文もんで売るらしいが、俺は、弓矢の素材で必要だから有あり難がたいんだが。

　道中、俺はアイテム採取でほくほく顔。ただ、なんだかガンツやミニッツの視線が痛い。

「な、なにかな？　ガンツにミニッツ？」

「いや、本当にタクの知り合いかな？　と思ってさ。だって、プレイヤースキルの高い廃はいゲーマーの幼おさな馴な染じみがこんな可愛かわいい子なんて……どこのリア充じゆうだ」

「それに、姉妹も居るのよね。つまり、駄だ目め人間のタクくんに連れられてやってくるしっかり者の幼馴染みって。どこのラブコメよ！」

　いや、知らんがな。と言うか、俺は男だ。

「俺だったら惚ほれてるよ。ユンちゃん」

「男は、ノーサンキューだ」

「私も可愛い子は好きだよ」

「そういう好かれ方も好きじゃない！」

　ミニッツに背後を取られ、肩かたに手をのせられる。こんなモテ方は、男としては不本意だ。

　周囲に助けてと視線で救きゆう援えんを求めると、ケイって男は、苦々しげな雰ふん囲い気きを放ち、マミさんに宥なだめられる。おいタク。お前がリーダーなんだからまとめろよ、と視線を向けるが苦笑い。

「ねぇねぇ。タクくんとはどういう関係？　ホントのところ、リアルだとどんな関係？」

「ミニッツ。ゲームでリアルのことを聞くのはマナー違い反はんだろ」

　鉛色の戦士であるケイが、タクの代わりにストッパーとして入る。

　タクは肩を軽く竦すくめてやっと動く。

「じゃあ、この辺で迎むかえ撃うつか。あんまり遊んでいるから、罰ばつで足の速いガンツがビッグボアを釣つってきてくれる？」

「いやいや無理だって。ビッグボア足速いだろ。魔ま法ほう任せで遠えん距きよ離りからドカンとやろうぜ」

　満足したのか、そういう切り出し方でガンツとミニッツが離はなれる。

「いいですけど、私、紙装そう甲こうで当たりどころ悪いと、即そく死しだってあり得ますよ。それに魔法って連続使用できないから巻き込まれたら」

　そう言って、少し不安そうに自分の意見を述べるマミさん。

　あーどうするか？　って、おい考えてなかったのかよ。

「なあ、引き寄せるのって一いち撃げき入れればいいんだよな」

「そうだな。まあ、直接一撃入れればいいし……」

「この位置からでも一撃入れればいいんならやるぞ」

　タクが何？　と訳が分からないような感じだった。久々にタクを驚おどろかせることができそうだ。

「まぁ、見てろって。《付加エンチヤント》──アタック」

　プレイヤーへのエンチャント。【付加】のレベルが10を超えた辺りから、スキルの効果と持続時間をはじめ、次の詠えい唱しようまでの待機時間デイレイ・タイムが短くなった。

　自身の攻こう撃げき力を高めてから、弓を引く。距離は、目測で20メートル。

　射程は、自分の攻撃力にも依い存ぞんする節があるようで、エンチャントの成長は、そのまま射程範はん囲いの増大に繫つながる。

　複雑な計算がなされる射程距離だが、成長した弓と【アーツ】、そしてエンチャントを使えば、十分届く範囲だ。

【鷹たかの目】で狙ねらいを定さだめ、ギリギリと弓の弦つるが引かれる音を聞きながら、放す。

　風を切って走る矢。【鷹の目】で当たる瞬しゆん間かんを確認するよりも早く、次の矢を番つがえる。二射目を放つ時には、一射目が当たったことが確認できた。

「当たった。来るぞ！」

　俺は、二射目を放ったが、今度は外した。

　二度《遠距離射しや撃げき》を使ったためにＭＰの残りが少ない。通常の射程に戻もどるまでにできる事は、エンチャント一回分だった。

「《付加エンチヤント》──ディフェンス」

　タクに防ぼう御ぎよのエンチャントを施ほどこし、迎げい撃げきする。

　魔法職の火力は圧あつ倒とう的てきだし、剣士二人と格闘家一人の連れん携けいが凄すごかった。

　襲おそってくるビッグボアの真正面に立ち、一歩も引くことなく迎え撃つケイ。タクとガンツは、それぞれ遊ゆう撃げき。時には、回復の機会を作り出すために、ビッグボアの注意を引き付け、ダメージ覚かく悟ごの強ごう引いんな攻撃でターゲットを変へん更こうさせる。互たがいの名前や簡単な単語を口に出すだけで次の連携の動きを作り出せる三人。

　それでもビッグボアの攻撃は、一撃で前衛のＨＰを三割削けずる。ただタクは、二割に留とどまっている。あっ、そうか。タクは、鎧持ち。そしてエンチャントは、本人のステータスを基準とした増加だ。つまり、エンチャントは、ステータスが高いほど効果が高くなる。

　うん、良い発見になった。

　俺も矢を射ながら、ＭＰが回復したら、防御エンチャントを掛かける。ミニッツとマミさんのＭＰがギリギリ切れるところでやっとビッグボアを倒たおした。結構時間が掛かったし、強い。サンドマンもこの強さなのか。辛つらいな。

　戦せん闘とうが終わった後、全員レベルチェックだ。心なしか嬉うれしそうだ。俺は、おっ!?　【弓】と【魔法才能】に【魔ま力りよく】、それに【付加】が上がった。やっぱり強い敵と戦うと経験値の補正が掛かるのか。

「いや、まさかここまであっさりビッグボアを倒せるとは思わなかった。アイテム買ってきて無む駄だだったかもな」

「あっさり!?　あんだけ苦労して、後ろから見ているだけでも冷や冷やする戦いだったのに？」

「ユン。お前、パーティーで強敵に挑いどんだことないだろ？」

　最初の姉妹のチュートリアルだけで、一人で細々と弱い敵をズドンだったからな。

「普ふ通つう、取得ＳＰが10未満のプレイヤーを含ふくむパーティーがビッグボアと戦う場合、ポーションやＭＰポーションがないとキツいぞ」

　そう言われても、知らないものは知らない。

「なぁ、ユンだったか。一つ聞いていいか？」

「なんだ？　ケイ」

「何な故ぜ、お前は、【付加】のセンスを取った。使えないと言われていただろう」

「うーん。なんとなくだな。キャラの初期方針でサポートできる万能キャラ目指したんだが、いい感じでゴミ扱あつかいだし、だから生産職に乗のり換かえただけ。【付加】を持ってるのは、気き紛まぐれだ。最初は、これも取り替えるつもりだったんだから」

「そうか、もう一つ。どうして俺たち前衛に、防御エンチャントを掛けた。攻撃エンチャントでも良かっただろ」

「……うん？　今回の目的ってレベル上げだろ？　【鎧よろい】センスとか、ガンツの【皮鎧】って、攻撃を受けなきゃレベルが上がらないだろ。だからだよ」

「そうか。その……【付加】に助けられたんだな。今回は、ありがとう」

　なんか、背中がぞわわっと粟あわ立だつ感じがした。男がデレるのって悪お寒かんが。

「でも実際そうなんだよね。防御エンチャントでダメージの軽減や、弓で遠距離から引き付けてくれなかったら、私たち後衛のＭＰが切れて危なかったもの」

「そう言ってもらえたら助かるかな？」

　なんか、女性たちに褒ほめられると照れくさい。だが直後に、にやりと笑みを浮うかべるミニッツ。

「でも、何で最初に【付加】したのがタクくんなのかな？」

「はぁ？　何でそんなことを……」

「ふふっ、気になる男の子は、支えたいってこと？」

「違ちがうって、ただ自然と目に付いたからであって……」

「自然と目に付く存在がタクくんだったと……」

「だから、違うって！　タクとは、腐くされ縁えんの幼馴染みだし……。そもそも俺は──」

　男だ。と言おうとしたが、からかって悪かったよ、と俺の反応を軽く流すミニッツ。真ま面じ目めに対応して興奮したのか、顔が少し熱く感じる。

　ミニッツは、今度はタクの方をからかいに向かうが、良いようにあしらわれている。その後ろ姿を俺は恨うらめしそうに睨み、他ほかのメンバーはそれをこっそりと見て微笑ほほえみを浮かべている。これじゃあ、まるで俺がタクを取られて拗すねているみたいじゃないか。ああ、考えるの止やめようと、軽く頭を振ふって気持ちをリセットする。

「さぁ、休憩ついでに反省会とインベントリの確認しよう。そうしたら、また三匹びきほどビッグボアを狩かって帰ろう」

　音頭を取るタクの指示に従い、俺もインベントリで取得アイテムを見る。うん……パーティーで狩ったからアイテムが少ないが。何、この大おお猪いのししの肉ってどうやって使うの？

　使い道は、保留にして、その後、大猪の毛皮や大猪の牙きばといったアイテムを取得した。

　タクたちと狩りをした結果、レベルが上がる上がる。経験値は、強い敵の方が実りも良い。だからハイリスク・ハイリターンをとるんだな、と思う。

　まあ、俺は攻こう略りやく組じゃないし、まったりでいいかな、と思っている。

　俺のセンスって半分が戦闘、半分が生産だから、戦闘だけじゃバランスよくレベルが上がらない。マギさんの言っていた戦闘と生産の両立が難しい、とはこういうことなのか。

「うーん」

「どうしたの？　ユンちゃん」

「ユンちゃん!?」

　ミニッツが俺に後ろから抱だきついてくる。うわっ、女の人って柔やわらかい。ってそうじゃなくて、俺は男だ。ちゃん付けってやめてほしい。

「くっつかないでくれよ」

「やだよ。こんな可愛かわいいのに……」

　すぐには離れそうにないが、女の子相手に暴れる訳にもいかない。それに、それ程濃こい密着をしていないので少し我が慢まんすると、耳元で囁ささやかれ、背筋がゾクっとする。

（ユンちゃん。さっきは、からかうようなこと言ってごめんね）

（ミニッツ？）

（別に、タクくんを取る気はないから）

　いや、何か盛大な勘かん違ちがいとか色々混じっている気がするが、首を回めぐらすと良い笑みを浮かべるミニッツが至近に見える。

「だから俺は、男だ。だからそういう考えは止めてくれ」

「えー、噓うそだよ。こんなに可愛い子が男の子な訳がない！　って言うか、男装の麗れい人じんキャラ？　うーん。服装をパリッとさせた方がいいんじゃないかな？」

「だーかーらー、タク！　お前が証明してくれよ！」

「くくくっ、照れるなよ。ユンは、リアルでも似たようなもんだろ」

「おおっ！　リアル俺っ娘こ発言キタァァ！」

「タクてめぇぇ！」

　抱きつかれて無理に剝はがせない俺を見て、けらけら笑う目の前の男。くそっ。

「でも弓使いって、弱いとか不ふ遇ぐうって色々言われているけど、全然そんな感じしないじゃん。それに【付加】も不遇センスだけど、ポーションを作れるってことは【調合】とか【合成】を持ってるんでしょう？　そんなに不遇な扱い受けるほど酷ひどい訳じゃないと思うな」

「あー、言われてみればそうね。どうして弱いとかって言われたのかしら？」

　女性陣じんは首を傾かしげる。そんなの俺も知らないけど。まあ、面おも白しろいからいいんじゃないの？

　それに対して男性陣、何とも微び妙みような表情をしている。

「あーそれな。βベータ版の頃ころの町襲しゆう撃げきイベントが原因なんだ」

　徐おもむろに語り出すケイ。

　端たん的てきに語ると──防衛戦イベントで、遠距離の魔ま法ほう使つかいと弓使いの混成部隊で数を減らして、前衛で残存勢力掃そう討とうというのが作戦の概がい要ようだった。当の弓使いたちが、慌あわてて町で矢の補ほ充じゆうをした結果、町の矢の在庫が無くなり、弓使いの全体の数から見て、十分な数を揃そろえられずに防衛戦が始まる。不測の状態で戦場に駆かり出された弓使いたちは、途中で矢が無くなり、木で偶くの坊ぼうとなった。

　イベントは辛しん勝しように終わったが、弓使いたちは多くのプレイヤーから反感を買う結果となった、とのこと。

「いやー、あの時は本当に焦あせったな。俺ら前衛も、死に戻りでステータスダウンの中でも戦場に殴なぐり込まなきゃいけないほどに切せつ迫ぱくしてましたからね。タクさん」

「そーだな。あの時、活かつ躍やくしたβ版の英えい雄ゆうが【白銀の聖せい騎き士し】とか【水静の魔ま女じよ】なんて呼ばれ方されていましたね。ガンツさん」

　何な故ぜか、遠い目。そんな死んだ魚のような目をするなって。

「それに、おかしいのはもう一つ──【付加】だ。どうしてそういう風に使える？」

「「「えっ？」」」

　いや、エンチャントって普通に仲間に掛けられるよね。そう言えば、仲間に掛けるのは、これが初めてかもしれない。それに女性陣、何であなたたちも驚おどろいているのですか？

「もしかして、仲間に掛けられなかった？」

「いや、【付加】センスのネックは、その範囲にあるんだよ。おおよそ２メートル。それを育てた人の話だと、育てても変わらずで、早々に諦あきらめて変えたそうだ」

　つまり、射程の短さ？　確かに、２メートルって言えば、初期の弓矢の範はん囲いだ。そんなに近きん距きよ離りじゃあ、前衛にエンチャント出来ないし、掛けるために前に出ていけば、攻こう撃げきに巻き込まれる。エンチャントは魔ま法ほう職を想定して作られたので、防ぼう御ぎよ力は段ボール並み。

「だから、おかしいんだよ。戦闘中にあんなに安全にエンチャントを掛けられることが──何か心当たりはないか？」

「いや、普通に、誰だれに掛けるか見てやるし……」

　その言葉に唯ゆい一いつ、俺の初期センスの全てを知るタクが反応する。

「ユン。まだ【鷹たかの目】を育てているのか？」

「ん？　あれ、便利だぞ。遠視能力に加えて暗視能力まで含まれている。夜の狩りに最適だし、夜は常時発動でどんどんレベル上げしているんだ」

「お前、ちょっと俺を見てエンチャント掛けてみろ」

　５メートルほど離はなれてタクが言ってくる。

「なんか良くわからんが、《付加エンチヤント》──ディフェンス」

　仄ほのかな青い光に包まれるタク。一分弱の間を経へて、エンチャント効果が消え失せる。

「次は、右を向いて、俺に掛けろ。俺を絶対に視界に入れるなよ」

「分かった分かった。《付加エンチヤント》──ディフェンス……ってあれ？」

　エンチャントができない。それを見たタクは、やっぱりか、という風に溜ため息いきを吐はき出す。

　それに気がついた周囲の面々。俺だけが現状を分からずに、エンチャントを自分に掛かけたり、他人に掛けたりしてちゃんと使えることを確認している。

「俺たちは、大きな勘違いをしていたな。【鷹の目】の本質は、遠視でも暗視でもない。ターゲット能力だ」

　俺は聞きなれない単語に首を傾げる。

「つまり、視認した物を対象に選せん択たくする能力か。成長させれば、とんでもない能力だな」

「あはははっ、公式チートまで成長してくれることを願うよ」

「えっ、どういうこと？」

　もう、何が何だか分からなくてちゃんと説明してほしい。

「つまり──ユンは、見た対象に魔法を掛けられるってことだ。それで杖つえと魔法の属性のセンスを習得して魔法職になってみろ。遠えん距きよ離り無む双そうができる……かも、ってことだ」

　やっぱりよく分からないけど、何か無双って聞くとカッコいい気がした。

「ユンはどうする？　このまま魔法職に変えるか？」

「いや、人と同じじゃつまらんし。俺は、生産職兼けん弓使いってこのままのスタイルにする」

「それとこの情報、攻略サイトに上げる？　上げると【鷹の目】と【付加】のコンボで二つのセンスが不遇から脱だつするよ」

「うーん。誰かが俺のマネするのか。ちょっとイヤだな。Only Senseってタイトルなんだから、黙だまって俺だけのスタイルでやらせてくれないかな？　俺の我わが儘ままだけど」

「了りよう解かい、了解。みんなも黙っていることに異論はないか？」

　みんなは賛成してくれた。

　なんか、意外と気の良い奴やつらだし、また何かあれば狩りに出かけたいな。

　一気にフレンドが四人増えた。なんとなく、友達百人できるかな？　なんて言葉が聞こえてきそうだった。

【付加】と【鷹の目】は、単体では役立たないが、組み合わせると役に立つようだ。このまま育て続ければ、今日よりもっとタクやその仲間を支えられるんじゃないか。そう思うと少し嬉うれしくなった。







　三章　水すい晶しよう樹とミュウ







　タクたちと一いつ緒しよにパーティー狩がりの楽しさを覚えた俺は、そのまま他のパーティーとも狩りを──なんてことは全くない。

　悲しいことに、俺には、誰かを誘さそうほどの度胸はないようだ。

　タクやミュウ曰いわく『人との繫つながりの初めは先まず打算から』だそうだ。お兄ちゃん、そんなことを言う妹を持って驚きだよ。

　人とパーティーを組まずに、もはやライフワークのようになりつつある採取に勤いそしむ。

　他プレイヤーたちといえば、ポーション不足に不満を持つプレイヤーが多い中、これを商機と捉えるプレイヤーもいるようだ。

　具体的な金策としては、二人一組で【調合】と【合成】のセンスを取得して、作業を分担してポーションを作る、との事らしい。

　分業化は、大量生産には必要だな、とそれを聞いた時は思った。

　一晩経たって冷静に考えれば、ＮＰＣ在庫の薬草を買って、ポーションにすれば、薬草一つ２Ｇ。二つで４Ｇ。それでポーションを生成すると、マギさん買い取り価格35Ｇになる。

　つまり──濡ぬれ手てで粟あわ。いくら金欠で１３０Ｇしかないからと言っても、流石さすがに薬草程度なら買える。そう思い、急いで向かう真夏の昼下がり。

　朝から行けよ。いや、無理だよ。だって家事を支えるのは俺なんだから。食材の買い足しとか。なんか天気が悪そうだ、ってことで今日は部屋干し。そして夏場の夕立ちの心配があるから、【ＯＳＯ】の設定に地域の気象情報をリンクさせて、ゲーム中にアラームが鳴るように設定するのに時間が掛かった。俺って結構、機械音おん痴ちだったりする。

　半ば拠きよ点てんのような西のセーフティーエリアから町に向かって走っているのだが、考えてみれば、ＳＰセンスポイントがあるので【速度上じよう昇しよう】のセンスを取得して走る。

　現在のセンスも、昨日のビッグボア狩りで戦せん闘とう面が大分成長した。



　所持ＳＰ５

【弓Ｌｖ13】【鷹の目Ｌｖ18】【速度上昇Ｌｖ１】【魔法才能Ｌｖ15】【魔ま力りよくＬｖ18】

【錬金Ｌｖ５】【付加Ｌｖ16】【合成Ｌｖ11】【調合Ｌｖ11】【生産の心得Ｌｖ７】

　控ひかえ

【調教Ｌｖ１】【細工Ｌｖ５】








　早い早い。ミュウやセイ姉ぇも付けてたステータスアップ系のセンス。体感してみて確かに便利、という感想を抱いだく。これは、常時エンチャントを掛けているようなものなのだ。しかも、それに準じた行動をすれば、成長する。

　レベルアップに必要なのは、攻撃ならダメージ回数の累るい積せき、防御なら被ひダメージ回数の累積。速度だったら累積走破距きよ離りらしい。

　成長方法を見ると防具センスと似通ったところもあるように感じる。それに後衛職にとっては、防御力上昇系のセンスは、局地的な不遇センスと言える。そもそも攻撃を受けないことが前提のポジションなのだから。その反面、鎧よろい持ちは、【防御力上昇】と併へい用ようして攻撃を受けて、ダメージ減少とセンスレベルの上昇が見込める。

　うーん。センス構成って結構難しいね。生産職の人のテンプレも見たことあるけど、力仕事の【鍛か冶じ】とかにも【攻撃力上昇】のセンスを持っていたりする。何でも金属を打つ回数が攻撃判定と同じ、とか。

　考え事をしながら走っていると、もう中央広場。ここには、ＮＰＣの店員がいたはずだ。

「すみません。薬草ありますか？」

「すまないね。薬草は売り切れなんだよ。何でも、ポーションを作るとかで」

「……へ？」

　腰こしの低い男がへこへことすまなそうな顔をしている。いやー、最近のゲームってＮＰＣまでリアルだな、って違ちがう！

「どういうことだよ！」

「この前から、ポーションを作るために色々な人が買かい占しめたんだよ。ついでに初心者ポーションも在庫切れ」

　そんな。昨日、二人一組ツーマンセルのポーション作製を予想して、もう転売屋が買い占めたのか。しかも、広場の反対側に並ぶ露ろ店てんの各所では、薬草、という単語が聞こえた。

　ＮＰＣの店員から離れて、俺はその露店の方に向かう。

「薬草一つ５Ｇだよ。初心者ポーション20Ｇ！」

　なっ！　そんなの、薬草ってただの素材アイテムだろ！　それが本来の初心者ポーションと同じ値段だし、初心者ポーションに関しては、合成すると40Ｇの出費だ。

　こんなの売って儲もうけられるのは、露店持ちのぼったくりだけだろ。

　それでも嬉き々きとして薬草や初心者ポーションを買っていく人たち。なんでお前らそんな嬉しそうなんだよ。理り不ふ尽じんだろ。そんな光景が所々で見られた。

　なんとなく、嫌いやな気分になった。早くマギさんの所に納品に行こう。そして、愚ぐ痴ちろう、とその場を離れる。

　マギさんに事前にチャットを入れていることを確認して、何い時つもの場所に。

「──マギさん。聞いてくださいよ～」

「知っているよ。薬草関連の話でしょ？　いやー、あれはお姉さんも驚おどろきだよ」

　情けない声を上げる俺を気安く迎むかえるマギさん。

「あんなのぼったくりだ。俺みたいな金欠に対する宣戦布告か!?」

「そんなに怒おこらない怒らない。可愛かわいい顔が台無しだよ」

　俺は、かなり不満だった。それを見ているマギさんには、可愛い女の子がぷりぷり怒っているようにしか見えないようで、微笑ほほえましい、といった表情だった。

　そうして、俺が不満を呟つぶやいている間に納品終しゆう了りよう。

　マギさんに納めたアイテムは、七割価格でポーション×30、丸薬×15の２１００Ｇ。うーん。生産キットを買い揃そろえるにも、少し足りないな。

「うーん。お金欲ほしい」

「じゃあ、さっきのポーションを自分で売ってみる？　今ならさっきの三倍でも売れるよ」

　確かにそうだ。そうなれば約６０００Ｇ。乾かん燥そう工程を加えた自作のポーションは、効果が僅わずかに高い。それだけで売れる自信はあるが……。

「やめとく。そんなことすると転売屋と同じになるから。その代わり、今まで集めたアイテムとか見てくれませんか？　その中で売れそうなアイテムとかあるかもしれないし」

「やっぱり欲ないね。素材アイテムの買い取りね」

　マギさんに苦笑されながら、トレード画面に使わないアイテムを載のせていく。

　蝙こう蝠もりからのドロップの皮ひ膜まく、野犬ドロップの毛皮、牙きば。それに草そう食しよく獣じゆうからの毛皮と、ついでに【錬金】で作った大きな毛皮。結構、使わない素材は有り余っているんだよね。

「うーん。どれも普ふ通つうだよね。二に束そく三さん文もんってところかな？　でも一つ聞いてもいい？　大きな毛皮ってアレで作った？」

　なんか、マギさんが大きな毛皮を見てにやりと笑っている。

「はい。まぁ、秘密にしてほしいかな」

「いいよいいよ。そっか。じゃあ、他ほかのアイテムもアレ使って、これと同じように作ってよ。そうしたら色付けて買い取るから」

「でもどうしてこれだけ？」

「あー、身内話でもいいかな？　毛皮とか皮膜って、【裁さい縫ほう】で皮鎧やコート作りに使うんだよ。まぁ、ゲーム初期でこの周辺のＭＯＢだと、毛皮とかはサイズとしてはちょっと足りないんだよね。インゴットを作る様に、五枚とかを一枚の毛皮にするスキルもあるんだけど、【裁縫】センスで一枚にしても、設定上接ぎ目があって……何でか知らないけど、出来上がる素材によって耐たい久きゆう度が微び妙みように低いのよ」

　インゴットと同じように【裁縫】センスも毛皮や皮膜を繫ぎ合わせているのか。

「そういうところから、今は身内の裁さい縫ほう師しは、自分で合成取得しているけど、やっぱり一級品を作りたいじゃない？　だから譲ゆずってくれると嬉しいな」

「じゃあ、他の余っている素材で今作りますね」

　人は周囲にはいるが、周りはみんなピカッピカ光ってスキルでポーションを作ってるようだ。まあ、【錬金】がその中に交じっても問題ないはずだし、事実アイテムを取り出さなくても錬金はできる。

「じゃあ、行きますね」

「ほいほい。よろしく」

　ピカッ、と光ってはい終了。俺、この味気なさが嫌きらいだから、何時も取り出して目の前で変化させるんだよな。インベントリに大量にあったアイテムは、綺き麗れいに変へん換かんされた。

　大きな皮膜×３、大きな犬の毛皮×３、大きな毛皮×７、大きな牙×３。

「出来ました」

「おお、やってくれたか。じゃあ、出して出して」

　再び開いたトレード画面。【錬金】したアイテムを載せていく。

「いやー、ありがとうね。それで、いくらにする？」

「いや、俺分かりませんよ。適正価格でお願いしますよ」

「そう言われてもね。ＮＰＣの七割だって、この場合は安いよ。それに、秘密にするってことは、価値が下がらないってこと。どうする？　吹ふっかけてお姉さんから搾さく取しゆする？」

「なんで、そんなに無む駄だにエロいこと言うんですか。七割でいいですよ」

「何度も言うけど、ユンくん欲がないね。まぁ、正直私も価格分からないから、身内に聞いてみるけど、今はこんなもんでいいかな？」

　トレード画面に提示された金額は、２５００Ｇって多い！　ポーションより儲けがある。

「なんか、マギさんと取引すると毎度のことで驚かされますよ」

　主にお金的な意味で。昨日の上質な鉄鉱石といい、今日の変換したアイテムといい。

「私も、驚かされっぱなしだよ。ユンくん、面おも白しろいセンス構成をしているんだもの」

　それは主に、アイテム的な意味でですね。分かりますよ。

「にしても。不ふ遇ぐうセンスの塊かたまりなのに、どうしてこんなに面白いかな？」

「まあ、隙すき間ま産業的なキャラだからな」

「あはははっ、まさに人の思考の隙間を縫ぬうようなプレイ方法だね」

「茶化さないでくださいよ」

　とは言いつつも、懐ふところがほくほくで顔がにやける。これなら４６００Ｇの儲け。やっと携けい帯たい炉ろが買える。普通、【鍛冶】や【細工】のセンス取得者って、８００Ｇで炉を買って、西の林で鉄鉱石採取して、作れるそうだから。俺は、随ずい分ぶん遠回りした。

　ゲーム始めて、ここまで来るのに長かった気がする。

「それじゃあ、トレード完かん了りようっと。何か他にあるかな？」

「あっ、そうだ。昨日、銅鉱石と錫すず鉱石を拾ったんですけど、これってインゴットを合成して青銅ブロンズになりますか？」

「あー。それね。βベータ版で友達誘さそってやったな～」

「どうだったんですか？」

「青銅製ってあんまり性能良くないんだよね。見み栄ばえだけだし、防ぼう御ぎよ力高くないし、まぁ、【細工】センスの練習にはなるよ、銅よりも」

　あー、つまり銅以上、鉄未満か。そして、俺、【細工】センスが低いな。

「ついでに言うと、ＮＰＣからも買えるよ。青銅インゴットを一度でも作ると」

　つまり、一度作ればそれでいいアイテムなんだ。なんか、微妙に悲しいな。あれだけ嬉々として拾ったのに。

「まぁ、練習頑がん張ばって」

「……はい」

　俺の細工街道は、前ぜん途と多難なようだ。マギさんの露店を離はなれて、町のＮＰＣ店てん舗ぽで必要なアイテムを揃えていく。




　お金は、十分ある。携帯炉を買ってもまだ余る。──８００Ｇ

　お金は、十分ある。更に上位の研けん磨まキットを買ってもまだ余る。──１５００Ｇ

　お金は、十分ある。更に上位の合成キットを買ってもまだ余る。──１５００Ｇ

　お金は、十分ある。なので鉄の矢を十セット購こう入にゆう。──３００Ｇ

　その結果、残金──６３０Ｇ。

　それで得たものプライスレス。ってそうじゃない！　散財し過ぎた。また金欠だ。ということで再び生産活動に従事する。

　場所を俺の畑へと移して。

「あー。お金がない。いや、ポーションを安定的に毎日売れば、２０００Ｇにはなる。それに俺には、携帯炉があるんだ！　これでアクセサリーも作れる！　宝石だって原石からちゃんとしたカットが施ほどこせる！　矢だって鉄の矢＋10に出来る！」

　でも──お金がない。がっくり。

　まあ、先まずは畑のチェック。収しゆう穫かく物として、一つの場所から種子一つと上質な薬草が手に入った。つまり、種子をまた蒔まけば、決して減りはしないってことか。そして、薬草の種類は、肥料を入れてあるから、上質化している。

　それが二十個。うーん。【錬金】で下位変換しても四十個。それをポーションにすると二十個か。マギさんの所に納品するには少し足りないし、丸薬や解毒ポーションまで作るだけの薬草が確保できない。

　やっぱりまだ狩かりや採取が中心だな。

　まあ、一日放置でポーション二十個は大きい。単純計算で一日７００Ｇだ。畑の土地代の元を取るだけなら、五日で十分だ。まあ、種子持っている人限定だけどな。

　そして俺は、【錬金】でかさ増しした薬草を乾燥させて、初心者ポーション。それを経へてポーションにする。ただ時間がないので【レシピ】によるショートカット作成。

　手作業でやるよりは効果は劣おとるが、既き製せい品ひん、いや、他のポーション作成者よりも効果が高いと自負する物が出来た。いや、それでも低級のポーションだから五十歩百歩だけどな。

「うーん。これって【錬金】と【調合】、それに【合成】のセンスが同時に上げられるな。今まで【錬金】のレベルが上げ難にくかったけど、ちょっとずつ上がるぞ」

　上位変換だとアイテムの減りが早いが、上位の素材が簡単に手に入れば、下位変換で逆にアイテムを増やせる。いやー、ゴミセンスがどんどん開花するな。ただ未いまだに変換率は変わらない。もしかするとこの先も変わらないのかもしれない。そうなると、何が変わるんだ？

　まあ、時間は押している。続いては携帯炉でインゴットを作らねばいけない。

「マギさんが、銅鉱石はレベルの低い鉱石って言っていたから、銅から始めてみるか」

　銅鉱石×５をインゴット化させる。携帯炉の中に入れて、鎔とけ出た金属を道具の金かな槌づちやペンチでカンコンカンコンと叩たたけば、心ここ地ちの好い音を響ひびかせるのだが。

「腕うでが、なんだよ。これ……」

　マジで金槌が重たい。一定の速度や強さで振ふり下ろさないと、煌こう々こうと赤く光る銅が冷えていき──割れる。割れたインゴットは生産失敗で、アイテムが消しよう滅めつする。

　最初の一本は、インゴットになりさえしなかった。更さらに、二本、三本とやっていくが、全然成功しない。三十個ほど拾ったはずの銅鉱石は、もう、半分を切っている。

「そう言えば、【鍛か冶じ】とか【細工】持ちって【攻こう撃げき力上じよう昇しよう】のセンスも持っているよな。ってことは、攻撃力、ＡＴＫ不足か。【速度上昇】のセンスを取ったばかりだし、行いき詰づまったらセンス取得ってやり方は、なぁ」

　考えなしにセンスを取得すると、後で痛い目を見そうだ。だが、どうしても必要な時は取得するとしても、可能な限り工く夫ふうをして、この問題を乗り越こえたい。

　そう言えば、畑仕事の時、自身にエンチャントして作業したけど、あれって生産行動に分類されるよな。つまり、生産行動中もエンチャントを自分に掛かけられる、って事は……。

　物は試し、と自身に攻撃エンチャントを掛けて槌つちを握にぎる。

「おおっ!?　軽い、軽いぞ」

　あれほど重かった金槌が、思い通りに振ふるえる。しかも、あんまり疲つかれない。金属を打つ音がリズミカルに響く。つまり、攻撃エンチャントは、他のゲームでいう筋力値を上昇させることなのかもしれない。うーん、武器の場合は筋力値ではなく、別に……いや、その辺深く考えない方がいいな。兎とに角かく、【付加】で【攻撃力上昇】の代用ができる。

　うん？　昨日の畑仕事は、速度エンチャントだったな。つまり、行動などの動作スピードは、速度エンチャントが担っているということか。

　インゴット作製は、四回目で成功した。だが俺の中に感動はなく、先ずは疑問の検証だ。

「二重でエンチャントして作業すれば、効率が上がるんじゃないか？」

　センス構成を【速度上昇】、【魔ま法ほう才能】、【魔ま力りよく】、【付加】、【細工】、【生産の心得】とカスタマイズする。

　まず一つ。攻撃エンチャント。次に、速度エンチャント。赤と黄色の光が時折混ざり合い、反発し合いながらも体を覆おおう。うん、二重エンチャントはできるようだ。そして槌を軽く振ってみる。【速度上昇】も相まって、腕を振る速度が心なしか速くなっている気がする。

　そして、そのまま、五回目のインゴット作製。

　エンチャントの効果が切れたら、再度施して、金槌を振るう。早い早い。インゴットが早く出来上がる。赤く光る銅は、力強く振り下ろされる槌とぶつかり、時折火花を散らす。

　途と中ちゆうまで順調だった。だがインゴット作製は、一個に時間が掛かる。集中しすぎて、エンチャントを使い続けたために、途中からＭＰが切れた。後一歩のところで失敗した。

「うーん。魔力をもっと強化すればできるだろうけど。鉄以上のインゴットだとこの方法は無理だな。やっぱり、【攻撃力上昇】のセンスを取るべきか？」

　ＭＰ回復を待ちながら、腕を組んで悩なやむ。そして思い出す。生産職は、一度作ったことのあるものは、スキルからのショートカットができることを。

　つまり、銅インゴットは出来る。あー、さっき五個の銅鉱石、無駄にした。

　ＭＰ消費して【細工】スキルの銅塊インゴツトを実行。なんか、呆あつ気けなく出来た。

　しかし、ＭＰは二割ほど持ってかれた。【調合】や【合成】のスキルがどれほどお手軽か良く分かる。今の【魔力】は、レベル19。それなのにそれだけ持っていかれるのだ。つまり、上位の金属になると相応に消費される。

　インゴット化は、研磨と同じく、失敗の可能性だってある。

　まだ【細工】センスが低いために槌を上う手まく使えないなど色々なことがあるだろう。

　考えても仕方がないと今は割り切り、【細工】センスと【魔力】センスのレベルを集中的に上げることにする。そうすれば、上位の金属にも対応できるかもしれない。

　次は、錫のインゴット化。その次は、いよいよ鉄だ。

　エンチャントの能力を強化しながらの手作業。ゲームなのに、腕が重く感じるし、携帯炉から漏もれる熱が顔を火ほ照てらす。それにも構わずに、槌を無心で振り続ける。

　割れた、出来た、出来た、割れたを繰くり返かえし、いくつかのインゴットが出来た。

　かなりの時間を費やしたが、インゴットもそれなりの数が揃そろえられた。

　鉄インゴットが二つ。後は失敗。銅が二つ、錫が四つ。

【魔法才能】が17、【魔力】センスは20まで成長した。【付加】も二重エンチャントをしたためか19と、成長度合いなら普ふ通つうの魔ま法ほう使つかいと同じくらいだと思う。

　今思えば、最初は使い勝手が良くなかった消費ＭＰだって、初期とあまり変わらないが、【魔力】自体が成長したこともあり、初期ほどの使い勝手の悪さはなくなった。【鷹たかの目】と相まって、短い効果範はん囲いを補うことができた。

　今だってインゴット作製の補助がちゃんとできている。お陰かげで【細工】のレベルが10に上がった。

「ミュウに交換要求されたけど、今のセンス構成って結構気に入っているんだよな」

　ぽつりと呟つぶやいた。ふー、満足だ。結構楽しいな。今度は、念願のアクセサリー作りをしようと心に誓ちかい、ログアウトした。




　　　　●




　待っていたのは、お腹を空すかせ、項うな垂だれていた美み羽うでした。

　ソファーに寄りかかり、虚うつろな目でこちらを見る美羽に慌あわてて夕食を用意した。

「お兄ちゃん、いくらゲームに熱中してたからって、お夕飯を忘れるのはどうかと思うな」

「その、面めん目ぼくないです」

　夕飯の後、お茶を飲みながら向かい合う、俺と美羽。確かに、ゲームに夢中で夕飯の準備を忘れていたのは、悪かった。だが、お前もたまに遅おくれるだろ。

「お兄ちゃんがいないと、お夕飯が出ないんだから」

「いや、そこはたまに兄を気き遣づかって夕飯を作ってくれよ」

「いいの？　食中毒になっても」

「いや、食中毒以前に料理を覚えてくれよ」

「そんな話は聞きたくない！　どうしてこうなったの!?」

「どうして……って言われても。ちょっとまとまったお金が入って、浮うかれてました」

　お茶をずずずっと啜すすりながら、ジト目で睨にらみつけてくる美羽。無言で、もっと詳くわしく話せ、ということだろうか。

「その、知り合った生産職の人に色々と教えてもらったり、俺の作ったアイテムを買い取ってもらえたんだ。それでそのお金で道具を揃えて、今までできなかった事に集中していたら、こんな時間になった」

「ふ～ん。その生産職の人って男の人、女の人？」

「…………？　女の人だけど」

　その瞬しゆん間かん、美羽の視線が更に冷たくなった気がした。目がより細められ、真正面から見られて居い心ごこ地ちが悪い。なんか最近、兄としての威い厳げんがなくなっている気がする。

「それで今日は、いくら稼かせげたの？」

「ポーションや素材を売って４６００Ｇだぞ」

　ここだけは、ちょっとした自じ慢まんだ。俺もこれだけ稼げるようになったんだ、ということで胸を張る。少し押され気味だった兄の威厳を取とり戻もどすチャンスだと思った。

　だが、美羽の反応は違ちがうものだった。

「たったのそれだけしか稼げないの。トップレベルの生産者は一日でその十倍は稼ぐよ」

「…………」

　お兄ちゃん、もう心が折れそうです。元々戦せん闘とう力５のゴミですよ。俺、生産者だけどトップレベルじゃないもん。どんだけ高い商品売れば、そんなに稼げるんだよ。

「ちなみに、私の現在の所持金は、30万で、お姉ちゃんが20万だったはず」

　ブルジョワめ。なんだよ。それは戦闘力か？　それなら所持金６３０Ｇはゴミ扱あつかいだな。βベータ版の人は、金に物を言わせているのか？　酷ひどい格差を見た。

「今日のお夕飯の件は、明日あした一日私に付き合ってくれたら許してあげる」

「また、荷物持ちなのか？　この暑い真夏のコンクリートジャングルを彷徨さまよい歩くのか？」

「違う！　ゲームでやりたいクエストがあるの！　その制限が女性二人だから、お兄ちゃんと受けようと思ってるの！」

「いや、俺男だぞ」

「ゲームのキャラは女でしょ？　それに、苦手意識を持つ人が多いクエストで、他ほかの女性プレイヤーは引き受けてくれないの」

　だから、お願い。と両手を合わせて可愛かわいらしく頼たのんでくる美羽。確かに、俺のキャラは女性だが、好きでやってるわけじゃない。しかも、そんな忌き避ひされるようなクエストはやりたくないんだけど……。

「だから、明日付き合って！　じゃないと許さないから！」

「お願いの次は、脅おどしか？　分かった。でも初期装備のままで大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええっ、まだ初期装備なの!?」

「安いのでも買おうと思ってる。ＮＰＣ製の武器や防具なら少しお金を貯めれば手が届くから」

「ＮＰＣ製は止やめておいた方が良いよ。ＮＰＣの弓って耐たい久きゆう度低いから。ただ初心者用の武器や防具は、耐久度が元々設定されてないから、絶対に壊こわれないけど」

「えっ、マジで。じゃあ、ずっと使い続けよう」

「ただし、デザインは敢あえてダサイけど」

　ですよね。薄うす々うす感じていましたよ。なんか、周りにまだ初心者がいるけど、マギさんやタクの防具や服って凝こった意い匠しようなんだよな。それが少し羨うらやましい。

「弓はいいけど、服だけは買ってよね。ついでにクエスト終わったら買いに行く？　安くて可愛い服を扱っている生産職の人がいるよ。ただし、性能は低いけど」

「買いません。と言うか、俺は男なんだけど、何で可愛い服を着なきゃいけないんだよ」

「その方が似合うと思って」

　溜ため息いきを吐つきながら、拒きよ否ひする。今は、外見を取り繕つくろうよりも設備や装備の充じゆう実じつが先だ。

「分かった。俺はなんか揃えるものあるか？」

「ないよ。だって数合わせなんだもん」

　ですよねー、はっきりと言われると何気にショックだ。妹がお兄ちゃんの手を離はなれています。残りのお茶を一気に飲み干した美羽は、階段へと駆かけ上がっていくが、先ほどまでの不ふ機き嫌げんは、何ど処こに行ったのかと思うほど軽快な足取りだった。全く、何なんだろうな。




　その日は、そのまま休み、翌朝に、美羽に叩たたき起おこされた。

　時計は朝五時って、早く起きすぎだろ！　と怒おこったが、俺はしぶしぶ朝食を作って、家事に追われた。けど朝五時に起きて悪いことはない。朝の時間帯って結構涼すずしく過ごし易やすい。いつも洗せん濯たく物ものを干す時の刺さすような日差しじゃなくて、みずみずしい透すき通とおった陽光…みたいな。

　いや、そんなことどうでもいいよな。ミュウとのクエストは、午後から受ける予定で、午前はそれぞれ別行動。

　今日もマギさんの所にアイテムを売りに行く。昨日は、狩かりをしていないために、売るアイテムは、ポーションのみ。合計四十個──１４００Ｇの稼ぎ。

　そこで良い話と悪い話が上がった。

　昨日持っていった皮素材や皮ひ膜まく素材。もっと高い価値があるらしいから次の買い取りはもっと高くしてくれるそうだ。

　それは嬉うれしかった。ただ次の悪い話に、俺は顔を顰しかめる。

「あー、逆にポーションの供給過多になりそうなんだ。だからそこかしこで値割れが始まっている」

「それって、俺のポーションも」

「ああ、それは心配ないよ。元々、適正価格以下にはならないし、ユンくんのポーションは効果が高いから、知る人ぞ知る隠かくれた名品になっているから」

「良かった」

「あとね、私もそろそろ店持つことになったんだ。やっとまとまったお金が貯たまったから」

「それは、おめでとうございます」

　素直に祝福する。

「いやー、最低50万が店てん舗ぽ価格だけど、何気に最低じゃなくてどうせ買い直すならこの町で一番大きい店買おうと思ってね。それに初期設備も必要で75万まで我が慢まんしていたのよ。材料費も必要だし。今の手持ちは、１Ｍくらいかな？」

「そう、ですか。お金持ちなんですね」

　Ｍ。つまり、メガやミリオン。百万という単位だ。もうね。ミュウやセイ姉ぇよりも高い。流石さすが、生産職。何気にトッププレイヤーじゃないかな？

「だからね。私のお店に直接ポーション持ってきて。ちゃんと買い取るから」

「ありがとうございます。その時は、伺うかがいます」

　俺は頭を下げる。最初は打算的に、ポーション売れるかな？　とかの出会いだったけど、今では結構いい関係だと思う。

　マギさんは、俺と雑談しながら時折、客に受け答えして、新しくお店を持つことを宣伝している。ふと、マギさんの売る武器の値段を見てみたが、ふらりとするような値段と性能だった。一番安いので２万Ｇ。

「マ、マギさん？　この武器って」

「あー、片手剣けん？　片手間で作ったんだよね。うーん、ちょっとセンスなかったね」

「違いますよ。性能、性能！」





ワイルドブレード【片手剣】

ＡＴＫ＋15　追加効果：クリティカル上じよう昇しよう（極小）






　俺の弓なんて、ＡＴＫ＋２だし、鉄の弓矢なんてＡＴＫ＋３。合計５。大体、初期武器の片手剣も同じくらいだ。ＮＰＣ武器は、最高で６。現状ではゲームがスタートしたばかりで、割と高いレベルの武器だ。だが、問題はそこじゃない。この追加効果なんて見たことない。

「あー、追加効果？　これね。【鍛か冶じ】の上位センスになれば誰だれだって付けられるよ」

「へっ？」

「【鍛冶】をレベル30まで上げると上位センスの【鍛たん鉄てつ】のセンスに成長するんだ。そうなると、武器が追加効果を持つんだよ。凄すごいでしょ？　ちなみに【細工】もレベル30で【彫ちよう金きん】ってセンスに成長できるから頑がん張ばってね」

「あの、教えてもいいんですか？」

「いいのいいの。これはどーせ、攻こう略りやくサイトにもう載のっていることだから。もっと重要なのは、各センスの特性や組み合わせ。型に嵌はまらないやり方。Onlyな才能が求められるゲームなんだから。テンプレ通りの組み合わせではできない。思いもよらない方法は、自分の中に留とどめるものだよ」

　なんか、俺も思い当たる節がある。【鷹たかの目】と【付加】。これも他人は考えないだろう。

【付加】は前衛向けのような魔ま法ほうだし、【鷹の目】は遠視センス。前と後。どう考えても相反するのに、合わさると範はん囲いが広がる。

「そうですね。でも、【細工】が30で派生することが聞けて助かりました。そこまで頑張ってみようと思います」

「うんうん。お姉さん、そうやって頑張る若者見るのは好きだぞ」

　マギさんだって若いじゃないか、と思う。大体、大学生くらいだろうか。

「そろそろお昼だから、私は一度ログアウトして、お昼食べてくるよ」

「あっ、俺も出て昼飯作らないと。妹にどやされる」

「おお、若い娘むすめの手料理か。お姉さんも食べてみたいね」

　なんか、気になるニュアンスを含ふくんでいた気もするが、俺も邪じや魔まにならない場所でログアウトする。

　今日のお昼は、野菜炒いためと味み噌そ汁しる、白飯だ。うん、ちょっぴり健康的に野菜多めだ。朝叩き起こされた腹いせに、美羽の苦手なエリンギも交ぜて……と。

　食べている時、美羽は少し涙なみだ目めになっていたが、俺は美お味いしく頂いた。食後──

「お兄ちゃん、東門で待っているから」

　その一言で部屋に籠こもる妹。いや、せめて食器洗いを終えてから行ってくれよ、と思う。まあ、どうせ大した労力じゃないしいいんだけど。

　俺も程なく、後を追うようにログインする。




　　　　●




　東門の所では、黒山の人だかりが出来上がっていた。そしてその中心は、我が妹だ。

「俺たちと狩り行こうよ。そろそろ、ボスＭＯＢも突とつ破ぱしたいし」

「なあ、俺たちと……」

「私たちと行きませんか？」

　まあ、男女問わず声を掛かけられているわけですよ。妹贔びい屓きかもしれないが、美少女だからな。声くらい掛けられるだろう、と思う。

「待たせた。悪い」

「遅おそい！　行くよ！」

　鎧よろい姿のミュウ。おいおい、タクと同じように鎧や剣が替わっている。それも重厚感があり、白を基調としている。ミュウのキャラクターイメージ通り、聖騎士パラデインに近い感じだ。

「お、おい」

「いいから」

　人ひと垣がきから早く逃にげたいのか、俺の手を引くミュウ。背後の人だかりからは、まだ呼び止める声が聞こえるが、俺も無視した方が良さそうだと判断し、そのままミュウに付き従う。

　大分離れたところで、どうしてこうなったか尋たずねたのだが──

「私一応、そこそこ名の知れたプレイヤーなんだけど、ナンパ紛まがいとか、結構あるの」

「大丈夫なのか、それ」

「それに、この装備や防具だってβ版からの知り合いに頼んだオーダーメイド品なんだけど、口くち利ききしてくれ、とか譲ゆずってくれ、って、もううんざりしちゃう」

「気を付けろよ。変な男に付いて行ったりしたら、駄だ目めだぞ」

「なに？　ユンお姉ちゃんは、私のこと心配してくれてるの？」

　兄が心配しているのに、こうやって茶化すことを言う。今もニヤニヤとこちらの顔を覗のぞき込んでくるので、口を尖とがらせて顔を背そむける。

「ごめんね。心配してくれてありがとうね、ユンお姉ちゃん」

「なあ、ゲームでは女キャラだけど、兄と呼んでくれないか？」

「無理です。それにお姉ちゃんが来るのが遅いからこうなったんだよ！」

「家事を放ほう棄きしろと？　お前も手伝ってくれればいいだろ？　食器拭ふきとか」

　無理だの、ゲームが私を呼んでいるだの、そりゃ感情論でもの言うなよ。はぁ、と溜め息を吐きながら、もうその話題を遮さえぎる。

「それで、俺たちが受けるクエストって何だ？」

「女性限定！　しかも二人一組限定のクエスト【クリス洞どう窟くつの内部調査】だよ」

「いや、知らんって」

「簡単に説明すると、森の中にある洞窟調査なんだ。これと対ついのクエストで男性限定の【ヒュムネ池の環かん境きよう調査】とかあるの」

「へー。クエストっていわゆるＮＰＣ依い頼らいだよな」

「そうそう。でね、そこの狩かり場ばが今の私にはちょうどいいんだよね。βベータ版にもあってお世話になったんだけど、みんな嫌いやがって。所しよ詮せんゲームのＭＯＢなんてリアルじゃないのに」

「えっと、なんか会話に不ふ穏おんな雰ふん囲い気きがあるんだけど……」

「大だい丈じよう夫ぶ。お姉ちゃんは後ろでどっしり構えてれば。百足むかでは私が全部狩るから」

　うへっ、もう帰りたい。そりゃ虫系って女性じゃなくても嫌だろ。

「俺帰る！　そんな百足の居る場所には行きたくないぞ」

「昨日約束したよね！　約束破るの!?」

「それ以前に、ちゃんと話をしない方が悪いだろ！」

「うー、お姉ちゃんとやっとまともな冒ぼう険けんできると思ったのに」

　何だよ。そんな涙目でああっ、もう分かったよ。やればいいんだろ。

「はぁ、分かった。ただし、俺は後方でずっとエンチャントしているだけだからな」

「うん。私の勇ゆう姿しを見て！」

　涙目だったのにもう笑顔。ＶＲゲームって表情豊かだな、とお門かど違ちがいな考えが頭を過よぎる。

「ただし、道中、採取させてくれよ。この辺って銅鉱石や錫すず鉱石が取れるんだ。【細工】センスを上げるのにちょうどいいんだ」

「それって、例の生産職の女の人から聞いた話？」

「まぁ、そうだな」

「ふ～ん。了りよう解かい。ついでに雑ざ魚こＭＯＢも狩ろうよ。こっちには来たことないでしょ？」

　何ど処こか含みのある言い方をするミュウ。まぁ、気にしないでおくか。

　一応来たことはあるが、道中戦わせてもらえなかった。こちらは平原の草そう食しよく獣じゆうとは違ちがい、モンスターっぽいモンスターだ。ゴブリンとか、スライム？　緑色の小人とかぶよぶよ濁にごったゼリーみたいなゲームの定番。ミュウは、片手剣を振ふり回して、それらを一いち撃げきで倒たおしていく。俺も弓で遠えん距きよ離りからちまちまとゴブリンを狙ねらい撃うつ。

　俺の場合、弓の攻こう撃げきは点攻撃で、スライムは弱点である核かくに当たらなければ、ダメージが殆ほとんど入らない。だからスライムは美羽に任せてゴブリン一いつ択たく。攻撃のエンチャント込みの鉄の矢六本で仕留められる。

　流石に、《遠距離射しや撃げき》のアーツでも、六本撃つ間に近づかれてひやひやする場面があった。ビッグボアとの戦いでは、自分の役割は攻撃よりもサポートと引き付け役だったために分からなかったが、遠くの狩かり場ばに行くのだったらもっと装備を充じゆう実じつさせた方が良いことを実感した。

　俺が命の危険にさらされながらも一いつ匹ぴき倒たおすのに対して、美羽は一ひと振ふりで一匹。やっぱり俺はお荷物だ。

　戦せん闘とうが終わったら何を言われるんだろうな、と思いながらも、ミュウが戻もどって来るのを待つ。

「やっと終わった」

「いやー、良い準備運動になったね。お姉ちゃん」

「あれが準備運動か？　俺はガチでやばいと思ったんだが」

「あれくらい余よ裕ゆう余裕。でも驚おどろいたよ。お姉ちゃん、弓の扱あつかい上手になってるんだもん」

「そう言って貰えるとありがたいな」

「そういえば、今のセンスってどんな感じ？」

「あー、こんな感じだな」



　所持ＳＰ８

【弓Ｌｖ16】【鷹の目Ｌｖ20】【速度上じよう昇しようＬｖ４】【魔法才能Ｌｖ19】【魔ま力りよくＬｖ20】

【錬金Ｌｖ７】【付加Ｌｖ19】【合成Ｌｖ13】【細工Ｌｖ10】【生産の心得Ｌｖ９】

　控ひかえ

【調教Ｌｖ１】【調合Ｌｖ13】








　さっきの戦闘でレベルも上がった。【調合】よりレベルの低い【細工】センスを優先するのは、採取した石を鑑かん定ていするためだ。

「へぇー。【速度上昇】を取ったんだ。それに何気に【鷹の目】と【付加】それに【魔力】も高いし。どうやったらそこだけ高くなるの？」

「いや、移動するのにエンチャントとか、何もしてないけどエンチャント掛けてる」

「あー、戦闘職っていざという時に掛ける感じだから成長し辛づらいんだね。でも移動中って」

「これ、使ってみると便利なんだぞ。【攻撃力上昇】のセンスの代用になるし。お前のはどんな感じなんだよ」

「うーん。私のセンスはこんな感じ」



【片手剣けんＬｖ７】【鎧Ｌｖ28】【攻撃力上昇Ｌｖ31】【防ぼう御ぎよ力上昇Ｌｖ27】【気合いＬｖ17】

【魔法才能Ｌｖ24】【魔力Ｌｖ24】【魔力回復Ｌｖ14】【光属性Ｌｖ22】【回復魔法Ｌｖ15】








「レベル高っ！」

「普ふ通つうだよ。一回やったことの繰くり返かえしだから、効率的にできるんだよ。それにセンスは、20を超こえてからは上昇し辛いし、気にしなくていいんじゃない？」

　この短期間で【剣】のセンスを【片手剣】にしたミュウって凄すごすぎるだろ。

「実際、β版の頃ころより上がりがいいんだよね。やっぱり装備とお金の差だよね」

　鼻歌交じりで前を行く。ああ、俺も早くお金貯めてやる、と密ひそかに心に誓ちかう。

「ユンお姉ちゃん、着いたよ。ここがクリス洞窟。さあ、準備はいい？」

　くるりと振り返るミュウ。白はく髪はつを振りまき、満面の笑みを浮うかべる。白銀の鎧姿がパラディン、いや戦いくさ乙女おとめといった雰囲気を醸かもし出す。

　その背後には、魔ま窟くつが真っ暗な口を開いている。ああ、無事に帰れるかな？

「それじゃあ、行こう──《ライト》！」

　ミュウの一言で暗い洞窟が白色の光に照らされる。これも光魔ま法ほうスキルなのか。

　だが、俺には【鷹たかの目】があり、今では光の届かない洞窟の奥深くまではっきり見える。しかし、それが逆にいけない。そう──くっきりと見えてしまうのだ。

　カサカサカサ──

　鬱うつ陶とうしいほどにジメジメした空気の中に響ひびく擦こすれる音。もう、暗視なんていらない。センスを外して目を背けたい醜しゆう悪あくな姿。幅はばが50センチ程の百足がぞろぞろやってくる。

　闇やみの中で真ん丸な赤い瞳ひとみを光らせて、現れる。

　ぞわわわっと鳥とり肌はだが立った。エンチャントや目を逸そらすことすら忘れて注視していた。

「じゃあ、お姉ちゃん。行ってくるね！」

　一言残し駆かけ出だすミュウ。動きの遅い百足の前に立ち、剣を両手で構えて──ざくっ。

　虫の節と節の間に剣をねじ込み、捻ひねりを加えて無理やりに引きちぎる。

　切きり離はなされた百足は、甲かん高だかい断だん末まつ魔まの叫さけびを上げる。頭の無い胴どう体たいは、十秒ほど独立して動いている。もう、この光景だけで泣きたい。

　逃げ出す女性の気持ち分かるわ。トラウマになるもん。逆にどうしてあの中に嬉き々きとして突つっ込こんでいけるの!?

「さぁ、どんどん行くよ！」

「もう、嫌だ！　こんな光景見続けたくないって」

「泣きごと言う前に役割分担！　紙装そう甲こうで貧弱武器なんだから防御に徹てつして！　それにアイテム採取するんでしょ！」

　𠮟しつ責せきするミュウは、剣を突き刺さし、ねじ込み、分断する。俺は、これ以上の泣きごとをぐっと抑おさえ込んで、百足から目を逸らす。

　あー、洞窟だから石がいっぱいある。一か所に三個ほど固まっているのを見つけ、鑑定の結果、鉄鉱石。西の林を駆け回るより効率が良いが──精神衛生上は最悪だ。
















　びきゃぁぁぁ、という百足の断末魔の叫びと、カサカサという生理的嫌けん悪お感かんを喚かん起きする音をＢＧＭにした採取。

　一度に三匹びきほど現れる百足をミュウが半ば作業的に狩る一方、俺は採取を続けるが、三十分ほどで終わりが見えた。

「お姉ちゃん、ここがボス部屋。で、その更さらに奥がクエストアイテムの部屋だよ」

「俺も戦うか？」

「うーん。お姉ちゃんも退たい屈くつだよね。じゃあ、敵の引き寄せと事前にエンチャント掛かけてくれる？」

「分かった」

　この洞どう窟くつに入って初めて弓を引く俺は、部屋に鎮ちん座ざする巨きよ大だいな百足へと矢を放ち──

「──なぁ、弾はじかれた場合ってどうするんだ？」

「ありゃ、余りに攻撃力が低すぎてダメージ判定すら無視されたか。次は、アーツで攻撃力高めてよ」

　つまり、攻撃力が低すぎるのか。早く装備を替えたい。と思いながら、再び弓を構える。

「──《連射弓・二式》」

【弓】センスの二番目のアーツ。溜ための少ないアーツは、一息に二本の矢を放つ。放たれた二本の矢のうちの一本が、僅わずかに体節の隙すき間まに入り込み、その身を僅かに傷つける。

　やっと反応を見せ、その重い体を持ち上げる巨大な百足。

「それじゃあ、引き付けできたみたいだから、巻き込まれないようにね」

「分かった。それと《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード」

　矢や継つぎ早ばやに唱えるエンチャント。初めての三重エンチャントだが、成功した。ただ重ね掛けするほどにＭＰの消費量が指数関数的に増えた。今いま更さら気づく事実。ＲＰＧなら固定消費なのに、何かこう【付加】センスの使い難にくい面が如によ実じつに出てきたな、と思う。

「じゃあ、行くね！」

　元気よく飛び出していったミュウとその奥にいる敵。さっきより三倍は大きな百足むかでが平べったい頭を持ち上げ、顎あごを開閉してそこから垂れる唾だ液えきが、ジュッ、って床ゆかで煙けむりを上げる。名前がアシッド・ドーザー。ちなみにさっきまでの雑ざ魚こＭＯＢがポイズン・ドーザー。

「やぁぁぁっ！」

　大声を発して、美羽がアシッド・ドーザーに突っ込む傍かたわら、俺は広い部屋の外周を歩く。魔法の光の届かない範はん囲いでも暗視があるために問題なく鉱石が探せる。

　さっきの百足よりも野太い悲鳴を背後に聞きながら、石を探す。

　なんか、一個だけ違ちがう石を見つけた。──化石って。何の化石か分からないが、化石らしい。

　俺は、それを上下左右から観察したが、全く分からない。見た目は拳こぶし大だいの石だから、貝か小魚の化石か何かだろう。そうしている間にも、背後の喧けん騒そうは遠のき静かになる。

「お姉ちゃん、こっち終わったよ！」

「おう、お疲つかれ」

「どうしたの？　なんかあった？」

「化石があった」

「おお、凄いじゃん！」

「凄いのか？　何の化石か分からないんだが」

「化石は鑑かん定ていするＮＰＣがいるから大だい丈じよう夫ぶだよ。町に戻もどったら鑑定してもらいなよ」

　どうやら、化石とは、古代のアイテムの名残なごり、という設定らしい。専門のＮＰＣに鑑定してもらうと、復元という名目でアイテム化されるとのこと。過去にあった話だと、色々な武器や防具の素材や装備、何の役に立つのか分からないアイテムなど、殆ほとんど運らしい。

「何が出るのかな？」

「うーん。分からんな。まあ、過度な期待はしないでおくよ」

「でも、化石ってクジみたいなものだから、場合によっては、レア武器素材だったり、装備だったり、用よう途と不明でドラゴン種の糞ふんってのもあったな」

「うわっ……」

「だから、十分レアなアイテムが出る可能性だってあるんだよ」

「そうか。で、鑑定は幾いくらなんだ？」

「うーん。一回一律５０００Ｇ」

「……２０３０Ｇしかない」

「だ、大丈夫！　クエスト報ほう酬しゆうは３０００Ｇとクエストアイテムだから！」

　それでも５０３０Ｇ。また俺の装備品強化が遠のく。

「もう元気出して、もうすぐクエストが終わるんだから」

「……あ、ああ」

　ミュウに手を引かれ、洞窟の奥を進んでいく。洞窟の奥から光が入り込み、逆光で【鷹の目】の暗視が邪じや魔まされて、それ以上見通せなくなる。

「クエストの最後、クリス洞窟の最さい奥おう──【水すい晶しよう樹】の花畑」

「……うわっ、綺き麗れいだな」

　ふわっと香かおる花の匂におい、洞窟の天てん井じようがぽっかりと空き、その場所から光が降り注いでいる。その光に集まるように咲さき誇ほこる色とりどりの花。その中央からこんこんと湧わき出す水と、中央に聳そびえ立たつ巨大な水晶。

「この水晶樹は、このクエストのシンボルなんだよ。ここだけの景色。この風景って綺麗で私は好きなんだ」

「ああ、いい場所だな」

「最初は、スクリーンショットで見せようと思ったけど、お兄ちゃんが女の子になったから一いつ緒しよに直接見ようと思ったんだ。でも、戦せん闘とうセンスがすぐに成長しないから、私が一人で安全に連れて来れるようになるまで待ってたの」

「あっ、ああっ!?　ってことは、友人に断られたとか、レベル上げって噓うそかよ!?」

「友人は噓だけど、レベル上げは本当だよ！　でも、お兄ちゃんがエンチャント掛けてくれたから、普ふ段だんは長時間の大百足との戦いすぐに終わったんだから！　役立ってるよ！」

　全く、兄に噓をつくとは、と思いながらもその頭をくしゃっと撫なでる。

「サンキューな。いい場所見せてくれて」

「う、うん」

　恥はずかしそうにはにかむミュウ。くぅっ、こんな表情を見るのは、久しぶりだな。いつも元気暴走な子だけど、たまにしおらしいと思う。

「お、俺もこの風景欲しいな。スクリーンショットってどうやって撮るんだ？」

「あっ、うん。じゃあ、やり方教えるね」

　そのあと、ちょっとぎこちなかったが、ミュウにスクリーンショットの撮り方を教えてもらった。上手に映っていた水晶樹が綺麗過ぎる。

　花畑に腰こしを下ろし、少しおしゃべりをしたら、ぎこちなさも抜ぬけて互たがいにリラックスできた気がする。最近は、二人してゲームに籠こもりっぱなしで、こんなゆったりした心持ちで話してなかった気がする。まあ、思春期の女子だし、俺が遠えん慮りよしていた節もあるのだが。

「うん。大分いい気分転てん換かんになったね」

「もう帰るのか？」

「早くクエスト終えて帰らないと。夕方になっちゃうよ。先まずはその前に」

　ミュウは水に浸つかるのも無視して、水晶樹に近づく。

「えいっ」

「お、折った!?」

「うん。今回のクエストアイテムがこの水晶樹の枝なんだよ。はい、お兄ちゃん」

　きらきら光る水晶樹の枝を受け取った。





水晶樹の枝【重要アイテム】






　水晶のような樹。一年で一センチほどしか伸のびないために、人の背せ丈たけを越こえる樹は、樹じゆ齢れい百五十年は超えていると思ってよい。この世界には、樹齢一万年の水晶樹も存在するらしい。って説明文だが……、

　いやいや、これ小指ほどの長さだよ!?　いいの、折っちゃって。

「大丈夫だよ。お兄ちゃん、折れた箇か所しよは、ここから離はなれれば元に戻るから」

「さすが、ゲームクオリティー。ファンタジーだ。それに、ミュウ。さっきからお兄ちゃんになっているぞ」

「えへっ、やっぱり気がついたんだね」

　頰ほおを赤く染めて、甘えるように腕うでに絡からみつき、首を預けてくるミュウ。くそっ、身内贔びい屓きでも可愛かわいい。なんか、デレた姿を見たら誤ご魔ま化かされたような気がする。

　行きは最悪だったが、とんだサプライズを用意してくれたものだ。

　帰り道、洞窟では敵は出現せず、平原付近を二人で採取しながら帰る。

　帰り際に、ミュウと話をした。

「ごめんね。今日は、無理に誘さそっちゃって」

「いや、楽しかった。あんな場所があるなんて知らなかったからな」

　俺が鼻先を指先で搔かくのを見て、小さく笑うミュウ。その表情をふっと消す。

「もう一つ、ごめんね。お兄ちゃん、私と一緒に冒ぼう険けんしたがらないのに、他の人のことを楽しそうに話してるの見て、イライラしちゃった。だから無理に連れてきちゃったの」

「別に気にするな。楽しかったからな」

　ミュウの頭に軽く手を置いて、撫でる。特に抵てい抗こうせずに、小さく頷うなずいたのが分かった。

　その後、クエストの依い頼らい人であるＮＰＣ・地質学者から報酬を受け取った。

　今日は疲れたし、続きは明日あしたで良いと思いログアウトする。ミュウには、昨日の詫わびも込めて、夕飯を少し豪ごう勢せいにしよう。

　金策、装備、レベリングに化石の鑑定。やりたいことや目的は増えたが、それとは別で今日は、この【ＯＳＯ】の別の一面を見ることができた気がする。







　四章　ゴーレムと第三の町







　ここ三日ほど【ＯＳＯ】へのログインは、夜の十時からの一時間だけだった。

　他ほかにやらなければいけないことや出かけなきゃいけないところがあり、正直ゲームばかりにかまけていられない。

　我が家は、両親が共働きで夏は非常に忙いそがしい。また、休みには、美み羽うが一日中家に居るために、三食の用意をしなければならないし、掃そう除じ、洗せん濯たくをはじめとした家事もある。

　用事は家庭内だけではなく、俺たちの通う中高一いつ貫かんの学校では、高等部の学生は登校日が定められている。高等部生徒が集まって夏の間の掃除されていない学校を清せい掃そうするだけの面めん倒どうな日だが、出席しない訳にもいかず……更に、運の悪いことに教師に見つかり『お前は真ま面じ目めだし、この仕事頼たのむわ』と雑務などを頼まれて、他の人よりも長い時間学校に拘こう束そくされる。その差し入れとしてジュース一本の支給なのが、中々にリアリティーある労働対価だろう。

　その点、美羽や巧たくみは、そういう面倒事を嗅かぎ分ける嗅きゆう覚かくとでも言うべきものを持っている。上う手まくそうした場面を回かい避ひするので、逆に同じ場所にいて回避し切れなかった俺に、二人分の面倒が回って来るような気がする。

　炎えん天てん下か、学校から汗あせだくで帰宅した俺をクーラーの効いた部屋でアイス片手に出で迎むかえた美羽には、軽い苛いら立だちを覚えたりもした。

　そんな感じで昼間にまとまった時間が取れず、短いログイン時間でポーション調合とマギさんのお店への納品のみ済ませる。納品数が少なく感じ、思い切って新しくもう一つ畑を買うことを決意。

　そして、飛び地だと移動が面めん倒どう臭くさいので、隣りん接せつする土地を貰えるように頼んだら──

「そういうことだったら、手数料で更に２０００Ｇの合計５０００Ｇ掛かかるぞ」

　とＮＰＣが言ったことに憤いきどおりましたが、しぶしぶ買いました。

　所持金が30Ｇになりました。またもや金欠、しかも時間がまとまって取れないから畑の下準備もまともにできず、収入源にはならない。

　結局、マギさんの所に少ない数のポーションを納品。マギさんは四六時中いる訳ではないので、店番のＮＰＣが買い取ってくれる。事前設定でＮＰＣ価格じゃなくてマギさん価格での買い取りだ。

　ポーションの供給も円えん滑かつに始まり、転売屋も価格を下げ始めたことで、素材アイテムの薬草も少量だが手に入るようになった。

　それでもお金が欲ほしい。武器や防具の新調、それに化石の鑑定と先は長い。

　他にも、金属のインゴット化やアクセサリー作り、解毒草、解げ痺ひ草そうの栽さい培ばいとやることが多い。少しセンスの幅はばを広げ過ぎて収拾がつかない感じになっている。最悪、畑を管理できなければ、俺もＮＰＣを雇やとわなければいけなくなりそうだ。ただし、お金があれば、の話。




　そして今日、俺は炎天下、巧の家の前にいた。

「おーい、巧？　早く開けろ。暑くて焼け死ぬ」

「入れ入れ」

「おじゃまします。ほら、巧。アイスだ」

「サンキュー」

　お土産みやげのアイスを二人で食べながら、向かい合う。

「宿題どう？」

「ばっちり写した。ありがとな」

「毎年のことだからいいけど。それで、今日は何の用事だ？」

　今日ここにいるのは、巧に呼ばれたからだ。まあ、巧に呼ばれた場合は、十中八九ゲーム絡がらみ。違ちがうとしても二言目にはゲームだ。

「サービス開始一週間で、ポーションも安定供給され始めて、もう第二の町に俺は辿たどり着ついた」

「へぇ～」

「何だよ。その気のない返事は」

「別にどうでもいいしな。そんなことで呼んだのかよ」

「いや、違う。次の町に行ったプレイヤーは、ポータルで町と町を転移できるようになるんだ。だから、次は第三の町に行くために西の方向への攻こう略りやくを進めようと思う。それでな、その攻略のために俺たちのパーティーにお前に入ってほしいんだ」

「何でだよ。俺は生産職だぞ」

　俺の訝いぶかしげな視線を受けて、巧は淡たん々たんと答える。

「お前は、【調合】と【合成】のセンスを持っているから事前準備で回復役が期待できる。それに前の戦いでエンチャントも有効だと分かった。だから回復役のミニッツも魔ま法ほうを取得して攻こう撃げきに回るし、メンバーも前回と同じだから【付加】のことがバレる心配はない」

「いや、でもな」

「何か問題でもあるか？」

「あり過ぎて困っている。初心者装備と金欠、あとポーションの材料が無いこと。後は、畑」

「畑って、お前、あんなものにどうして金使うんだよ！」

「なんで畑に対して否定的かな？」

「そりゃ、βベータ版での経けい緯いを知れば誰だれだって農業やらんわ」

　巧の説明を端たん的てきにするとこうだ。

　β版には、そもそも南地区は存在せず、かまぼこ状の町だったのを、β版の最後の二週間のアップデートで追加。その時追加された種子アイテムが入手困難だったらしい。

「だから、農場持つ人間なんていないんだよ。運よく種子を見つけても、畑は二十枠わくあるから二十個の種を集めないと効率が悪いんだよ」

「へぇー。じゃあ、もっと買ってポーション長者だな。あははははっ」

　β版でも【錬金】は不ふ遇ぐうだし、種子が追加された時、殆ほとんどの人が薬草の下位変へん換かんを試さなかったんだろう。誰も試さないから正式版で農場に関する情報は少ない訳だ。一線で戦っている巧が言うんだ、半数以上のプレイヤーが〈農業クソ〉の認識だろう。

「その内、アップデートで何らかの農場の修正が掛かるかもしれないしな。それで？　手伝ってくれるか？」

「うーん。最近は、短時間の作業ばかりで戦せん闘とう系のセンスのレベルが上がってないんだよな。それにしてもサンドマンやゴーレムのドロップアイテムは魅み力りよく的だな」

「分かった。でもそんだけでいいのか？」

「敵のドロップ品は欲しいな。何が役立つか分からないし、後は植物系のアイテムを優先的に、最低一個は欲しいな」

「また細かい内容だな。はいはい、分かったよ。じゃあ、他の面子メンツにもそのこと伝えておく。じゃあ、こっちの要求は、ポーションが五十と丸薬二十五個だな」

「はぁ!?　無理だって。草そう食しよく獣じゆうの落とす胆たん石せきが足りない！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。素材は、俺持ちだ。大体、敵のドロップは装備の持ち込み以外、インベントリの肥こやしだ」

「それならいいけど。狩かりは、何い時つだ？」

「明日と明後日あさつてだ。時間は後で連れん絡らくする。明日がサンドマンで肩かた慣ならし、明後日はゴーレムに行く。もし、レベル的に無理そうだったら次の機会に頑がん張ばればいいさ」

「はいはい。どうせ、俺はゴミセンス持ちですよ」

「そう拗すねるな。お前を信用している、って」

　巧が軽くそう言ってくるが、まぁ俺も半ば冗じよう談だんみたいな感じで言葉を口にしたのだ。

　それにアイテムさえあれば【レシピ】で生産できるし。あー、でも素材が足りなければ、道中の西の林で採取すれば良いし。

「了りよう解かい。じゃあ、今日は、もう家に帰って準備整えるわ。アクセサリーでも作製してみる。防ぼう御ぎよ力が紙扱あつかいだけど、ないよりマシだし」

「おう。じゃあ、よろしく」

　タクのパーティーとボスＭＯＢを倒たおしに行くのか。ちょっと楽しみだな。




　ログインした俺は、今あるインゴットだけでアクセサリーを作る。

　携けい帯たい炉ろに銅と錫すずで合成した青銅ブロンズインゴットを投入して、熱せられる様子を眺ながめている。

　インゴット作製の時は、力いっぱい叩たたいていればいいが、アクセサリー作製は、それでは駄だ目めなようだ。次々に頭に浮うかぶ手順を踏ふまなければならず、手順を失敗していくとどんどんとアクセサリーの評価が下がる。

　いわゆるリズムゲーのような瞬しゆん時じの反応と記き憶おく力、反復能力が要求される。

　ぶっちゃけ、それで俺は、一個目の青銅インゴットを駄目にした。

「うーん。エンチャントを掛けるのは、インゴット化と同じだろ。後は作りたい物をシステム画面で選んで──」

　その瞬しゆん間かんから、リズムゲーの如ごとき流れ作業が始まる。槌つちでカンカン叩いて、炉ろに戻もどす。カンカン叩いて炉に戻す。時に、ペンチで曲げて、輪を作る。そしてまた炉に入れる。

　一度の休きゆう憩けいもなく、炉の熱で加工を続ける。最低限のアクセサリーでも今は時間が掛かかる。慣れない作業に集中しなければならず、かなり疲つかれる。

　その結果、何度か失敗して評価が下がったが、致ち命めい的てきな失敗までには至らずに、初めてのアクセサリーが出来た。





ブロンズリング【装備品】

ＤＥＦ＋１






　最低レベルの装備ができた。

「感かん慨がい深ぶかいものがあるな。でも、これって売れるレベルなのか？」

　時間が結構掛かったし、もう青銅のインゴットもない。後は鉄だけ。【細工】のレベルが11になったが、鉄で出来る気がしない。

「まあ、失敗してもいいか」

　あんまり根を詰つめて考えても無む駄だなので、炉に鉄インゴットを入れる。

　叩いて、戻して、曲げて、繫つなげて、熱して……

　ゲームの中なのに、額の汗を拭ぬぐう。だんだんと熱さにうなされて、思考力が低下する。それでも、延々と叩き続ける。いつかの研けん磨まのようにただ無心に、失敗しても、休む間もなく次のインゴットを投入する。ＭＰの回復量とエンチャントの兼かね合あいから、徐じよ々じよにＭＰの残量が減っていく中、今目の前のインゴットだけに意識を向ける。

　無心で、無意識で、流れ作業。振ふるう腕うでが重く感じる。喉のどが酷ひどく渇かわくが、振るうのを止めず、四本目。最後の鉄インゴットで出来上がったアクセサリーを数分間眺めていた。

　やっと出来たと長い吐と息いきを吐はき出す。





リング【装備品】

ＤＥＦ＋２






　まだまだ自分では甘いところはある。それ以前に、マギさんが片手間で作るというアクセサリーとでは天と地ほどの差だ。自分の何の模様も彫ほり込みもない無骨なリング。マギさんのは、更に細かく作り込まれ、台座には、綺き麗れいにカットされた宝石が嵌はめ込まれていた。

「全く、これの他ほかにも腕うで輪わとか、ネックレスとか、イヤリングとか色々なタイプのアクセサリーがあるのに。今この時点で躓つまずいてちゃ駄目だな」

　出来上がった二つのリングを手の中で転がしてから、自分の指に装備する。左の中指に鉄の、左の薬指に青銅のリングを装備。

　自分の左手をしみじみ眺めた。なんか【調合】や【合成】とは違い、実際に装備する物を作ったことで、生産したんだ、という実感が湧わいてくる。そして、自分のほっそりとした白い指。白魚のような、と表現できる女性っぽい手にやっぱり違い和わ感かんがある。

「はぁー、まあ、最初にしては上々。意外と時間が余ったな」

　今からインゴットを作ったり、狩りをしたりする時間はないが、なんとなく時間が余ってしまった。

　その時、タクからのチャットが入る。

「どうした？」

『明日あしたの連絡。正午十二時に集まってそれからサンドマンを狩ってレベリングだ。そっちは準備できてるか？』

「リングは二つ作った。防御力の合計が初期防具と同じなんだぜ」

『良かったな。防御力二倍。チートじゃないか』

「初期装備の二倍にチートもあるか。それより、アクセサリーの相場って大体どんな感じか分かるか？」

『ピンからキリまで。良い物で腕輪とかのＤＥＦ＋８ってのがこの前一万以上はしてたな』

「うわっ、じゃあ、宝石付きの指輪ってどうだ？」

『指輪か。宝石の補助でアクセサリーの能力が上がるけど、結構女性に人気なんだよな』

「なんで？」

『そりゃ、光り物だしな。それをプレゼントする男もいるくらいだから』

「あー、光り物か。なんか、魚ぎよ介かい類るい食いたくなってきた」

『食べ物の方じゃないっての。お前、マイペースだな』

　焦あせってもしょうがないと思うのだが。

「まあ良い。それじゃあ、明日は遅おくれるなよ」

『お前こそな』

　その後、タクと他た愛あいない会話をしていたら、いつの間にか時間が経たっていた。そういえば、何い時つも学校でこんな感じだけど、休みに入ってから別行動が多かったな、とも思わなくもなかった。




　　　　●




　翌日、タクたちとのサンドマン狩がりのために、西門の待ち合わせ場所に早めに来た。

　待ち合わせは、十分前には着いていないと不安になる性た質ちなのだ。

「タク、来たぞ」

「相変わらず早いな。お前、三番目だぞ」

　そう言って迎むかえてくれるタク。

　待ち合わせの場所には、タクとケイの二人。男同士で何やら気の合うような会話でもしていたのか、随ずい分ぶんトークに熱中していたようだ。

「久しぶりだな。ユン」

「おう、久しぶりだな。タクと何話していた？」

「うん？　センスの有効活用についてと、センスの効果について話していたんだ」

「へぇー。面おも白しろそうだな。タク、素材寄よ越こせ。今のうちにポーションと丸薬作るから」

　タクがトレード画面でアイテムを載のせているのを横目に、二人の話に耳を傾かたむける。

「情報共有が大事だからな。ユンは【細工】を持っているから装備の配色は知ってるか？」

「この鎧よろいは鉄製だが、生産職の【ＥＸスキル】に、配色を変える【カラーリング】ってものがあるんだ。大体の生産職は持っているスキルだけど、染色アイテムが必要になるぞ」

「マジで。ちょっと待って」

　確認してみた。【細工】のスキル欄らんに、【リング作製】と【カラーリング】、【細工】が追加されていた。つまりリングを作ったことで、この三つが出現したのだろう。

　あとこの【細工】は、デフォルトのアクセサリーの模様や形状を変えるスキル。つまり、俺のリングってデフォルトかよ！　生産職なのにデフォルトって恥はずかしいな。

「あー。じゃあ、今度試してみるかな？　あと、武器系のセンスってどんなのがある？」

「そうだな。ユンは【弓】の戦闘センスだが、他にも多くのセンスがあるぞ。俺やタクは剣けんだが、他に魔ま法ほう職の杖つえや本、前衛だったら槍やりや刀、短たん剣けん、盾たて、斧おの、こん棒、ガンツの様な身体部位を武器にするセンスもある。一通り調べなかったか？」

「あー。一応見たことある気がするけど流し読みだったし、攻こう略りやくサイトのセンスランキングってやつの下から選んだから」

「馬ば鹿かだよな、こいつ！　でもまあ、面白いもの見せてもらったからいいけど。他にも面白いセンスで、【料理】や【釣つり】なんて、趣しゆ味みセンスって呼ばれるものがあるぞ」

「面白そうだな。ゲームの中なら食材無駄にならないし、覚えてみるかな」

「馬鹿っ！　やめろ。それもゴミセンスって呼ばれるやつだ。タクも中ちゆう途と半はん端ぱに教えるな！」

　なんか知らんが、ケイが俺のために怒おこってくれているようだ。まあその間も、俺はポーションのスキル調合でピカッピカと光っているので、見た目シュールだろうな。

「俺が思うに、あの射程や【付加】を考えると、ユンの取る戦せん闘とうスタイルは、隠おん密みつだろう」

　隠密というのは、俗ぞく語ごらしい。

　ケイには、スキルで発生する光を感知させない【潜せん伏ぷく】や隠かくれた物を見つける【発見】、急所への攻こう撃げき時にクリティカル率が上がる【急所の心得】、先制攻撃時のダメージにボーナスが入る【先制の心得】など、主に戦闘補助センスと呼ばれる種類のセンスなどを勧すすめられた。

　ちなみに、これらのセンスを組み込む場合、戦闘センスは、短剣を投げる【投げ】センスや急所スキルを持つ【短剣】や【双剣】などの短剣職との相性がいいらしい。

「ケイ。ユンにそんな玄人くろうと向けのセンス勧めるなよ。それはＰＶＰを意識した構成だろ？」

「むぅっ……焦っていたのかもしれないな。すまない。忘れてくれ」

「いや、参考になった。まあ【発見】は面白そうだな」

「「えっ……？」」

「あと、回復薬出来たぞ」

　アイテムをタクに無理やり押し付けて、俺は、新しくセンスを探す。

　おっ、【発見】。あったあった。じゃ、取得と。
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　おおっ!?　今まで見えなかった採取ポイントが見える！　これは今まで見落としていたアイテムが拾える。アイテム採取家（？）としては嬉うれしい発見だ。

「タク！　アイテムが見えるぞ！」

「そりゃ、そういうセンスだからな。まさか、そのセンスを獲かく得とくするとは」

「罠わなの発見は、普ふ通つうスカウトや斥せつ候こうが持つもので、後衛が持っていても役立たないと思うが」

　何を言うか！　見えるってことは素す晴ばらしいことだぞ！　ああっ、今まで拾えなかったアイテムが拾えるって素晴らしい。

「なあ、この【発見】ってセンスの上位には、何がある？」

「あー、確か、戦闘補助系の【看破】になるぞ。【看破】は、相手の予備動作を事前に察知できるセンスだ。他にも察知する方法は【感知】やその上位の【第六感】とか色々とあるな」

「なあ、なんで色々あるんだ？」

「それは、センスの派生だ。一番有名なのは、【攻撃力上昇】と【防ぼう御ぎよ力上昇】のセンスをそれぞれ30まで成長させると【物理上昇】ってセンスに変わるやつだな。二つ以上のセンスが一つにまとまるから重宝されるんだ」

　だからミュウはその二つを取っていたのか。つまり、装備センスに空きができるわけだ。あいつ、βベータ版でやっていただけあって、センスの派生を熟知しているんだな。

「ただ、難点として、派生前のセンスが消しよう滅めつして別のセンスツリーにカテゴライズされるんだよ」

　むっ、センスツリーとかカテゴライズ？　聞きなれない言葉だ。

　疑問が発生したが、それをすぐには解消できなかった。

「おーい、来たよ！」

「久しぶり、ユンちゃん！」

　いきなり抱だきつかれて、小さな悲鳴を上げてしまった。おいおい、俺の口からなんて声が出る。その反応に、ミニッツが可愛かわいいと言ってすりすりと頰ほおずりをしてくるし。いつの間にかケイの隣となりにマミさんが並んでいるし。なんか、並ぶと二人は絵になるな。

　寡か黙もくな戦士と優やさしげな魔ま女じよって感じで。

「百ゆ合り百合じゃないか。開始早々、百合が見れるなんて」

　ガンツが一人、嬉しそうに顔をにやけさせているが──こっち見んな。

　それにしても、ガンツの防具が普通の皮鎧から鱗うろこに覆おおわれたスケイルメイルに進化している。これも皮鎧の部類なんだろうか。いい装備着けやがって。

　一人で不ふ機き嫌げんになっているところで、マミさんが静かに俺の手を見み詰つめていることに気付いた。

「あらあら、ユンさん。その手、ふふふ」

「な、なんだ。マミさん。なに？」

　なんか、マミさんが「手」と言ってきた。手なんて普通だが、と自分で翳かざして眺ながめていると、耳元で大声。頭にきーんと響ひびく。

「ユンちゃん！　その指輪どうしたの！」

「声大きい、耳痛い！」

「ご、ごめん。でも、ふふふ、女の子だね～。誰だれから貰もらったの？」

「……はぁ？」

「だって、エンゲージリングの場所に指輪があるでしょ。誰からなの？　教えてよ！」

　なんだよ。なんだこれ？　タクとケイに視線を向ければ、タクは笑いを堪こらえているし、ケイは何か悟さとったような表情。おい、それだけ分かっているなら、お前が説明してくれ。

「なに!?　何でタクくんの方を見たの？」

「ユンちゃんにまさかの男疑ぎ惑わくが!?」

　突とつ然ぜん、叫さけび出すガンツ。いや、男だよ！　男だけどそうじゃないって、俺は何を言おうとしている!?　そして、マミさんは静かに自分の左手を見せている。その薬指には凝こった細工の指輪が。

「……いやいや、違ちがうから、話を聞け！」

「いいから、お姉さんに話しなさいな！」

　誤解を必死に解こうとすると、恥ずかしがっているように思われ、どんどんと深みに嵌はまる。

　十分後にタクが止めてくれなかったらどうなっていたか。いや、もっと早くに助けろよ。

「だーかーらー、違うって言っただろ」

「ごめんなさい。早とちりでした」

「良かったわ。こんな可愛い子に男がついていたら、発はつ狂きようして、首をこう、ポキッと折ってしまいそうだったよ」

　一番騒さわいでいたガンツとミニッツを人の往来のある西門で正座させ、俺は、二人の前で腕うでを組み仁に王おう立だち。指に嵌はめた指輪は、もう勘かん違ちがいされないように、右手に装備し直す。

「全く。前にも言ったよな。俺は生産職だって。これは俺が作った指輪だよ」

「誠に申し訳ありません」

「あらあら、残念」

　なんか、ミニッツは平へい伏ふくし、マミさんは頰に手を当てて楽しそうに言ってる。

「おいおい、時間どんどん経たっちまうぞ。先まずは、ポーションの再分配とポジション確認」

　俺がさっき作ったポーションをタクがみんなに分配する。前衛に多め。というか、今回のサンドマンとの戦いは、ビッグボアほど苛か烈れつではないが、油断の出来ないものらしい。

　サンドマンの特とく徴ちようは、速度が遅おそく、攻撃力もビッグボアほど秀ひいでていない。その反面、物理防御が高い。無策で挑いどめば、確実に持久戦に持ち込まれる。俺の弓だと大したダメージも与あたえられないため、今回引き付け役にはならないようだ。

「──と言う事で、作戦は簡単。男が押さえて、女が魔法で射しや撃げき。ユンは、俺たちに攻撃のエンチャントを掛かけてくれ」

「防御じゃなくていいのか？」

「ＨＰの残量五割前後が安全圏けんだ。ビッグボアのときみたいに、戦線崩くずさなければ、後衛まで攻撃されないから、今回は攻撃力強化の短期決戦だ」

　タクがそう言うのならそうだろう。だがやっぱり魔ま法ほう攻こう撃げき力の強化ができないと殲せん滅めつ力に欠けるな。

「まあ、行ってみるしかないか？」

「そうそう、気楽にだよ」

「ミニッツ、あまり気を抜ぬくな。それに今まで回復役に徹てつしていて魔法が育ってないだろ」

「それでも光レベルは、10あるから問題ないよ」

　とのケイとミニッツの会話。その間俺は何をやっていたかって？　もちろん、速度エンチャントを掛けて走りまわっていました。森の中のアイテムがいっぱいだ。宝石の原石や鉄鉱石が沢たく山さん。それに薬草や木の枝。畑に必要だから腐ふ葉よう土ども採取。そして、石。もう矢も鉄にグレードアップしているため不要だが、一応拾っておく。

　そうして今まで行った場所よりも奥、西の林を抜けたところにある、採石場のような開けて禿はげた土地。

　そこには、なんか、座るのにちょうど良さそうな石が沢山あった。

　これもＭＯＢだ。ストーンアルマジロとロッククラブという敵。防御が高く、動きが遅い。戦士職にはあまり好かれないが、魔法職には、美お味いしい獲え物ものらしい。

　ミニッツとマミさんがバンバンと魔法を打ちながら進む。前衛の男どもは、ちゃんと壁かべ役をやってくれているようだ。俺も攻撃エンチャントを施ほどこしていく。

　俺のエンチャントは、成長の結果、20メートル以上は届く。その範囲内の採取ポイントに寄り道しつつ、何気に美味しい時間だった。【発見】によって今まで見えなかった隠し採取ポイントを見つけ、アイテムを採取。鉄鉱石が一か所に五個前後固まっている。

　さくさく進行し中間地点のセーフティーエリア。それまでにも何組かのパーティーを見かけたが、ここまで来て、引き返して行った。

「ここでインベントリの整理ついでに休きゆう憩けい。その後、サンドマン狩かって終わりにしよう」

　との声かけ。確かに、最近、新しい【調合】の組み合わせ探しをしてないからインベントリの中身を整理してなかったと思い出し、中を見る。

　──知らないアイテムがあった。

　小鬼ゴブリンの角、ブルーゼリー、毒どく蟲むしの甲こう殻かく、酸液、石せき鱗りん、石いし蟹がにの肉……と。

　順番に考えると、ゴブリン、スライム、百足むかでに大百足。そして今日倒たおしたストーンアルマジロとロッククラブのドロップだろう。

　そして、鉄鉱石が百五十を超こえていた。早くインゴット化したいな。

　石蟹の肉って用よう途と不明だ。料理にでも使うのか？

「なあ、タク。この石蟹の肉ってアイテムは、何に使うんだ？」

「はぁ？　お前【調合】持ってるのに知らないのか？」

「知らない。だから聞いてるんだけど……」

「使い道は、【料理】と【調合】。素材の中には、不ま味ずい肉があって、大体が【調合】の材料なんだけど……」

「何だ？」

「不味い肉は、【調合】だとマイナス効果しか生まないんだ。で、美う味まい肉ってプラス効果。そして美味い肉は、稀き少しようなドロップだし、そもそもそれができるのは、【調合】の上位センス【調薬】なんだよ。現状、それほど重視されてないから」

　つまり、簡単に手に入る石蟹の肉は不味いのか。石蟹の肉って美味そうなんだが。蟹しゃぶとかしたくなる感じなのに。見た目からして詐さ欺ぎなんだな。

　そして美味い肉とは大おお猪いのししの肉。ビッグボアって美味いんだ。食べてみたいな。

「料理は、失敗すると状態異常を持つから活用法がない。肉の利用価値は、売る一いつ択たくだ。さて、大分休憩できたし進むか。手て筈はず通りに狩かるぞ」

　タクが休憩を切り上げて、みんなが陣じん形けいを組み進む。セーフティーエリアから奥は、更に広い採石場になっている。左右の岩場が切り立っていて、遠くには、プリン状の体に顔の窪くぼみと、砂で絶えず流動する手を持つサンドマン。

　数は多くないが、避さけて通るには、一気に駆かけ抜けるしかないらしい。そして奥にはボス。下へ手たに駆け抜けると、ボスで足止めされ、後ろから大量のサンドマンが追ってくる。

　近づいて、ミニッツとマミさんが魔法を打ち出す。前衛三人が囲み、剣けんや拳こぶしで攻こう撃げきを加える。俺は、三人に攻撃エンチャントを掛ける。

　見ている限り、サンドマンに物理攻撃、特に斬撃は、あまり効果がないようだ。だがサンドマンの砂の指をガンツが逆方向に捻ねじ曲げた時は、明らかに苦く悶もんの表情を浮うかべていた。って砂なのに、指の関節を逆に曲げるって……。

　ＡＴＫのエンチャントでも大したダメージ増加は見られず、後衛頼だのみの戦い方。

　ミニッツとマミさんが攻こう撃げき魔ま法ほうで畳たたみかけるが、途と中ちゆう、ＭＰ切れで攻撃が止まったりと、実際、課題が多かった。

「やっぱりＭＰ切れがネックだな。ビッグボアやブレードリザードの短期決戦向けに対して、こっちは長期向け。魔法職が攻撃しない場合だと、【魔ま力りよく】が最低でも25レベルは欲しいな。長期戦覚かく悟ごでミニッツのポジションをヒーラーに戻もどすか？」

「それが良さそうだな。まあ、地道にレベル上げ。無理そうならまた挑ちよう戦せんすればいい」

「なあ、タク？　他ほかに助っ人とかいないのか？　もっと大勢で挑いどんでもいいと思うけど」

　あー、あの話。と一人間延びした声。周りのみんなの視線が生暖かい。何な故ぜ？

「パーティー人数は六人が限界で、それ以上のメンバーで一体のＭＯＢを狩るとペナルティーを受けるんだ」

　曰いわく、死亡時のデス・ペナルティーとは違い、戦うので共きよう闘とうペナルティーと呼び分けているらしい。そしてペナルティーは、参加人数が多いほど、センスのレベル上じよう昇しよう率低下、アイテムドロップ率低下、ステータス低下、敵ＭＯＢのステータス上昇、ランダムバッドステータス……という順番で発生。無茶苦茶厳しい。

　ＭＯＢを集めて、他人に押し付けるＭモンスター・Ｐプレイヤー・Ｋキラーは、ＰＫプレイヤー・キルした本人がペナルティーを受けるが、巻き込まれた方は受けないなどという微び妙みような匙さじ加か減げん。最近のＡＩは凄すごいな。

「呼ぶメリットは、ないんだよな。だから、急いでゆっくり進めよう」

「なんだよ。それ……。お前って何い時つもそうだよな。肝かん心じんな事は後出しで。【ＯＳＯ】のことだって初めて聞いたのは、お前の家に行った時だし。その時、ＶＲギアを軽く渡わたされただけだし……聞いてるのか、タク！」

「分かったよ！　だから、そんな顔近づけるな」

「分かってない！」

　こういうところはしっかりしろよ、と思う。そして背中に受ける視線。

　家まで……とか、幼おさな馴な染じみ、ツンデレキタァァーとか。なんか聞こえるが突つっ込こまない。

「サンドマン狩かり尽つくすぞ！　俺は、攻撃出来ないんだから、ガンガンエンチャントするからな！」

　慌あわてた俺の姿に、ミニッツとガンツが更さらに一度盛りあがったようだが、そこはプレイヤーたち。戦せん闘とうに入ると、かちりとスイッチが入ったように集中する。

　俺は、エンチャントを工く夫ふうして戦闘に貢こう献けんする。

　大体、みんなのレベルも上がったことと、効率的なサンドマン狩りとエンチャントの扱あつかい方を身に付けたために、ＭＰ切れする前に倒せるまでに成長した。

　切りのいいところで止やめ、明日あしたのゴーレム戦に備える。ボスＭＯＢを倒し、第三の町への道を開通させる予定だ。まあ、俺の場合、二番目の町だけど──。




　　　　●




　そして、ボスＭＯＢ──ゴーレム討とう伐ばつの日である。

　タクたちとゴーレム討伐に向かうのだが、流石さすがに回復アイテムのストックが心こころ許もと無ないので、マギさんの所には納品できないと伝えたら。

『いいよいいよ。ユンくんも狩りに出るようになったんだね。暇ひまな時でいいから持ってきてくれればいいよ。今は、ポーションも安定しているからね』

　との、有あり難がたい言葉。狩りの後、気合い入れてポーションを用意したが、五十個は用意し過ぎた気がする。まあ、無む駄だにはならないだろう。

　そして、久々の【調合】の研究──スライムから手に入れたブルーゼリーを鉄製の容器で煮に込こんでみた。青いドロドロとしたものが水分と固形物に分ぶん離りして沈ちん殿でん。固形物の水分を更に飛ばすと青い粉末に変わった。名前も【青い粉末】ってそのままだし。

　それにまた水を加えると、ブルーゼリー。何なんだろうな、これ。

　そして、ブルーゼリーと薬草を混ぜてみる。出来上がったのは、ブルーポーション。効果が、合成ポーションと同じくらいってどうよ？　そう思わないかい？　でも、違ちがうんだ。

　ポーション自体の効果の幅はばが違う。これは一度青い粉末にして、乾かん燥そうした薬草とごりごり混ぜて、コーヒーのように抽ちゆう出しゆつすると、効果が増大した。

　上質な薬草だと更に効果が上がる。

　回復量が多い事は、嬉うれしい。

　混ぜて、抽出。生産数は少ないが、実験的な意味合いで【合成】もしてみた。

　──なぜ、こうなった。【合成】では、ブルーゼラチン。

　しかも、説明が食材アイテム。

「納得いくかぁぁぁっ！」

　素材から回復薬にして、最後に食材で落とすって、どんだけなコントだよ！

　肩かたで息いきをしながら、呼吸を整える。

「うん。もう大だい丈じよう夫ぶだ。これはインベントリに入れておこう」

　ブルーゼラチンを仕し舞まい込み、再びブルーゼリーを取り出す。

　粉末にして、混ぜて抽出。混ぜる時、意外と腕わん力りよくを使うので安定のエンチャント。最近、エンチャントが無いと、このゲームで生きていけない気がしている。

　午前中は、そんな感じでポーションの準備をして、午後は昨日と同じように西へと進む。避けられる戦闘は極力避け、ゴーレムに向かう。

　みんな、最初は軽口を叩たたいていたが、段々と口数も減ってくる。やっぱりボスＭＯＢとの戦闘って緊きん張ちようするようだ。

　そして、その時はやってきた。

「みんな、準備はいいな」

　タクの掛かけ声ごえと共に、全員が頷うなずく。その眼前には、ゴーレム。３メートルを超す脃もろそうな岩の巨きよ体たい。動きは遅おそいが、その巨きよ軀くからはかなりの膂りよ力りよくが想像できる。

「じゃあ、手始めに《付加エンチヤント》──アタック！」

　前衛三人にエンチャント、更にその後、タクとケイには防ぼう御ぎよのエンチャント、ガンツには、速度エンチャントとの二重エンチャント。

　これがサンドマン狩りの一番効率的な方法だった。タクとケイが壁、ガンツが関節技を決めて、動きが止まったところで、後衛の魔法が火を噴ふく。昨日と同じ戦法だ。

「よし、こっち来い！」

「俺たちが相手だ！」

　片手剣のタクと両手剣のケイが大声を上げて、正面から迎むかえ撃うつ。

　剣で、受け止め、弾はじき、ゴーレムがバランスを崩くずしたところで、ガンツが腕うでを取り、そのまま合気道のように流して倒す。そして、十字固め。流れるような素す晴ばらしい動作。おっと、ゴーレム選手が苦しそうだ、ってプロレスかよ！

　格かく闘とう家かと豪ごう語ごするだけあって全身凶きよう器きだな。拳や蹴けり、他にも投げを初めて見たが、凄すさまじい。あんな巨体を軽々と投げ飛ばせるのは、ゲームだけだろうが、少なくともリアルで何らかの武道でもやっているのかもしれない。おっ、ゴーレムが完全にダウンした。

「魔ま法ほう組！　今だ！」

　タクの掛け声で魔法が連続で放たれ、ゴーレムを襲おそう。ガンツが即そく座ざに退たい避ひし、後衛の位置、全体がよく見える場所まで戻ってくる。

「ユンちゃん、回復プリーズ」

「はいよ、ついでにエンチャントを掛け直しておくぞ」

　格闘家タイプのプレイヤーの戦闘スタイルは、近接格かく闘とう。近接格闘の特とく徴ちようは、自分の体を武器にするので、攻撃すると微び量りようのダメージを受けるようだ。拳保護にグラブ、ガントレット。足保護に、ブーツサンダルと、色々と工夫しているようだが、それでも零ゼロにはならない。こうして俺は、ちまちまと回復役に回る。

「ガンツ、いっきまーす」

　ネタが豊富な奴やつだ、とその後ろ姿を見て思う。
















　攻撃と速度上昇の赤と黄色の光の帯を残して走るガンツ。

　起き上がったゴーレムは、ちょろちょろと動くガンツを標的に据すえるが、タクとケイに阻はばまれ、ターゲットを変える。そして体勢が崩されたら、魔法でドカン。

　魔法を受ける度たびに、がくん、がくんとＨＰが減って見える。

　このままいけるんじゃないか？　と思ったが相手はボス。そうは問屋が卸おろさない。

「こっちＭＰ切れ！　前衛耐たえて！」

　後衛の魔法職は、ゴーレムの残りＨＰが四割程度のところでＭＰが切れた。俺の二重エンチャントよりも魔法職二人の連続攻こう撃げきの方が早くＭＰ切れ。

　ここからは、俺たち男が、魔法職のＭＰ回復まで戦線を支えることになる。

　とは言っても俺もＭＰの残りが心許無い。最低限の維い持じに努める。

　前衛三人のエンチャントを防御エンチャントに切きり替かえる。

　先ほどの攻撃重視とは違い、前線維持が目的だ。

　これでクリティカルをもらっても、前衛職なら僅わずかに残るとのことだ。

　それに、ポーションの大量投入で戦線を何とか維持しようとする。

「おらっ！　またコケろ！」

「止よせ、ガンツ。さっきとは違うぞ！」

　ケイの声が響ひびく中、果か敢かんにゴーレムの前に飛び出すガンツ。

　腕を取り、流し、関節を決める。ダウンを取ろうとして、今度は失敗した。

　エンチャントは最低限しか維持しておらず、速度のエンチャントが付加されている時なら即そく離り脱だつも出来たが、今は防御エンチャントだけ。回かい避ひ速度が足りない。

　逃にげ遅おくれたガンツの腹にゴーレムの拳こぶしがめり込む。

　突つき上げ、振ふるわれる剛ごう腕わんと共に放物線を描いて飛ぶガンツ。クリティカルは免まぬかれたようで、ＨＰにはまだ若じやつ干かんの余よ裕ゆうがある。だが──

「避よけて！」

　全体を見み渡わたせる位置にいるミニッツの声。立ち上がったゴーレムが、空中で受け身を取ろうとするガンツの足を摑つかみ、縦に振り下ろす。硬かたい地面に叩き付けられたガンツのＨＰは、レッドゾーンに突とつ入にゆうした。

　タクとケイが慌あわてて間に入って対象を替える。

「早く後ろに行って回復してもらえ！」

「おい、動けって【気絶】かよ！　タイミング悪いな！」

　ガンツが動かない。ＨＰがレッドゾーンのまま。

　危険域なのに動かない、いや動けない。バッドステータス【気絶】が原因だ。

【気絶】とは、一度にＨＰを一定割合削けずられると、低確率で起こる状態異常。まさかこのタイミングで。

　前線の二人は、ガンツのフォローまでできそうにないし、魔法職の二人は、そもそも前に出るべきじゃない。今動けるのは、俺だ。

　回復役の俺は、最大の回復量を持つブルーポーションを取り出して、駆かけ出だす。

　速度エンチャントで加速して、一足飛びで近づく。

　ポーションをガンツに振りかけ、頰ほおを引っ叩き、文字通り叩き起こす。

「痛いんですけど！」

「さっさと起きろ！　ほら、もう一本」

　ブルーポーションをもう一本を割って、振りかける。二本も使えば、全回復だ。

「なんだ、この回復量は」

「良いから後ろ。二人の邪じや魔まになってるぞ」

　首根っこを摑むように引っ張る。

「ＭＰがほぼ回復した！　また打てるよ！」

「じゃあ、もうダウンとかのタイミングはいいから打ってくれ！」

「了りよう解かい！」

　俺たちが離り脱だつすると同時に、光と風の魔法が通り過ぎる。

　ゴリゴリと、岩を削る音と爆ばく音おんが響く。強い光で目を開けていられない。

　待機時間デイレイ・タイムで魔法が止まる瞬しゆん間かん、濛もう々もうと立ち込める砂すな煙けむりの中を割さいてゴーレムが現れた。

「まだかっ！　糞くそっ！」

「いや、もう終わりだ」

　俺が悪態を吐つく中で、タクがそう呟つぶやく。

　ゴーレムが重厚な咆ほう哮こうを上げて、崩れ始めたのだ。

　ごろごろと上から順に崩れ落ちるゴーレムは、第三の町の門番の様な雰ふん囲い気きがあり、守り切れなかった哀あい愁しゆうのようなものを感じさせる。

　全てが崩れ落ち、動くもののいなくなったところで、俺はやっと息を吐き出すことができた。

「はぁ～。やっと終わった。マジで冷や冷やしたぜ」

「助かったわ。ユンちゃん、ありがとな」

　もう、ぴんぴんだ、と軽くジャンプして見せるガンツ。

「全く、すぐに魔法職が攻撃できるなら助けなければよかったか？」

「そんな殺せつ生しような。たとえボス倒たおしても、俺だけ死に戻もどりだと、俺は討とう伐ばつしたことにはならないんだよ。ぼっちは寂さみしいよ」

「それに、ユンちゃんがガンツ引っ張ってくれなきゃ、私がそのまま魔法で巻き込むつもりだったし」

「酷ひどっ！」

　あー。うん、大のために小を捨てる、か。ミニッツ心得ているな。でもそうか、今は蘇そ生せいアイテムとか無いし、倒れたら死に戻りだもんな。

「冗じよう談だん冗談。ガンツは頑がん張ばったよ」

「みんな、お疲つかれ。これで第三の町に行けるよ、ユンもお疲れ」

「おう、お疲れ。じゃ、行くか？」

「その前に恒こう例れいのドロップチェック。誰だれかがレアドロップ持ってるかもしれないしな」

　ああ、そういうことね。まあ、レアドロップは兎とも角かく、確か、上質な鉄鉱石を落としてくれたはずだよな。持ってる鉄鉱石を錬金すれば、それなりに上質な鉄鉱石の数を揃そろえられるから、レベル上げのためにインゴット作るかな？

　そういう思いでインベントリを開いても、上質な鉄鉱石はなく、別のアイテムがあった。

「なんか、【地ち精せい霊れいの石】って出た」

　俺が何気なくポツリと呟いた。

「「「レアドロップ、キタァァァァ!!」」」

　大だい音おん響きようで、俺はびくっと体を震ふるわせる。いきなり大声出して怖こわいって。

「悪い悪い。ボスのドロップってノーマルとレアの二種類だけど、いきなり出すなんて、ユンは運良いかもな」

「地精霊の石は、生産職が武器や防具に使うと、追加効果を付ふ与よできるアイテムだから稀き少しようだぞ。ガンツの鎧よろいもブレードリザードの剣けん鱗りん石せきで強化したから。打だ撃げき攻こう撃げきを受けると反射ダメージが発生するっていう追加効果を持ってる」

　ふーん。これってどうなんだ？





地精霊の石【素材】

大地の精の力を持った石






　説明ってこれだけ？　何の追加効果があるか分からないし、まあ、良いか。

「うーん。あんまり有あり難がた味みが分からんな。今度誰かに聞いてみるか」

「止やめとけ。【ＯＳＯ】の鉄則、センスの構成はなるべく披ひ露ろうしない、レアアイテムの所持を匂におわせない、だ。前者はＰＶＰの対策が取られて、後者は交こう換かんのカモにされる」

　ほぉー。そういうことがあるのか。でもミュウやマギさんは、信用しているし、その辺に聞けばいいかな？　でも防具は初期だし、お金ないから、多分そういう使い道はまだないな。

「まあ、今はインベントリの肥こやしだ」

「勿もつ体たいない。まあ、マイペースがユンらしいな。大分回復したし、町に行こう」

　みんなで揃って町に行く。辿たどり着ついたのは──鉱山の町。

　建物は、木造二階でちょっと緑の少ない感じ。ＮＰＣは、肌はだが浅黒く、ちょっと汚よごれたつなぎや首にタオル。いかにも炭鉱夫って感じの人たち。

「来たんだな。別の町に」

　俺が感動でちょっと震えている間、みんなは。

「お疲れー。それじゃあ、また今度」

「今回は、ユンちゃんが手伝ってくれて助かったよ」

「またな。次は【弓】のレベルを上げられる敵でも探して狩かりに行こう」

「じゃあ、さようなら」

「じゃあ、ユン。また今度な」

　どんどんと青白い球に触ふれて、消えていく。ぽつんと一人俺。

　みんな意外と淡たん泊ぱく。てか、最後に残すなよ。







　五章　追つい跡せき者と装備







　まだ、第三の町に辿り着いているプレイヤーは少ないようで、ちょっと閑かん散さんとした感じがあった。散歩ついでに俺は、町のＮＰＣに話を聞いて、アイテム売り場を探していた。

「いらっしゃい。何見る？」

　何ともやる気のなさそうな男だ。肌も白いし、この町の雰囲気とあまり合わない男だったが、その辺は気にしないでおく。

　ＮＰＣの販はん売ばいリストを眺ながめる。俺の目的は素材アイテムだ。つらつら、とリストを下げた下の方に目新しいアイテムがあった。

　薬やく霊れい草──どう見ても薬草の上位互ご換かん。

　そして、もうひとつ。

　魔ま霊れい草──なんか、魔ま力りよく関係の薬草があった。もしや、これで念願のＭＰポーションが作れるかもしれない。だが高い。

　二つとも５００Ｇ。合計で１０００Ｇだ。ここ数日の蓄たくわえ約２８００Ｇが消し飛ぶ。しかし、俺の場合、ひとつ買えば時間の許す限り増やせるのだから、ということで購こう入にゆう。

　あと、ＮＰＣに何かないかと色々と聞いて回っていたら、とある場所を勧すすめられた。

　それが町の中心部の酒場だ。

　どうせ町中だし危険はないと思って行ってみたが、結構ゴロツキっぽい恰かつ好こうの人はいるし。筋肉隆りゆう々りゆうの人もいるし、場ば違ちがい感が否いなめない。

「おうおう、嬢じようちゃん。ここは子供の来るところじゃないぞ」

「俺を嬢ちゃんって呼ぶな。それから男だ」

　話しかけてきた半はん袖そでに短たん髪ぱつの男を見上げるように睨にらみ返す。これはイベント用のＮＰＣだろうか。まあ、適当に話を合わせておく。

「うん？　その指に着けてるのは何だ？」

「指輪だろ」

　なんか、酔よっ払ぱらい共が急に静かになって不気味だ。目の前の男の目元も険しくなる。

「その指輪はお前が作ったのか？」

「ああ、【細工】で作った」

「そんな細ほそ腕うでで金属を扱あつかえると思うな！」

　なんか怒ど鳴なられた!?

「そんなの！　出来ているだろ！　ほら！」

「そんな鉄くず同然の装備や装そう飾しよく品で満足して、程度が知れてるな」

　カッチーン。なんかムカつくなこいつ。ＮＰＣだって分かっていてもムカつく。俺だってもっと凝こったアクセサリー作りたいっての。時間がないだけだ。

「なんだ？　やるのか？　なら殴なぐってみろ。俺を一歩でも動かせたら、認めてやる」

「男に二言はないな」

「もちろんだ」

　俺は、腰こしを落として、力を溜ためる。そして奴やつの腹に渾こん身しんの一いち撃げきを叩たたき込む。だが、この男、びくともしない。割れた腹筋が鉄のように硬かたい。殴った俺の手が痛くなるほどに。まるでタクの鎧を殴ったような、そんな感覚だ。

「おい、噓うそだろ」

「女の細腕なんてそんなもんだろ。出直せ」

「ちょっと待て！」

　男を呼び止めようとしたが、店主らしいダンディーな髭ひげおじさんに店から摘つまみ出された。

　俺が店を出た途と端たん、酒場の男たちの声が漏もれ出て聞こえる。なんか、俺が雰囲気を悪くしたみたいで気分が悪い。あー、もう、一度戻ってマギさんに愚ぐ痴ち聞いてもらおう。

　まだ日は高い。ポータル──青白い球の形をした移動用オブジェクト──を使うより採取しながら走って行こう。採石場の敵は遅おそいから。

　そうと決まったら、【速度上じよう昇しよう】のエンチャントで一気に駆かけ抜ぬける。非アクティブになったゴーレムやサンドマンを尻しり目めに、アイテムを採取しながら、第一の町へ戻ってきた。

　採石場での採取で、手持ちの鉄鉱石が物もの凄すごく豊富になった。

「マギさん、聞いてくださいよ」

「おお、ユンくん。今日はボスの攻こう略りやくだったんでしょ？　失敗した？」

　マギさんの店てん舗ぽに辿り着いた俺は、カウンター越ごしにマギさんと話をする。

　近くの椅い子すを引っ張り出し、愚痴を零こぼしていく。

「ゴーレム討とう伐ばつは成功して、第三の町に行ったんですよ」

「あー、あそこね。仲間内でレベルの高い金属が欲しいから、近い内に私らも行く予定だよ」

「マギさん、生産職ですよね？　戦えるんですか？」

「ムリムリ。だから、六パーティー。総勢三十六名の大集団で突とつ破ぱする予定だよ。って言ってもその半数は、生産職。町に行くのが目的だから、共きよう闘とうペナルティーなんて私らには関係ないんだよ。そもそもレベル上げの畑が違ちがうからね」

「はぁー。戦せん闘とうと生産の違いか」

「物量差での押しきりだよ。で、話はゴーレム討伐じゃないんでしょ？」

　そう言われて、やっと本題に入れた。

「さっき、第三の町を見て回って酒場に入ったんですよ。そしたらＮＰＣに喧けん嘩か吹ふっかけられて、相手になりませんでした」

　簡単にまとめすぎたが、マギさんは、何か分かったような雰ふん囲い気きでいる。

「あー。あの中央近くの酒場でしょ。いやー懐なつかしいね」

「あれって何ですか？」

「金属扱う生産職が誰でも通る道だよ。ユンくん、【細工】のレベルいくつ」

「えっと、13かな？」

「じゃあ、無理だ。最低でも25はないとあのイベント進まないから」

「どういうことです？」

「うちら【鍛か冶じ】や【細工】って、実際金属だけ扱うわけじゃないんだよ」

「まあ、そうですね。って今使えるの金属と宝石だけですよ」

「そうそう。だからそこ。あれって、レベル25にして殴ったら、今度は腕わん力りよくだけが鍛冶師の真しん髄ずいじゃない！　とか言われて、半ば強制的に単身鉱山に放り込まれるからね」

　そのイベントの意味って何？　プレイヤーを怒おこらせたいわけ？

「まあ、それで得られる特とく殊しゆ技能。一いつ般ぱんにＥＸスキルとか呼ばれるイベント取得スキルが得られるんだけどね」

「へぇー。これの場合、どんな？」

「金属以外のアイテム使って見み栄ばえが変わる」

「それで性能は？」

「変わらないけど。デザインによっては、ネタ装備で一部の人に好まれたんだよ」

　例えば、カチューシャに動物の毛皮を使って、イヌミミ、ネコミミとか、獣けもののしっぽとか作ったり。一部のマニアの間で取引されたとのこと。

「まあ、最初に始めたの私だけどね」

「マギさんですか」

「今は、お堅い金属武器や鎧よろいを作ってるけど、注文があれば作るよ。ちなみに、βベータ版ではそれで荒あら稼かせぎしたしね」

「面おも白しろいことするな。でも、イメージキャラを作るために注文とかありそうだけど」

「あったあった。友達の木工師なんか、ネクロマンサーイメージにするために杖つえを悪あく趣しゆ味みな骨や髑どく髏ろにしてくれ、ってのがあったり、裁さい縫ほう師しの場合は、吸きゆう血けつ鬼きのマントみたいにしたいから、布の表面を蝙こう蝠もりの皮ひ膜まくで覆おおったり、結構自由度あるよ。結局、どっちも喜んで作っていたね。その二人は、布や木を扱うけど、第二の町には対ついになるイベントがあるし。今は団体組んで行ってるんじゃないかな？」

　そうなんだ。それにしても面白い話を聞けた。うーん。キャラのイメージで装飾品か。自由度あるな。

「まあ、そんなところ。あと、ポーション余ってたら売ってくれる？」

「あっ、はい。分かりました。じゃあ、新しく作ったやつで良いですか？」

「ほいほい、確認するよ」

　虎とらの子このブルーポーションと余りのポーションだ。さすがにゴーレムに挑いどむのに五十個は作りすぎた。半分くらいしか使わなかった。

「あー、ブルポ。しかも回復量が多いな。これって劣れつ化かハイポ並みだね」

「効果高いですか？」

「うんうん。ブルポが十個に、ポーションが二十二か。うーん、ブルポはＮＰＣに売ると安いけど、この回復量の多さはハイポだし、ハイポの五割だから……５００Ｇで合計５７７０Ｇってところかな？」

「おおっ、ブルーゼリーなんて安い素材が高くなった」

「作り方は分からないけど、効果が高いのは嬉うれしいね。これからも納品よろしく」

　愚痴も言えたし、結構ブルーポーションが美お味いしい稼かせぎになった。

　俺の中でブルーゼリーの評価が鰻うなぎ登のぼり。その後、ＮＰＣのお店から買ったが、塵ちりも積もれば……一個７Ｇを百個買うと７００Ｇと、少し計画性がなかった。

　残り、６０００Ｇ程度。ここは装備を整えるよりはと、また畑の拡張で金欠になった。




　ログアウトしたその日の夕食の席、互たがいに近況報告的な会話で盛り上がった。

「おお！　お兄ちゃん、第三の町に行ったんだ」

「巧たくみに誘さそわれて、疑ぎ似じヒーラーとしてな」

「あー、まあ、巧さんも考えてるんだね。生産職の人は、早めに第三の町に行きたがるし」

　何やら納なつ得とくした感じの美み羽う。実際、巧もそういう考えがあったのかもしれない。そう考えると騙だまされてばっかじゃない気もする。

「そうだ。お兄ちゃん。今日ね、【防ぼう御ぎよ力上じよう昇しよう】が30になって、新しく【物理上昇】のセンス取得したんだよ。空きの所に【行動制限解除】のセンスも入れたし」

「【物理上昇】と言えば、センスツリーがどうとかこうとか、って聞いたけど何？」

「センスツリーってのは、いわばセンスの樹形図だよ。【剣けん】の派生で【片手剣】【両手剣】って枝分かれするんだけど、それが別の種類の派生に変わっちゃうんだよ」

「それって何かあるのか？」

「例えば、ＡとＢってセンスを鍛きたえると、別のツリーのＣってセンスが取得出来たりするの。それでＣを取得すると、ＡとＢのセンスが未取得状態になるんだ」

「つまり、また取り直しになるんだな」

「でも、レベル１からやり直しはちょっと辛つらいから、極度のパワーファイターじゃないと取らないかも。敢あえて別のツリーに乗のり換かえないで、その系統のセンスを鍛える人もいるよ」

「ふーん。それじゃあ【行動制限解除】って何だ？　取得可能なセンスにはなかったよな」

「お兄ちゃん、ちょっとは情報知ろうよ」

　効率も良いが、縁えん側がわで茶を飲む心持ちが欲しいよ、兄は。

「合計取得ＳＰセンスポイントが20を超こえると、獲かく得とくできるセンスが増えていくんだよ。βの時は、40でも増えたから多分60でも増えたりすると思う。だから、20になったら、自分のイメージに合わせて総そう入いれ替かえの人もいるんだから」

「それで、20で出たセンスの方が強いのか？」

「ううん。全然。性能的にいえば、大差ないね。ただ、出てくる敵の弱点を突ついたものや状態異常耐たい性せいセンスとかが目立つかな？　後は、育てば化けそうな眼力系のセンスとか」

「【鷹たかの目】も目だぞ」

「例えば、【蛇へびの目め】センスがあるんだけど、発動させた相手に麻ま痺ひ効果を与あたえるもので、これは20から取得できるやつだよ。【鷹の目】よりもよっぽど戦闘向けだね」

　ボロクソ言われている。ごめんよ、【鷹の目】。でも、俺はお前を見捨てないよ。

「【鷹の目】だって育てれば、いつかきっと最強に」

「確かに【鷹の目】の成長や派生は、誰も知らないからね。βでも取っていた人は、25くらいで諦あきらめたらしいし」

「よし、全部のセンスを30まで育ててみるか。でも、そう考えると、ＳＰを多く取得するために、多くのセンスを取るやつがいそうだな」

「実際、片っぱしから取って、レベル10程度になったら、新しく手に入れていた人もいたよ。でも考えなしでやると辛いのにね。上位センス取るのに、ＳＰの消費は２、多くて５。そんなことやってたら、上位センスを取得するために、レベル50とか60まで上げないといけないんだから。平均的に上げるのも大変だし」

　さすが上級者。最短コースを見み極きわめている。

「私は、βのレベルまでまだ時間が掛かりそうかな？　お兄ちゃんは何してるの？」

「何しているって？」

「そのままの意味だよ。何してレベル上げしてるの？」

「あー。俺は、ポーションとか、アクセサリー作ってるわ。素材アイテムを消費して金にしたいし。良いレベル上げになるぞ。生産だけだけど」

「相変わらずの金欠だね」

　美羽が鈴すずを転がすような声でころころ笑う。別にいいだろ。これでも今のレベルでは戦闘でそこそこ役立つんだから。本当だぞ。

「まあ、妹は、お兄ちゃんを見守りますよ」

「おう、見守ってくれ」

「うんうん。女の子のお兄ちゃんに悪い虫がつかないようにするのが私の役目です」

「好い加減そのネタで弄いじるのやめてくれるか。たまに思い出して悶もん絶ぜつしたくなるんだから」

「分かったよ。じゃあ、私は、静しずかお姉ちゃんと一ひと狩かり行ってくるよ」

「はいはい、静姉ぇによろしくって伝えてくれ」

「お兄ちゃん、一いつ緒しよに狩りしないの？」

「今日はパス。疲つかれた」

　色々やったし、ボスＭＯＢは緊きん張ちようした。ＶＲって臨場感半はん端ぱないが、戦闘の時の緊きん張ちよう感かんとかヤバかった。あそこまで神経すり減らすとは思わなかった。その内、ドラゴンと戦うかもな、と思うと、ぶるりと身み震ぶるいがする。──ああ、考えるのやめだ、やめ。

「じゃあ、お兄ちゃんは、追おい越こされないように頑がん張ばってね」

　そう言って、部屋に入っていく。その言葉と今日のタクとのパーティー狩りを鑑かんがみて、やっぱり武器や防具は充じゆう実じつさせた方が良い、と実感した瞬しゆん間かんだ。




　　　　●




　それから数日、装備の充実を目標に、畑仕事と、アクセサリー作りや研けん磨まで【細工】のレベル上げとポーションでお金を貯ためて４万Ｇ。

　貯まったお金でほくほく顔。これで俺に弓を売ってくれる人がいればいいが、と思って町を歩いていると……。

　俺──ストーキングされとる！

　いや、待て。何かの間ま違ちがいだ。二十代前半の長身モデル体型の男と、ロリショタ系の少年の二人組が後を付けてくる。おいおい、待てよ。ナンパじゃなくてなんでストーキング!?　町中を早足で抜ぬけると、追い掛かけてくる。結構、ハイレベルなプレイヤーじゃないのか？

　振ふり返かえると、隠かくれた位置から長身の男の頭とマントの端はしが見えて、バレバレ。だが、バレているのが分かっているはずなのに、何な故ぜか尾び行こうをやめない。

「誰だれかにＳＯＳ出すか？　でも……いや、もしＰＫプレイヤー・キラーなら、人を呼ぶより逃にげた方が早いし」

　足には自信がある。第三の町までは、彼らも付いて来られないだろう。そうと決まれば、全力で西へ逃げる。

「《付加エンチヤント》──スピード」

　エンチャントを施ほどこし、走り抜ける。今までに、採取していた林の地理は、全て把は握あくしている。一気に最短距きよ離りで採石場まで抜ける。だが、後方の二人は付かず離はなれずのままでいる。やっぱり、格上だ！　でも何で俺なんかを狙ねらう？

　思い当たる節は──地ち精せい霊れいの石か。それとも所持金。

　もしかして、俺が強化素材を持ってるのがバレている!?　そうじゃなくても、ＰＫされると俺の血と汗あせと涙なみだの結けつ晶しようである４万Ｇの半分が相手に動く。

　ＰＫのシステムのメリットは、倒たおした相手の所持金を得る点だ。

　初期装備でプレイヤー二人なんて相手できるわけないだろ！

　男なのに、男にストーキングされて、あまつさえ、命の危機。ゲームだけど。

　これはもう、第三の町まで逃げて、ポータルで戻もどって誰かに助けを求めないと。

　採石場では、アルマジロやクラブを避さけて、サンドマンやゴーレムをガン無視。後ろの二人は、サンドマンに阻はばまれている。やった、これで撒まいた、と町の入り口で一息。

「はぁはぁ、やっと撒いた。何なんだよ、あいつら。あー、怖こわかった」

　やって来ないよな、と背後を振り返る。どうやらいないようで安心したが、ポータルで第一の町に戻って弓を売ってくれる人探さなくちゃ。それと防具。布製の防具。あー、そう言えば、あの長身の男の人の服って何気に格好良かったな。どこで売ってるんだろう、と思いながら、ポータルで転移。

「やっと、会えたぞ。貴様」

　ポータル先に何故かさっきの人たちがいました。あの距離をどうやって戻ったんだ、と思わなくもない。

「初心者装備で侮あなどった。第三の町まで行けるなんて思わなかったぞ。俺たちは死に戻りだ」

　──俺の馬ば鹿かぁぁぁぁっ！

　死に戻りだ。俺はまだあの町に殆ほとんど用がないし、戻るためにポータル使うことを想定すれば、ここ見張ればいいだけじゃん！

「さあ、話をって、おい待て！」

　また逃げる。今度はあの人たちが来ない場所に。いや、ＳＯＳで人を呼ぶまでどこかに匿かくまってもらおう。そう、マギさんのお店がいい。そう思うと走り出す。

　背後をちらりと見ると、二人は全力で走ってきているが、さっきより遅おそい。おお、そうか、デス・ペナルティーによるステータス低下か。

　今の内に、マギさんのお店に前のめりで走り込む。

「あー、ユンくん……『マギさん、匿って』へっ？」

　そのまま、カウンターを飛び越えて、カウンターの裏側に体育座りで身を縮める。

　なるべく息を潜ひそめ、背後の気配を探るように目を動かす。なんか、心しん拍ぱく数すうがどんどん上がり、嫌いやな汗が流れる。

　しばらくして、店の中に人が入ってきた。

「マギ。少しいいか？」

　あの男たちが来た。足音は二人分。更に心拍数が跳はね上がり、見えないのに、しきりに瞳ひとみを動かし、どこにいるのか確かめる。いくら町中でＰＫができないと言っても、そういう輩やからと一緒にいたいわけじゃない。

「何？　どうしたの？　この前の速度のボーナス補正のアクセサリーはどんな感じ？」

　マギさんが大分砕くだけたような口調でいる。二人はマギさんのお店【オープン・セサミ】の客のようだ。

「ああ、かなりの速度だな。五つ装備して補正を掛けて、スピードタイプのプレイヤーに比ひ肩けんするだろう」

「速かったね。余っているＳＰで速度関係のセンスを取れば、最速だって狙えるね」

　俺とのデッドチェイスのことを淡たん々たんと語る二人。

「やはり、装備が充実すれば性能差を覆くつがえせるということが分かっただけでも十分だ。で、マギ。お前、隠しているな」

　俺は、カウンターの内側からマギさんを見上げる。ふるふると首を振るのを見て、マギさんが笑顔のまま、指でＯＫサインをくれた。

「何のこと？　最近では、私の所に色んな鍛か冶じ師が教えを請こいに来るけど、私らのルールは、適正価格での販はん売ばいでしょ？」

「適正価格は、問題じゃない。お前のセンス構成など大体は知っている」

「僕らが知りたいのは、【謎なぞのブルポ売り】の話。マギっちが委い託たく販売してるそれの効果は、僕らの耳に届いているんだから」
















　ブルポって、俺のブルーポーションか!?　でも何で。あんなもん誰でも作れるだろ。

「ははぁーん。つまり、そのブルポ売りから効果の高いポーションの作り方を無理やり聞き出して、【調合】や【合成】持ちに教えようと思ってるわけ？　クロード」

　マギさんの声のトーンが一段下がる。その声に、クロードと呼ばれた男がたじろぐのが分かる。

「マ、マギっち。それは違ちがうよ。クロっちは、ただの興味だし。それに、マギっちが最近懇こん意いにしている初心者プレイヤーって気になるじゃない。裁さい縫ほう師しのクロっちは、他ほかにも大きな毛皮とか皮ひ膜まくの出所を知りたがっていたし」

「あのね、リーリー。あんたらが何やったかは知らないけど、その娘こが私に助けを求めてきたって事実だけで、私には十分なんだけど。それに無理に技術を聞き出すってどう？　その娘の頑張りや優位性が失われるでしょうに」

「うっ……」

　今度は、ロリショタが黙だまる。マギさん、マジでありがとう。頼たよりになります。

「で、何やった」

「話を聞こうと思ってな」

「で？」

　下から見上げるマギさん。顔が怖いというか、笑顔のまま相手を追いつめております。

「最初は、声を掛けようと思ったが……タイミングを見計らっていたんだが……その、逃げられてな。ポータルから出てきたところでやっと声を掛けたら、血相変えてここに逃げ込まれたんだが、もう裏口から逃げたか？」

　……ってこの人、ただのヘタレですか!?

　貴様って言われた時、なんかメッチャ怒おこってないか？　と思ったんだけど。

「全く、トップの裁縫師が、何を阿あ呆ほうなことやってるわけ？　それに付き合うリーリーもだよ。二人の男に追いかけられる女の子の気持ちを考えなさいよ。いくらゲームって言っても表情とかはリアルに伝わる。ゲームだから普ふ通つうの倫りん理り観かんとは違うものが働いて、勘かん繰ぐられても仕方がないよ」

　マギさん、言いたいことを全部言ってくれた。でも俺、男なんです。普通と違う倫理観。つまり、殺人プレイヤー・キルが罪じゃないってこととかです。

「クロードは、仏ぶつ頂ちよう面づらで怖いんだから。普通に逃げるよね」

　最後にきっちり止とどめを刺さした。

「分かってる。悪かった。その、フォローを頼たのめないか？　詫わびの品も用意する」

「僕からもお願い。マギっち」

　マギさんが、盛大な溜ため息いきを吐はき出す。

「──で、どうする？　許すの？　ユンくん」

　そうカウンターの内側に声を掛けられる。確かに、さっきの話を聞いた限り、俺をどうこうするって感じじゃないし、まあ、顔を見せればいいか。クロードって男、ちょっと威い圧あつ感かんあるんだよな。身長も高いし。

「その、マギさん。ありがとうございます」

「……居たのか」

　クロードがなんか、居い心ごこ地ちの悪そうな表情をしている。

「それで、ユンくんは許してあげるの？」

「許す、許さないは、マギさんが言いたいこと全部言ってくれたからもういいですよ」

「そっかそっか。ユンくん、優やさしい娘だね。お姉さんは嬉うれしいぞ」

「だから、娘って。俺は男ですよ」

「こんな可愛かわいい子が男の子な訳がない！」

　突とつ然ぜんの声を上げるクロード。

　あー、なんとなくクロードって人間が分かったわ。あれだ。ガンツと同じベクトルの人間だわ。俺の冷ややかな視線を受けて、咳せき払ばらいするクロードと苦笑いするリーリー。

「それで紹しよう介かいしてもらえる？」

「うーん。謎のブルポ売りの弓使いさんだね」

「俺は、ユンです」

「じゃあ、ユンっちだね。よろしく。僕は、リーリー。木工師やっているから弓の作成依い頼らいに来てよ。杖つえばっかりの依頼が多いから飽あきちゃって」

「俺は、クロードだ。革と布を主に扱あつかう裁縫師だ」

　あー、二人とも生産職なんだ。なんか、武器っぽいもの無いと思ったらそうだったか。魔ま法ほう使つかいって見方もあったから驚おどろきだ。

「で、聞きたいんだが、謎のブルポって何だ？」

　うーん。みんな微び妙みような表情を浮うかべている。当人だけが知らず、みたいな雰ふん囲い気きから聞いてみたが、なんか場ば違ちがい感が否いなめない。

　──謎のブルポ。

　それは【ＯＳＯ】にある金属武器・防具専門店【オープン・セサミ】の一角で委託販売されているポーション。

　ブルーポーションとは、調合すればポーションと同等で、安価で作れるとβベータ版では重宝されたが、作製の難易度が【調合】レベル15以上と、正式版を始めたプレイヤーにはハードルが高く、初期のポーション騒そう動どうでは、ブルポを作る人間がいなかったのも相まって高こう騰とうしたとのこと。

　現在は、ポーション価格も落ち着いているが、次はハイポーションが高騰すると懸け念ねんされているところに、回復量の多いブルポが登場。

　ハイポーションには劣おとるが、安さと使い勝手の良さで、前線を突つき進すすむプレイヤーたちが【オープン・セサミ】のブルポを欲しがっている、とのこと。

　そこで浮ふ上じようした謎の調合師、もとい、謎のブルポ売りの話。

「俺たちは、それを探していたんだが……その、怖こわい思いをさせた。すまなかった」

「いや、良いけど。で、俺がそのブルポ売り？」

　驚きだな。ブルーゼリーの粉末と乾かん燥そうした薬草混ぜて抽ちゆう出しゆつしただけなのに。

「そうそう、ユンっちだよ。目を付けたのは、金属鎧よろいでも金属武器でもないプレイヤーが出入りする時点で、場違いだったからね」

　確かに、弓と布防具、どちらもマギさんのお店で扱っていないのだ。

「まあ、金欠な生産職だからな。こうして細々とポーション売ってるわけだよ」

「だが、気に入らないな。お前、自分の姿をよく見ているのか？」

「うん？」

　クロードが顔をかなり顰しかめている。正直睨にらまれているようで怖いし。マギさんはニコニコ楽しそう。リーリーは、わたわた左右を見比べている。

「俺たち生産職は、何な故ぜ装備品にこだわると思う？」

「さぁ、ステータス的な増強だろうか？」

　軽く首を傾かしげると、クロードの目がカッと開く。

「違う！　そこにロマンがあるからだ！」

「はい!?」

「確かに、ステータス面での充じゆう実じつは、ゲームでは必要だ！　しかし、それならば、システムが生み出した無個性な装備で十分な筈はず。俺たち生産職は、そこにシステムやゲームが用意していないものを求めるんだ。例えば、露ろ出しゆつ度どの高い服が欲しいと注文されれば作る。だが、ただ露出の高い上乳見せの衣装を作ったところで下品になってしまう。如い何かに、美しく、如何に魅み力りよく的に作るかが重要。そう、そこにロマンがあるのだ！　マギの作ってたネコミミ装備然しかり！　リーリーの作る装備然り！　俺のロマン溢あふれる服装然り！」

　聞いている言語は、日本語だ。だが、この目の前の男が何を言っているのか分からない。

「故ゆえに、俺は言おう。お前は、素材が良いのに装備が初期のまま──勿もつ体たいないと」

「へ、変態か？」

「まぁ、クロードは、変だけど、共感できるところはあるよね。どう作れば使い易やすいのか、どう作れば、その人に合うのか。どんな風に使ってくれるんだろうな、って想像しながら作るのは、楽しいから」

　マギさんがそう言葉にする。なんか、すんなりと意味が理解できた気がした。

「俺は、そんなことまで考えてポーションは作ってないな。高く売れるように工く夫ふうするだけで」

「僕も同じだよ。自分が作りたいものを作る。みんな別々なんだからそれでいいじゃん」

　リーリーが屈くつ託たくのない笑顔をこちらに向けてくる。生産職って一口に言っても色々な人がいるんだな。

「そこで、相談だ。いや、相談じゃない。金さえ払はらえれば、詫びの品として最高の防具を作ってやる」

「クロード。えらく上から目線だね。うん？」

「うっ……ぼ、防具を作らせてください」

「クロっちは腰こしが低いね」

「あれ？　一いつ緒しよに追いかけまわしたのは誰？　リーリー」

「えっ、僕も!?」

「当然、二人が詫びなさい。持てる技術を使って、ね。ちなみに、４万で製作してね」

　さっき、俺に生産職の何たるかを語ったマギさんは、一転して語気が強い感じに変わる。

「……安すぎだろ！　布防具は一か所最低４万。上下六か所で25万前後が今の相場だ！」

「誰だれが、クロードだけって言った？　二人合わせて、４万よ」

　ひぃぃぃっ、マギさん。それは阿あ漕こぎですって。

「マギさん。やり過ぎ、やり過ぎ」

「もう、ユンくんは優し過ぎるな。ポーションだって、私に委い託たくしなければ、もっと早くお金貯たまるのに」

「いや、お金欲ほしいけど。あんまりその、ぼり過ぎると、妹の愚ぐ痴ちが酷ひどくなるし、急いでいるわけじゃないので。マギさん適正価格で売るって言ったじゃないですか。それですよ。俺がこの人なら信しん頼らいできるな、って思ったのは」

「嬉しいこと言ってくれるね。仕方がない、男共」

「「は、はい！」」

　マギさんの、一段トーンの低い声が響ひびく。

「命拾いしたわね。ユンくんに感謝しなさい。ただし、主犯のクロードが、ユンくんに最低でも防具だけは作ってあげるのよ」

「ああ、もちろんだ」

　うーん。４万で体の一部か。

「ちなみに、体の六か所ってどんな感じ？」

「主に、頭、腕うで、胴どう、腰、内着、外着だ。ちなみに、初心者装備は、腰と外着だけだ」

「ほぉー。じゃあ、先まずは、外着だけ頼む」

「了りよう解かい。追加効果は、どうする？　生産職の場合は、ＤＥＸが高い方がいいが」

「生産職ならそれ一いつ択たくかな？　そうだ。強化にこれ使えるって聞いたけどいいか？」

　俺はインベントリの片かた隅すみにあるアイテムを取り出した。

「そうか、確かゴーレムを素通り出来たってことは、一回は倒たおしたのか」

「おおっ、地ち精せい霊れいの石だ。またクロっちの所にレア素材の依頼が来たよ。羨うらやましいな」

　取り出した地精霊の石。元々これを持っているからＰＫされる、と思ったわけだし、こんなもの早々に使ってしまった方が良いかもしれない。

「レア素材があるなら、今ある金を全部置け。最低限とは言わず最高の出来にしてやる」

「いいのかよ。最低価格４万だろ？」

「そんなものは性能が最低なだけか、素材が無いのが原因だ。ふふふ、これなら俺のレベルも上がるし、互たがいにメリットがある」

　なんか、黒い笑みが怖いな。まあ、作ってくれるしお願いしよう。

　俺は所持金全部と地精霊の石を置いて店を出た。




　　　　●




　後日、マギさん経由で連れん絡らくしてくれるとのこと。

　俺は、そわそわと防具完成を待っていた。その間、大人しく、ポーション作ったり、エンチャントの鍛たん錬れんをしたり。

　丸薬も足りなそうだから、周辺で狩かりして、毛皮とか胆たん石せきを獲かく得とく。

　畑も、薬やく霊れい草や魔ま霊れい草が安定量収穫でき、薬草は、完全にＮＰＣからの買い取りに移行。

　ステータスも大分上がっている。
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　薬霊草からは、ハイポーション。魔霊草からは、ＭＰポーションが作成できた。しかも、薬草と同じように乾燥の工程を経へた方が、回復量が上昇した。だが【調合】のレベルが低かったためか、最初は半分以上が失敗。今では七割成功、といったところだ。

　上質化もして、錬金の下位変へん換かんで数が増えるので、調合の回数をかなりこなせるが、売るほどの数は確保できない。今のところは俺専用だが、低いＨＰから過剰回復オーバー・ヒールである。

　反対に、最近の悩なやみは、【合成】センスの伸のびにあった。合成ポーションを作る必要もなくなり、上げる必要性を感じなくなった。矢も最近では、お店から買ったものだ。

「【合成】がゴミセンスに戻もどってしまった」

　このままでは、【合成】の必要性がなくなってしまう。何とかしなくては、と考え、インベントリにある使わないアイテムを眺ながめている。

「うーん。最近、三種合成とかやってないし、合成ポーション同士で掛かけ合わせても、回復量が微び妙みように増えるだけ。ハイポ、ＭＰポーションに至っては、レベルが足りないのか、失敗続き。あるアイテムといったら……石？」

　大量に拾った石。もう、二百個くらいあるかな？　前に【合成】や【錬金】でやって駄だ目めにしたが、なんとなく今のレベルなら成功しそうな気がする。

「案ずるより産むが易しっていうし──《合成》！」

　三種類出来るキットで石三つを【合成】した結果──岩になりました。

　ちょうど腰を掛けるのに良さそうな丸々とした綺き麗れいな岩。

「お、重いな。インベントリには……おっ、入った入った」

　邪じや魔まになるし、レベル上げのために、石を岩に変換していった。途と中ちゆう、【錬金】でもやってみたが、失敗。何か法則があるのかないのか。岩は、石の上位素材ではない。なら何に使うんだろう。

　ちょうどいい大きさ。畑の周りにでも置けば、景観的に良くなるんじゃないかとの思い付きで、数十個の岩を置いていく。

　灰色の石、黄土色の土、薬草の緑、一角には解毒草の紫むらさきや解げ痺ひ草そうの黄色という、畑というより花か壇だんという様相に変わった。

「うわっ、綺麗になったな、自分で言うのもあれだけど。スクショに残してミュウに見せるのも良いかもな」

　みんな農業を馬ば鹿かにするが、見み栄ばえだけなら綺麗なんだからな、と思う。

　額がく縁ぶちという家具アイテムがあれば、持っているスクリーンショットを飾かざることも出来るらしい。何い時つかは、自分の店を持って飾りたいものだ。

　ぽーん。頭の中で短い音が響く。マギさんからの連絡だ。

「はい、ユンです」

『あっ、防具出来たって。クロードがさっきメモと一緒に置いていったよ』

「あっ、じゃあ、ポーションの納品のついでに取りに行きます」

『了解。待ってるよ』

　まあ、ブルポは、レシピを使えばすぐに出来る。ただ複数の工程を経てやるので、ただのレシピ通りの生産よりＭＰの消費が激しいだけだ。その分、魔力の成長も早いわけだが。どちらも一長一短。

「さて、出来たし、行きますか。《付加エンチヤント》──スピード」

　センスを【速度上昇】に切きり替かえ、エンチャントも施ほどこし、全力で町中を進む。黄色い残像を残して、ものの数分で町の中央近くの【オープン・セサミ】へと辿たどり着つく。

「マギさん。こんにちは」

「はいはい。いらっしゃい。防具、渡わたすよ。あと、サービスだって」

　緊きん張ちようしながらも、マギさんのトレード画面から防具を受け取る。なんか、インナーまで付いてきている。
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ＤＥＦ＋16　追加効果：ＤＥＸボーナス　自動修復






「うわっ、今の防具とは天と地ほどの差だ」

「そうだね。でも、一番の凄すごいところは、地精霊の石の追加効果だよ」

　装備に追加効果を与あたえるレア素材は、強化素材と呼ばれ、特とく殊しゆ効果を齎もたらしてくれる。

「地精霊の石の効果は、自動修復。この自動修復って効果は、耐たい久きゆう度が減ると装備者プレイヤーのＭＰを吸収して回復するみたいだよ。全ぜん壊かいしても、時間とＭＰがあれば完全回復するらしい、ってメモには書いてある」

　便利だな。これが壊こわれたら、今度はちゃんとお金出して買い直さないといけない。

「後ね、防具を強化したければ、俺のところに来い、グレードを上げてやる、だって」

「あーそれは嬉うれしいな。それじゃあ、さっそく装備してみます」

　取り出して見てみると、黒と黄おう褐かつ色しよくのコートといった感じだ。肩かた口ぐちでバッサリと切り取られ、肩や腕の肌はだを露ろ出しゆつさせているのは動かし易さを重視しているのか。所々にレザーや金色の金属の装そう飾しよくが施されて、クロードのセンスの良さがよく分かる。

　耐久度だけが高いシンプルな黒のインナーは、肌はだ触ざわりがいい。その上からレザーコートを着れば、インナーは隠かくれる。

　レザーコートとは言うけど、裾すそはそれほど長くはない。せいぜいお尻しりが隠れる程度だ。腰こしあたりのベルトを締しめれば、きゅっと体に合わせた調整が出来る。

「カッコいいな。気に入った。でも名前のＣＳって何だ？」

「ああ、それね。生産職は、自分の製作したアイテムの名前を自由に変えられるんだけど、クロードの場合、自分の自信作にそうやって番号付けるのよ。何でもクロード・シリーズの略なんだって」

「それは、恥はずかしいな」

　なんか、限定品みたいな扱あつかいだし。まあ、いいが。

「次会ったら普ふ通つうにしてもらおう」

「やっぱり恥ずかしいよね。あと、今度モデルしたら、割引してやる。ともメモには書いてあったよ」

　うっ、なんか、あいつが言うモデルって嫌いやな予感しかしない。ガンツと同じベクトルを匂におわせるだけあって、変な服を着せられそうだ。

「考えときます」

「そうだね。後は……無いみたい」

「そうですか。じゃあ、ポーション納品しますね」

　俺は、ブルポをトレード画面に載のせる。

「一個５００Ｇのブルポが五十個で２万５０００Ｇだね。三日で大分溜たまったね。少し我が慢まんすれば、お店持てるんじゃない？」

「そうですね。いつかは持ちたいですけど、まあ、おいおい」

「そっか、そうなれば自分で売るもんね。お姉さん寂さみしくなっちゃうよ」

「そうしたら、たまには顔出しますよ。マギさんと話するのは楽しいですし」

「おやおや、お姉さんを惚ほれさせる気かい？」

「なに冗じよう談だんを言ってるんですか。事実です。それに、生産職同士の会話を、ね」

　俺が微笑ほほえみかければ、マギさんは、驚おどろいたように目を見開き、すぐに笑い返してくれる。

「生産職同士の会話。それは魅み力りよく的だね。まあ、そうなってもたまにはポーション納品してくれると嬉しいな」

「じゃあ、お店に出向く時のお土産みやげ代わりで」

　まだ来そうにない先のことを二人で楽しく話す。

「じゃあ、防具の性能でも試してきます」

「うん？　これからまた生産かい？　ＤＥＸが上がっているから今まで失敗していたのも成功するかもね」

「その前に戦せん闘とうです。ステータスは、何が影えい響きようするか分からないんですから」

「ふーん。そういう検証で何か分かったら教えてね」

「分かりました」

　俺は、それを聞いて、町から出る。向かうは、東の方面。

　ビックボアとゴブリン、スライムの出現する地域との中間には、ミルバードとグレイラットの二種類のＭＯＢが出現する。レベルで言えば、採石場のストーンアルマジロやロッククラブに相当し、こちらは、速度は速く、防ぼう御ぎよ力が低い。

　空中を旋せん回かいしているミルバードは、こちらが一定距きよ離り近づくと、鳴き声を上げてから突とつ撃げきしてくる。ミュウはそんな相手に、タイミングを合わせて斬り落とす方法を取っていた。

　突撃と言っても、事前に大声を上げるので、こちらとしても察知しやすい。

　グレイラットは、でっかいネズミだ。可愛らしいものじゃない。小型犬ほどもあるネズミで、近づかなければ襲おそってこない。リンク距離が短いＭＯＢなのだ。

　今日のターゲットは、鳥だ。

　上空のミルバードを遠えん距きよ離り射しや撃げきで狙ねらう。こちらの攻こう撃げきは、攻撃力自体は高くないが、相手もＨＰ自体高くない。一撃入れて、気付かれ、近づく間に三本の矢を放ち、地面に落とす。

　俺の弓は、他人が言うほど命中率が低くはないようだが、今の感覚だと更に精度が違ちがう。

　楽々狙える。そう、特定部位を狙い撃うてるほどに。

　事実、飛んでくる鳥の翼つばさを狙って撃ち、飛行の妨ぼう害がいと落下ダメージで消しよう滅めつさせていく。

　防具を替えただけで、これだけの違いが出てくることが分かった。

　そして、鳥の特定部位によって、ダメージ量に差があることも分かった。

　特に、小さい頭に当たれば、ほぼ確実にクリティカル。両りよう翼よくに当たれば、飛行妨害。

「なるほど。場所によるダメージ判定、そして弓と器用さのＤＥＸは関係があるようだな」

　弓と器用さの関係。

　防具によるＤＥＸボーナスで、命中率が上がった。つまり弓使いの場合、ＤＥＸで命中の補正が掛かる。

　今まで多くの弓使いが挫ざ折せつした原因。射程と命中率とコスパ。

　射程は、ＡＴＫに依い存ぞんする傾けい向こうにあり、命中率は、ＤＥＸに依存する傾向にある。

　コスパは、プレイヤー個人の資金力に関かかわる。

　確かに、このゲームは、プレイヤー個人の技能も必要となるが、決してアシストがないわけじゃない。魔ま法ほう使つかいの魔法追つい尾びや剣けん士しのアーツ動作補助なんかがその例だ。

　つまり、ちゃんと弓にもアシストがあるのは当然だが、射程にばかり気を取られ、命中補正まで十分に満たせていなかったのか。

「つまり、脳筋ってことか。そして俺は、生産センスを持つことで、ＤＥＸが高い。なんていう皮肉だよ。ゴミセンスもステータスを紐ひも解とけば、こうなっているのか」

　初期は、どれも低レベルで成長しなかったが、全部を鍛きたえるうちに、ＤＥＸが高くなり、命中に補正も掛かかった、という仮説だ。

　つまり、意図的にＤＥＸを下げた場合、弓矢の命中率が下がれば、ＤＥＸが補正を掛けていることになる。

　俺は、防具を初期装備に戻もどし、センスもＤＥＸに関かん与よするものを外す。

【鷹たかの目】なしで上空の鳥を打ち落とせるとは思わない。今は、弓のレベルを信じて打つ。

　飛んだ矢は、十数メートル。センスフル装備の半分にも満たない。鳥には遠く及およばず、放物線を描えがき、落下。地面でちょろちょろ動いていたネズミに当たった。

「あっ……」

　背中に矢が突つき刺ささった状態で、怒いかり心しん頭とうといった感じで突撃してくる。

　俺は慌あわてて矢を番つがえ、迎むかえ撃つが、全然当たらない。センスや防具を整えようとして手間取り、間合いまで詰つめられた。【速度上じよう昇しよう】や【付加】まで外しており、走って逃にげたとしても追いつかれてしまう。

　俺は接近戦に持ち込まれ、ネズミ一いつ匹ぴきにぼこぼこにされ、死に戻りになった。

「痛っ……死ぬのって意外と痛いんだな。なんかダメージ受けたの久しぶりかも」

　ゲーム初日以来だ。今までは生産や遠距離射撃でなんとかやっていたが、実験的な意味でやりすぎたかもしれない。

　戻された場所は、第一の町の中央広場。

「実証された、かもな。草そう食しよく獣じゆうの速度も初期にしては速いから、弓矢のＤＥＸが低いと敵に回かい避ひされるとかもあるのかもしれんな」

　一度立ち上がり、装備を直す。

　デス・ペナルティーの暇ひまを持もて余あましてしまった。ヤバイな。時間が余った。

「買い出しのためにログアウトするか。今日の夕飯は中ちゆう華かでもするかな？」

　今日の生産活動は諦あきらめて、大人しく過ごした。







　六章　トリオン・リングと情報の価値







　そして、翌日。昨日の反省を生かして、今日は町の外に出ないと決めました。いや、引き籠こもりじゃなく、今度は弓矢を買うためのお金稼かせぎです。

　ブルポでの一定収入はあるが、それ以外が全くなく、今手持ちのアクセサリーを売ろうと考えた。気持ち的に、売れれば良いかな、という程度だ。

　宝石の研けん磨まは、防具のＤＥＸボーナスで失敗も減り、安定的に加工できるようになったために、俺は次の段階に進もうと思う。

　それは、上質な鉄鉱石の加工だ。

「携けい帯たい炉ろの限界を試したい。そして、俺だけのワンオフ装備を作ってみたい」

　前にマギさんとリーリーに言われた事に感化され、自分で自分の装備を揃そろえたい衝しよう動どうが沸わき起こり、今に至る。錬金で用意した上質な鉄鉱石を炉に入れて、インゴット化する。

　自身にエンチャントを施ほどこして、ガンガンと槌つちを振ふるう。そして、一個目が出来上がる。ＤＥＸが高ければ、生産の成功率は上がる。実際に比ひ較かくするとよく分かる。楽なんだもの。

　あの鉄ですら、今では鼻歌交じりで作ることができる。そして、どんどんと量産する上質な鉄インゴット。

　ここまで手間を掛けるのは、もちろんレベル上げ。やっぱり修しゆ羅らの道こそ強者の道らしく。低ランクの生産ならスキルによる一発生産でもいいが、高ランクは、自分の手でやった方が経験値的なものの入りが良いらしい。そして、成功率も高いとのこと。

　そして俺は、自分専用のリングを作り上げる。

　それのデザインや名前を変へん更こう、色も俺の服の黒に合わせてブラックメタルな感じで、三重の輪が交差し、中央の台座にペリドットを嵌はめ込む。

　宝石の素材効果で、防御が上昇する。極小で１、小で２。そして、中サイズで３。

　出来上がったリングは、今までのリングと比較できないほど良い物となった。





トリオン・リング【装備品】

ＤＥＦ＋９






　上質な鉄鉱石の上限が６だから、十分にレベルの高いアクセサリーだろう。

　センスのレベルも良い感じで上がったし、と思って眺ながめていたら、【付加】のレベルが30を超こえていた。

【センス【付加】Ｌｖ30以上で取得可能──消費ＳＰセンスポイント３【付加術】──】

　うーん。なんか、はじめて見る取得センス。ＳＰの合計取得数もまだ20を超えてないし、これがセンスの成長なのだろう。

【付加術】の説明は──付加の種類増加、属性エレメント系けい前提条件解放、ｅｔｃ……。

　前者は、三種類に更に種類が増える。これでＩＮＴのエンチャントがあれば、後衛強化出来て俺の存在意義が増すな。そして後者は、駄だ目めだな。前提条件だけで他の条件が不明だ。そして、その後にも説明は続いている。

　──アイテムへの付加。

「……マジかよ。事前に強化施せば、戦闘が楽になるな。装備品以外に出来るかな」

　わくわくしながら取得。さっそくスキル欄らんを見る。

　付加スキル欄は……おおっ!?　一気に増えている。魔ま法ほう攻こう撃げき力上昇の【インテリジェンス】と魔法防ぼう御ぎよ力上昇の【マインド】が増えている。他ほかにも、対象のステータスを下げる《呪加カースド》ってのがあったりする。

　また、新たに追加された種類のものが二つ。《技能付加スキル・エンチヤント》と《物質付加アイテム・エンチヤント》があった。

「《技能付加スキル・エンチヤント》は、なになに……プレイヤーの持つスキルをアイテムに施します。って俺への恩おん恵けいねぇし！　これって、普ふ通つうに、装備品に他人のスキルくっつけるだけだろ！」

　もうひとつの方は、ちゃんと俺への恩恵があった。

「《物質付加アイテム・エンチヤント》は、プレイヤーの持つエンチャントを付ふ与よする。これは、アイテムに施して売れば、いける！　《物質付加アイテム・エンチヤント》──エンチャント・アタック」

　さっそく、適当なアクセサリーに物質付加を施す。





リング【装備品】

ＤＥＦ＋５　追加効果：ＡＴＫ付加






　やったぞ、と調子に乗って二つ目のエンチャントを施したら、壊こわれた。

「あっ……ふぅ、そうだよな。無制限にアイテムにエンチャントができれば、ノーリスクで二重、三重のエンチャントができるってことだもんな」

　どうせ売るつもりだったアクセサリーや使わないアイテムを取り出し、実験を繰くり返かえす。

「エンチャントの他にも、カースドって施せるかな？　まあ、実験実験。《物質付加アイテム・エンチヤント》──カースド・ディフェンス」

　黒色の発光と共に、リングのステータスが【ＤＥＦ呪加】となる。

「うわっ、呪のろいのアイテムじゃん。そう考えると。《物質付加アイテム・エンチヤント》──カースド・アタック」

　やっぱり壊れた。今度は、付加、呪加、付加の順番で施した。

　俺の作ったトリオン・リング。マジで。この性能ってあり得ないだろ。





トリオン・リング【装備品】

ＤＥＦ＋９　追加効果：ＡＴＫ付加　ＳＰＥＥＤ付加　ＭＩＮＤ呪加






「これって、魔ま法ほう職なら、攻撃捨てて、魔法攻撃と防ぼう御ぎよに割り当てることができるな」

　なぜ、二重のエンチャントやカースドで壊れるのか。これは、素材ごとに許容量があるのだ。つまり、現状のアイテムの素材だったら、追加効果は、プラスマイナスで一つまで。それ以上つけるには、素材のグレードを引き上げるか、呪加のマイナス補正を掛けるしかない。更に、このエンチャント。同種のエンチャントとカースドを掛けた場合、打ち消しあう。つまり、この法則の下もとで自由に装備品を変えられるのだ。

　ちなみに、消しよう耗もう品ひんや食材アイテムには無理だった。一発で壊れ、消滅する。

　手持ちのインゴットや石に攻こう撃げき付加が掛かった時はどう使えば良いのかと悩なやんだ。投とう擲てきセンスと組み合わせた場合、攻撃力が上がるとか？

「可能性が広がるな。まあ、今のところ実証はこんなところか。それに今わかっている条件以外で壊れないってことは、これは魔法の部類だな。生産の部類じゃない」

　あれ？　そういえば、【付加】センスをここまで育てた人って俺くらいじゃないか？　その疑問を投げかけるべく、マギさんにチャットを繫つなぐ。

「マギさん、今いいですか？」

『なんだい？　ユンくん。ポーションの納品にもう来るのかい？』

「はい、行きます。それといくつか話したいこともありますから」

『わかったよ。待ってる』

　走って向かった俺。速度のエンチャントを施したアクセサリーを装備して走ったが、アイテム・エンチャントと通常のエンチャントは区別されるようだ。僅わずかだが速度に差が出た。

　それに伴ともない、何度か人にぶつかりそうになったので、途と中ちゆうから早歩きに切きり替かえた。そしてアイテムのエンチャントの場合、エフェクトの光が発生しないのが利点だ。

「マギさん。こんにちは」

「おー、来たね、じゃあポーション納品しちゃう？」

「そうしますか」

　いつも通り、ブルポを売って、お金にする。ＤＥＸボーナスでポーション作製の失敗が減ったから、畑を増やして、解毒ポーションと解げ痺ひポーションも追加で作ろうかと考えている。

「ユンくん、塩あん梅ばいはどうだい？」

「まあ、ぼちぼち。あと、弓の命中補正ってＤＥＸが関係していました」

「おー、やっとそこに行きついたか。流石さすが、我が弟で子し」

　いや、師弟関係じゃありませんし、そもそも命中率の関係を知っていたような口ぶり。

「知ってたんですか？」

「私を誰だれだと思っているの？　鍛か冶じ師のマギさんだよ。βベータの頃ころは、クロードやリーリーと一いつ緒しよに色々なセンスの特性調べて、戦せん闘とう職に最適な補正を探したりしたんだから」

「知ってたなら教えてくださいよ」

　俺の泣きごとに、にししっと笑う。俺がそれをジトっと睨にらんでいると、すぐに、ごめんね、と片手でゴメンというポーズを作り、謝ってきた。

「別に私は意地悪している訳じゃないよ。考えてもみなよ。ゲームを一から十まで教わってどうだい？　攻こう略りやく本ぼんを見てやるのと変わらないじゃないか」

「まぁ、確かにそうですね」

「それに、私はおんぶに抱だっこは嫌きらいでね。自分で探してこその誇ほこりだと思ってるんだよ。来る人にはアドバイスはするし、交こう渉しようだってする。キミみたいな面おも白しろい子は大だい歓かん迎げいさ。私が嫌いなのは、有う象ぞう無む象ぞう。教えてほしけりゃ、俺ＴＵＥＥＥの人や攻略サイトでも巡めぐってろって話よ。Only Oneのコンセプトぶち壊すなら勝手にぶち壊せ、って話」

「結構、辛しん辣らつな言葉ですね」

「まあ、情報だって、交こう換かんはありだと思うよ。私は、アイテムやＭＯＢ敵の情報を買って、彼らに見合った最適の武器、防具を。ってね」

　トップを張る生産職からの有あり難がたい言葉だな。全く、自分で道を開かないと。

「今の高こう尚しような演説の授業料を要求されそうですね」

「あはははっ、私もそこまで鬼おにじゃないよ。ユンくんがこれからも同じ生産職で仲間ならそれでいいし」

「じゃあ、俺がここまで成長しました、ってことでこのリングをプレゼントします。今日はやっと上質な鉄鉱石から作ったんです」

「おおっ!?　ついにそこまでいったか。私は今、鋼を扱あつかっているよ。後は、銀製品も」

「まだまだ先は長いですね。それじゃあ、これどうぞ。俺も頑がん張ばってきます」

　指からトリオン・リングを外して渡わたす。まだまだ自信の持てる生産職にはなれないな。

「じゃあ、俺、これからもっと金策巡らせますんで」

「うん。じゃあね。お姉さん、このプレゼント大切にするから」

　俺が店から出て、走り出したところで、マギさんが慌あわてて店から飛び出してきた。だが走り出した俺はそれに気がつかない。

「全く、なんてものを置いていくかな？　こんなアクセサリーは、見たことがないよ」

　マギさんが、誰にも聞こえない声で呟つぶやいた。




　　　　●




　俺は、金策を巡らすために、有り金を使って畑の拡張を行った。五つ目以降の畑は、値段が十倍になって、隣りん接せつするのを買おうとすると手数料で更に取られた。

　畑は六つに増え、栽さい培ばい可能数は、百二十アイテム。また、調合に必要な別のアイテムを店から購こう入にゆうして、残りがまた１万Ｇを切った。

「マギさんの目の前で大おお見み得え切ったはいいけど、また金欠だよ」

　武器の購入と防具の新調、それに自分の店てん舗ぽの購入。先は長い。それ以前に、アクセサリー製作は、上位ランクの炉ろを購入しないと駄目だ。
















　鋼まで加工できる炉で８万。更に上で80万だ。

「残った金で、なんかできないかな？」

　インベントリを見回す。スキルの検証に失敗したアイテムは、消しよう滅めつ。あとは、無む作さく為いにエンチャントしたアクセサリーがインベントリの一角を占しめている。

「他に、使えそうなのは、肉とか、毒どく蟲むしの甲こう殻かくとか……そういえば化石を放置してたな」

　インベントリの片かた隅すみで忘れかけていた化石。ミュウとの冒ぼう険けんで見つけたそれは、今まで放置していた。

「鑑かん定てい料りよう一回５０００Ｇか。ポーションをマギさんの所に持っていけば、ある程度のまとまったお金になるし、アイテム化してもらうか。えっと、どこで復元してもらえるんだっけ？」

　確か、地質学者、というＮＰＣに見せればいいんだったか、と思い出す。居場所は、分からなければ、町のＮＰＣに聞きながら進めばいいか、と思って町を散策し始める。

　中央広場のＮＰＣにまず聞いたら、北区の所に居るらしい。俺は、正確な場所を聞き出して向かったが、その先が何な故ぜか骨こつ董とう店だった。

「おいおい、化石は化石でも、文明の化石を売ってる店かよ」

「いらっしゃい、うちの店になんか用か？」

　よれよれのベストを着て、寝ね癖ぐせのある髪かみを乱暴に搔かく男が現れた。

「ここは、化石を鑑かん定ていしてくれるのか？」

「ああ、他ほかにも、アンティーク品を扱ってる。たまに掘ほり出だし物ものがあるぞ」

　店内にあるアイテムを見るが、どうも戦闘向けというよりも家具や置物といった感じだし、物によっては【壊こわれた】と名前の前に付いている物まである。

「今日は、鑑定だけだ。これを頼たのむ」

　金をインベントリから取り出し、化石の隣となりに置く。

「はいよ。承うけたまわった。じゃ、見るとするかね」

　ベストの胸ポケットから片メガネを取り出し、それを通して化石を眺ながめる。その姿を見て、次のアクセサリーの題材にできそう、となんとなく考えてしまった。

「鑑定したぞ。こいつは、種だ」

「種？　って言うと畑に蒔まくあれか？　俺にはちょうど良いけど」

「なんだ、お前農夫フアーマーか？　こいつは、活力樹の種子だ。別に珍めずらしい物じゃない」

「なんだ。レアかと思ったんだが」

「ちょっと遠くの場所に生えてる樹で、火山地帯では容易に採取できるんだが。この化石はどこで見つけた？」

「近くの洞どう窟くつ」

「もしかしたら昔はこの辺にも生えてたのかもな。売る場合だったら１００Ｇで買い取るぞ」

「いや、持って帰る。栽培したいからな」

「珍しい樹じゃないが、根付けば、毎日実が取れる。長期的に見れば、そちらの方が得かもな」

　そうして受け取った活力樹の種子。

　急いで畑に戻もどって種を蒔こうと思ったが、残念だ。まだ下準備をしていなかった。三つ増えた畑に対して、俺は一心不乱に鍬くわを振ふり下ろす。

　青空の下、畑で俺は、赤と黄色の光を振り撒き、アクセサリーの補正を受けて、人間耕運機ばりの働きをみせた。

　前より楽になったが、さすがに時間が掛かかってしまった。全然、アクセサリーを売るための準備も資金もできてない。ただ、畑の栽培でハイポーションとＭＰポーション、解毒薬と解痺薬は安定生産の目め処どがついた。




　今日は、午後からのログイン。

　昨日、一昨日おとといと必死に耕した畑は、半分ほどが植物に覆おおわれ、残り半分は、種が足りずに放置。全く、自分の計画性のなさを恨うらむが、ゲームなので深く考えないことにした。

　ぽーん、とログインから時間を置かずにすぐに響ひびく。相手は、マギさんだ。昨日の今日で向こうから連れん絡らくとは珍しい、と思いながら、フレンド通信を繫つなぐ。

「こんにちは。どうしました？」

『やっ、ユンくん。実は、クロードたちが君とお話したいって言うんだよ。だから、ちょっとクロードのお店に来てくれない？』

「マジっすか？　あー、えっと……」

　顔合わせ辛づらいな。ストーカー事件はもういいが、苦手なんだよな。態度や言動が。

『やっぱり、クロードは苦手か。私も、こいつ何言ってんだ？　みたいな感じだったし』

「ええ、まあ……」

　結構ぶっちゃけちゃいますね、とは言わない。

「ちょっと、ポーションとか作ってからでいいですか？　三十分くらいで行きますから」

『了りよう解かい了解。じゃあ、【オープン・セサミ】に来てくれれば、クロードの店に案内するよ』

　マギさんとの通信を切り、畑の栽培アイテムを回収。活力樹は、少し伸のびただけでまだ収しゆう穫かくできないようだ。それでも拡張して植えただけアイテムが増える。

　ただ、畑が増えた分だけ収穫に時間も掛かり、ポーションを作る時間がない。

「あー、時間ないな。納品は、手持ちのハイポとＭＰポーションでいいか。帰ってきたらまた作れば良いし」

　俺は、インベントリにアイテムがあることを確認して、畑を出る。

　通い慣れた道。すれ違ちがうＮＰＣを避よけることももう慣れたものだ。ほら、すれ違う二人の隙すき間まを華か麗れいに抜ぬけて、あっと、避けた後でプレイヤーが驚おどろいている。ごめんな。

　そのまま走り抜けて、マギさんの店に辿たどり着ついた。

「来ましたよ」

「おー、時間通りだね。じゃあ、行こうか」

　ＮＰＣの店員に一言何かを告げたマギさんは、俺を連れて【オープン・セサミ】を出る。

　店を出て、二人で歩くとすれ違う人がちらちらと見てくる。町の移動は、全力で駆かけ抜けてるから見られることは少ないが、意外と弓使いって珍しいもんな。見られると居い心ごこ地ち悪いし、早く人目のない場所に行きたいな。

「マギさん、その、クロードの店って……」

「東地区の大通りに面するお店だよ。ほら、見えてきた【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】」

　指差す先には、オープンテラスのあるお店。どう見ても喫茶店だ。

「ちなみに、その反対側はリーリーのお店【リーリーの木工店】ね」

　反対側を見ると、木の看板の掛かったシックな感じのお店。人の出入りはそこまで激しくないが、結構な頻ひん度どで入いれ替かわっているようだ。

「なんて言うか、片方は基本忠実で、もう片方は何でしょうね。すっごい喫茶店ですね」

「だよね。クロード曰いわく、コスプレ喫茶を開かい催さいするそうだよ」

　なんか嫌いやな予感だな。入りたくないし、いや、入らなきゃいけないけど。

「じゃあ、入りますか」

「なんか、閉店中みたいですけど……」

「【料理】センスが不ふ遇ぐうだから、喫茶店として営業してないんだよ。おっじゃましまーす」

　平然と入るマギさんの後に続き入店した直後、激しい後こう悔かいに襲おそわれる。

「来たか。じゃあ、これに着き替がえろ」

　何故か、ピンクのメイド服と和風メイド服を両手に持って、俺たちを待ち構えていたクロード。そして、入店した流れのまま、彼の腹へとブローを決めるマギさん。拳こぶしの入り方が綺き麗れいだ。

「ぐ、ぐふっ……前より、拳が重いぞ。内臓がひっくり返ると思った、ぞ」

「もう、クロっちは、そうやって人を茶化すんだから。いけないよ」

「うーん。やっぱり、力の入り具合が違うね。このリング凄すごいわ」

　三者三様で別々なことを言っている。

　俺は、店の入り口でぽかん、と成り行きを眺め、マギさんは自分の拳の握にぎりを確かめ、先にカウンター席に座っていたリーリーは、倒たおれているクロードの横にしゃがみ込んで指先で突つついている。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫だ、問題ない。衝しよう撃げきを受けるだけで、痛みやＨＰへのダメージは無い」

「それで、何で出会い頭がしらに場の空気を凍こおらせるようなこと言うのよ」

　ジト目で見るマギさんに対して、クロードは軽く鼻で笑う。

「何な故ぜ？　愚ぐ問もんだな。俺が着せたい、見たいと思ったからだ。この独特の光こう沢たくのある実用性の無いピンクのメイド服は、如い何かにも媚こびている感じであり、あざとい可愛かわいさがある。和風メイド服は、落ち着いた色合いとノスタルジックで大正浪ろ漫まん的な、日本的な美しさ、少し大人っぽい雰ふん囲い気きを醸かもし出す良さがある！　それらを見たい。ただそれだけだ！」

「はいはい。分からなくはないけど、付き合い浅いユンくんの前で止やめてよね」

　軽く流すマギさんとクロードの演説を聞いて、俺は少し距きよ離りを取る。

「まぁ、冗じよう談だんはこれくらいだ。ユン、お前に一つ聞きたいことがある。いいか？」

「な、何だ？」

　さっきの長々とした演説の後で俺に話を振られたために、少し身構える。

「マギ以外に、アクセサリーを渡わたしてないな」

「……トリオン・リング？　あ、ああ。まだ売るほど数が揃そろってないからな」

　殆ほとんど、エンチャントの練習台となったし、後はせいぜい、エンチャントに耐たえられなかった銅製のリング。エンチャントが可能なのは、青銅ブロンズ以上の素材を使ったアクセサリーだ。

「そうか。じゃあ、こっちだ」

　店の中を見回す。俺たちが案内されたカウンターの奥の部屋は、作業場といった雰囲気で、布や革、タペストリーが飾かざられ、簡素な石造りの試着室が用意されていた。

　作業場の中心の大きな木製のテーブルを四人で囲むように座る。

「それじゃあ、いくつか質問だ」

「お、おう」

「事前に言っておくと、言いたくないことは言わなくていいからね。自分がゲーム上、不利になるとか、これだけは隠かくしたいとか思うことがあれば話さなくていいし」

　なんか、クロードは尋じん問もん官みたいな雰囲気を醸し出し、余計苦手意識が助長される。マギさんの方に視線を向ければ、大丈夫、といった雰囲気だ。

「それじゃあ、聞く。マギの着けているトリオン・リングは、自由に作れるか？」

「ああ、時間があれば」

　この時点で俺は、【付加術】のセンスの事を話そうかと思ったが、前にマギさんたちは、製法とかは無理に聞き出さないとも言っていたために黙だまる。

「お前は、製法を完全に把は握あくしているか？」

「まだ、だな。半分も分かっていないと思う」

「最後だ。もしトリオン・リングを売るとしたら幾いくらくらいで売る？」

　なんか、最後に予想外な質問が来たぞ。うーん。リングってピンからキリまであるけど、自信作だから、せめて──

「──うーん。１万５０００Ｇで売れれば良いかな？」

「「「はぁ～」」」

　その場、全員が溜ため息いきをついてきた。いや、高すぎたかな。じゃあじゃあ。

「高過ぎるのか……じゃあ、１万で」

「いやいや、ユンっち、逆だよ逆。安過ぎだよ」

「あっちゃー。今までアイテムを私が買い取ってたから、ユンくん露ろ店てん価格知らないんだ」

「端たん的てきに言うと、お前のこれは、最低で５から、だ。組み合わせが自由なら、魔ま法ほう職なら10万以上は出すだろうな」

「はぁ？　こんな鉄インゴット一個から５万とか、ぼりすぎだろ。あり得ないって」

　実際、鉄インゴットなんて、売れば５００Ｇが良いところだ。

「俺たちの追加効果のボーナス系は、現状一種類までだ。だがお前のそれは、三種類。呪加ってマイナス効果はあるが、考え方を変えれば物理攻こう撃げきのいらないプレイヤーには、デメリットになり得ないのは分かるな」

　まあ、ＩＮＴとＭＩＮＤを付けて、ＡＴＫをマイナスにすれば、魔法職には売れるのは分かる。他にも、完全物理向けにだってできる。個人のスタイル毎ごとにカスタマイズが可能だ。

　そして俺のセンスは、まだ【細工】。レベル30まで上げて【彫ちよう金きん】まで成長すれば、ある程度自由にボーナスを付けられるようになるかもしれない。

「つまり、それだけの価値があるのかよ」

「ああ、プレイヤーに提供する装備は充じゆう実じつする。そこで一つ話がある。お前のその作製方法を教えてほしい。無論、情報料は出す」

「はぁ？」

　また突とつ飛ぴな話に、俺はしばし思考が停止した。

　それをどう解かい釈しやくしたのか分からないが、クロードは、神しん妙みような表情のまま説明を始めた。

「俺たちは、ＲＭＴリアル・マネー・トレードを持ちかけているわけじゃない。ゲーム内通貨で払はらうつもりだ」

「い、いや。ちょっと待て。どうしてそういう話になる？　そもそも製法を売ってくれ、だって？　それに何の意味があるんだ」

「意味と言われてもな。製法を教えてもらうこと自体、意味なんてない。情報なんて一度ネット上に流れてしまえば、タダで手に入る。だが強しいて言えば、俺たち三人の基本理念だな」

　また訳が分からない。俺の表情が代弁したのか、マギさんがクロードの言葉を引ひき継つぐ。

「私たち三人の基本理念の中の一つに『適正価格の販はん売ばい』があるの。それは安すぎても、高すぎてもダメ。私たちは、βベータ版で偶ぐう然ぜんだけどトップって呼ばれる生産職だったの。で、私たちが作る装備は大体が言い値で売れる。つまり、私たちが価格を設定するのと同義なの。だから私たちはアイテムや情報に対して、適正に価格を定めたいの」

　つまり、ゲーム内の市場が賑にぎわうように価格の指標を自分たちが作っていく、ということなのか？

「例えば、ユンくんがもし、新たな製法でアクセサリーを作るとする。それが安くても、高くてもどっちでも構わない。不適切と思われる価格で売り出したら、どうなると思う？」

「……安く売れば、高値で転売される。高くしたら、俺一人が暴利を貪むさぼる」

「そう。更さらに言うと、入手が困難、プレミアが付く、なんてことになれば、ＲＭＴの温おん床しようになる可能性がある。そういう事態を私たちは望まない」

「だから、誰だれかがやりそうな方法や製法を事前に知っておくことで、そういう輩やからが出た時、同じ物を作って適正価格にすることが出来る。まあ、ゲームバランスを保つ偽ぎ善ぜん的な行こう為いと笑えば良い。俺たちは、お前じゃなくて別のプレイヤーが新たな製法を見つけても同じように交こう渉しようする。ゲーム通貨なんて所しよ詮せん、空想の金。情報料で出しても惜おしくない」

　それってつまり、惜しみなく出せるだけ稼かせいでいる、ってことか。しかも適正価格で。

「じゃあ、俺が売らなければいいってこと。じゃ、ないよな。もし俺以外の誰かがそこに辿り着いた場合、って話だし」

「うん。ユンっちのプレイを阻そ害がいする気はないし、自由にプレイしていいよ。それにこの話蹴けってもいいし」

　リーリーはそう言うが、協力してもいいと思う。クロードやリーリーの第一印象は悪かったが、この外着の防具は良い出来だし、マギさんは結構信しん頼らいしている。

「分かりました。教えます。って言ってもあんまり特別なものじゃありませんよ」

「ああ、助かる」

　俺が説明したことは、自分のセンス【付加術】のことだ。

　付加で新たに追加された《技能付加スキル・エンチヤント》と《物質付加アイテム・エンチヤント》の二つ。トリオン・リングの追加効果は、その内の《物質付加》を使ったもの。

「それで、何で呪加を込めているかっていうと、そうしないと壊こわれるんだ」

「壊れる？」

「法則に沿わないとアイテムは消しよう滅めつする。素材に三つ追加効果を付けたけど、使う素材の種類やランクによって、エンチャントできる追加効果の数が増減する可能性がある。そして、消しよう耗もう品ひんと食材アイテムには、不可能。素材アイテムには可能だった。ってのが今分かっているところです」

「へぇ～、ユンっち、結構調べてるんだね。それで《物質付加》は大体分かったけど、《技能付加》ってどんなもの？」

「《技能付加》は、その……。まだ検証してないから完全には分からないけど、たぶん手持ちのスキルをアイテムにくっつけるスキルだと思う」

「だから、半分しか分かっていない、ということか。事前に聞いて良かった」

　クロードが呟つぶやく。いや、これって全然使えるとは思わないんだけど。

「ユンくん、またとんでもないスキル覚えたね。自由に自分のスキルをアイテムに付加できるって便利だよ」

「いや、全然使える気がしないんだけど」

　えっと、【弓】の【アーツ】の遠えん距きよ離り射しや撃げきと連射弓・二式や【錬金】センスの上位変へん換かんと下位変換、【調合】や【合成】の【レシピ】。そして、【細工】センスのスキルなどが《技能付加》の対象だ。

《技能付加》は、センスに付ふ随ずいする自動能力パツシブ・スキルは、付加できない。例えば、【鷹たかの目】の遠視能力や暗視能力、ターゲット能力。それに、【細工】の鑑かん定てい眼とか。

　いわゆるスキルは、アクティブ・スキルと呼ばれるものが付加の対象。

　だから、俺の持つ【速度上じよう昇しよう】の速度上昇効果や【鷹の目】の遠視能力をアイテムに付加することは、不可能だ。

「幾つかの可能性を話すと、付加エンチヤントしたアイテムはどうか。素材にも付加できるか、できないか。使用したアイテムはどうなるか。魔法スキルを付加した場合のＭＰはどこから貰うのか。この三つで大きく変わるね」

「検証が必要だね。じゃあ、ユンっち。この杖つえに付加してみて」

　リーリーが取り出した一つの木材が光を放ち、無骨な杖に変わる。【木工】センスのスキルで作ったのだろう。

「良いのか？　でも、魔法センスってないぞ」

「【付加術】も魔法センスの部類だ。【付加エンチヤント】でもすればいいんじゃないのか？」

「分かった。あっ……なんか、キーワードとか登録しなきゃいけないみたい」

　付加した技能スキルを発動する言葉が必要みたいだ。うーん、製作者自身のスキルと重なることを避さけるための措そ置ちなのかな？　そうだな──じゃあ、《アクティブ》でいいかな？

「設定して。じゃあ《技能付加スキル・エンチヤント》──【付加】アタック」

　俺のＭＰを吸い取り、手の中の杖が赤い光を放ち、ステータスを変化させる。
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「じゃあ、僕が使ってみるけどいい？」

　杖をリーリーが持つ。

「キーワードは、《アクティブ》だ」

「分かった、いくね。《アクティブ》！」

　リーリーの声と共に、杖が赤い光を放ち、そのままリーリーを包み込む。そして、杖は──折れた。

「なるほどな。《技能付加スキル・エンチヤント》の強すぎる代だい償しようだな。《技能付加スキル・エンチヤント》したスキルは、一度しか使えない使い捨て。それで、リーリー。ＭＰは？」

「全く。ＭＰの消費なしでエンチャントができる」

「おお、センス無しでも使えるし、ＭＰも吸われないのか。でも使い捨てがな」

　なんか、武器が壊れて勿もつ体たいないな、とちょっと場ば違ちがいなことを思ってしまう。

「これは、ヤバイって、絶対に需じゆ要ようがある。ユンっち限定じゃなくて僕も使えるって事実が凄すごく大きい。誰でも使えるんだよ。これが装備じゃなくて、ただの素材に使えれば、安価で魔法の使えるアイテムになるよ」

　その後、いくつかのアイテムで実験してみたが、《技能付加スキル・エンチヤント》の制限は掛かかっている。

　付加するスキルは、一つまで。《物質付加アイテム・エンチヤント》とは別で共存可能。

　そして、付加されたスキルは、製作者が事前に設定した『キーワード』を唱えないと発動しない。スキルを使うと必ず壊れる。戦せん闘とう中に武器や防具が破損する事は、致ち命めい的てきだ。

　中には、付加できないスキルも存在した。それは、【付加術】の《技能付加スキル・エンチヤント》と《物質付加アイテム・エンチヤント》の二つ。これだけは、無理だったのは当然のことと言える。

　最後に、素材アイテムにも付加できたことが大きい。そして《技能付加スキル・エンチヤント》したアイテムは、自由に命名できた。

「ふーん。なるほどな。現状では、ユン一人の専売特許ということだな」

「そういうことだな。まあ、制限はこれが全部じゃないと思う。《物質付加アイテム・エンチヤント》の時と同じで、銅製のアクセサリーでは壊れるってことは、ランクの高いスキルは相応の素材じゃなきゃ駄だ目めなのかもしれない。詳くわしく分かったらまた連れん絡らくするよ」

　マギさんたち三人には、とても感謝された。別に、検証に付き合ってもらったので、感謝するのはこちらなのだが。

「今日はありがとうね。ユンくんがもしも【付加術】で作ったアイテムを売ったりする場合、値段を一度相談してくれると嬉うれしいな」

「はい。むしろ俺の方からお願いしたいほどですよ」

「それじゃ、ユン。これは情報料だ」

　トレード画面を申しん請せいされ、クロードと繫つながる。そして、送られてきた額に、俺は目の錯さつ覚かくを疑うのだった。

　──３００万Ｇ。つまり、３Ｍ。

　大金過ぎて、実感がわかない。いきなり３Ｍもの大金を手に入れてしまった俺は、それはもう混乱した。

「いやいや、こんな大金おかしいだろ！　待て待て、ちょっと待てぇ！」

　俺の叫さけびに、クロードは首を傾かしげ、マギさんとリーリーは苦笑い。

「仕事をすれば、対価が支し払はらわれる。当然だろ。そして、その金は俺たち三人が出しても妥だ当とうだと事前に協議した額だ。不正はない」

　三人ってことは、一人１Ｍも出し合ったんですか!?　いやいや、申し訳なさ過ぎる。

「こんなに貰えないんですけど……」

「安心しろ。そんな金、このゲームではすぐに使ってしまう。むしろ、店を持つために必要だった額の倍程度だ。更に設備拡張に必要だ。だから、持ってろ。それとも返すのか？」

　クロードの最後の言葉に、俺は唸うなる。大金は魅み力りよく的だ。だが、持っているとかなり不安だ。まず、俺の装備だとＰＫプレイヤー・キラーに遭あっても負ける。そして、大金をみすみす奪うばわれたくはない。俺的には、物品の方が有あり難がたい。……そうだ、早々に物に替えてしまえばいいのだ。

「うーん。その……クロードとリーリー。１Ｍで装備を整えてくれ」

「いいよ。ユンっちの武器は弓だけど、種類はどうする。長弓？　それとも短弓？　ボーナスはＡＴＫとＤＥＸどっち？　40万で請うけ負おうよ」

「じゃあ、俺は60万で内着と腰こしの装備を請け負うか。強化素材は、後からでも強化できる。ボーナスは前回と同じＤＥＸで、デザインは俺に任せてもらっていいな」

「えっと、リーリー。弓は、長弓でＡＴＫボーナス。それとクロードは、防具のボーナスは同じで。あとデザインは、スカート絶対なし」

　なんか、装備を頼たのんだら拍ひよう子し抜ぬけなくらい気軽に引き受けてくれた。そしてクロードに、スカートは駄目、って言ったら露ろ骨こつに嫌いやそうな顔するなよ。

「お前は、俺の見つけた理想のモデルの一人だ！　セーラー服や巫み女こ服、戦いくさ女め神がみ装しよう束ぞく。浴衣ゆかたにチャイナドレス、水着など着せたい。それを今は我が慢まんしているんだ、せめてスカートくらいは！」

「いや、そんなに力説されても困るんだけど。てか何な故ぜ上から目線」

「一度着て、様々な角度からＳＳスクリーンシヨツトを撮とらせろ！　それなら割引もするし、俺は満足する！」

「なお嫌だって！　て言うか、俺は男だ！」

　なに……男だと。ならばボーイスカウトか、軍服、海軍のコスチューム。いや、ここは、着流しの剣けん士し風とか。いやいや、ここは体型を隠かくしてきぐるみや動物パジャマシリーズを……とか、なんか不ふ穏おんな言葉が。

　マギさんは、トリオン・リングを装備し直し、拳こぶしの握にぎりを確認していた。クロードもそれを見て、冷ひや汗あせを流し始めた。

「頼むからスカートとか恥はずかしいのはやめてくれよ」

「分かった。依い頼らい人の要望を叶かなえるのが職人だ。だが、お前にいつか俺のコスプレ衣装を着てもらうからな」

　くくくくっ……って怖こわいよ。なんか、クールな雰ふん囲い気きが台無しな感じだぞ。

　まあ、良いや。前まえ払ばらいとして二人に１Ｍを払う。

「本当に、残り２Ｍどうやって使えば良いのか分からん」

「ユンっち、今まで初期装備だったから分からないだろうけど、装備の修理にも、意外と時間とお金が掛かるんだよ」

「ちなみに、ランクの高い装備品ほど修理に金が掛かる。武器の修理で大体買った時の二割。防具なら一割と計算していい」

　つまり、今頼んだ武器なら８万、防具なら一か所３万の二か所。合計14万。

「まぁ、程度によっても値段は左右されるけど、すぐに使っちゃう額だから、計画的にね」

　マギさんから有難いお言葉を頂き、ポーションを納品してログアウトした。
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「金策をやる必要なくなった。というよりも、２００とんで５万Ｇとか持ち歩きたくない」

　降って湧わいたような大金を手に入れた俺だが、根は小市民だ。大金は持ち歩きたくない。マジで怖いじゃん、ＰＫプレイヤー・キラーとか。これが宝くじの高額当選者の心理なのかもしれん。

「こういう時は頼たよれる廃はい人じん様に聞くか」

　俺は、フレンドの欄らんからタクを選んでフレンド通信を繫ぐ。

「おい、いるか？　タク」

『どうした？　狩かりの誘さそいなら無理だぞ。今は、第二の町周辺で狩りしてるから』

「違ちがうって、少し相談。時間は取らせない」

『分かった。みんなー、ちょっと休きゆう憩けい！　俺、話してくる』

　なんか、狩り中断させちまったようで悪いことしたかな？

『それで？　ユンが俺に相談なんて珍めずらしいな』

「いや、お金が大分貯たまったけど、持ち歩くのが怖いから。どこかに預けられないかな？　ってゲーム内で銀行とかない？」

『あー、見たことないな。でもギルドやホームにアイテムやお金の保管機能があるぞ』

「俺、ホーム持ってないって」

『まあ、ギルドもまだ出来てないしな。もうじき立ち上げよう、って人もいるけど……』

　そうか。ギルドね。まあ、ソロ狩りの俺には関係ないし。

『で、いくらくらい貯まったんだ？』

「いや、怖いから言わないぞ。それに、散財しないようにするために預けたいんだよ。すぐに使っちまうから」

『だよな。畑とか』

「あはははっ……畑って五つ目以降値段が十倍になるんだぜ。手数料も取られる」

『まさか、また買ったとか言うなよ』

「……六つまで買った。今までで畑に10万Ｇ近く使った」

　意外と今までの合計で結構稼かせいでいるんだけど、何故か何ど処こかへ消えていくんだよ。材料や道具とかに。不思議だよな。

『お前、そのままそこに店を構える気かよ』

「えっ、出来るの？」

『いや、知らんけど……できるんじゃね？　もしかしたら』

「……ＮＰＣに聞いてみる」

『お、おう、じゃあ、俺もう行くから』

　なんとなくそんな会話をして別れた。いや、まさかな、農地だぜ、南地区って。それができたらみんなこの周りの農場買うだろ。そんなことないですよね、ＮＰＣさん。

「うん？　店てん舗ぽが欲しいのか？　ある程度の土地を買って地主にならんと建てられんぞ」

　ってできるんかい!?

「ちなみに、土地はどのくらい必要なんだ？」

「十個で地主認定される。ただ、店舗用の土地は別だ。更さらに、店の建設も別になる」

「じゃあ、隣りん接せつする土地を四つほど」

「20万Ｇだ。一人で土地を管理出来るのか？　必要なら農家の娘むすめを雇やとってみるか？」

　ＮＰＣまで心配してくれます。いや、そうなんだけど、管理できてないと思われてるな。心配されつつ、土地の権利書を貰う。

「お前、店舗欲しいんだって？　今は土地の空きが多いから選べるぞ」

「じゃあ、畑と表通りに隣接している場所で……」

「また好条件の立地を選ぶ。土地一つ20万Ｇだぞ」

　ええっ、さっき畑四つで20万だったけど、今度は一つ20万かよ！

「まあ、一つだけだと狭いし、三つ、四つ買って広く作った方がいいだろ」

「一つの広さってどのくらいだ？」

「畑と同じ広さだ」

　あー、それだと四つ分は広いけど、三つ分ならちょうど良いかも。

「じゃあ、三つお願いします」

「それじゃあ──80万Ｇだ」

「ちょっと待て！　さっき、20万って言っただろ！」

「それは最低価格だ。その条件で隣接する土地三つで80万Ｇって安いぞ。これでもだいぶ譲じよう歩ほしてるんだ」

　ＮＰＣが窘たしなめるように言ってきた。ぐぬぬぬっ……。

「分かった。それで良い。それで頼む」

「ほら、土地の権利書と地主認定証だ」

　２Ｍがまさかこの短時間で半分の１Ｍになるとは思わなかった。だが、畑が十個で二百アイテムを生産できる。これは嬉うれしい。ＮＰＣでも雇って管理でもしようかな、と思いながら、土地の権利書と地主認定証がインベントリの重要アイテムに収まる。

「じゃあ、これを渡わたしておく」

「これは？」

　ＮＰＣから数枚の紙とペンを渡された。何も書いていないのに重要そうだな。

「これで店の間取りとか書いて、第二の町の【棟とう梁りよう】に見せればいい。だいたいの見積もりを出してくれる。後は、俺の方に金を払ってくれれば、店を建てるぞ」

　つまり、これはクエストアイテムか。この町は店を借用、若もしくは購こう入にゆうするだけであって建設はできない。これは建設のための専用クエストなのかもしれない。

　事実、システムのクエスト欄に【店舗の建設】というものが現れた。でもな──

「なあ、第二の町に行かなきゃいけないのか？」

「ああ、一度行けば、ポータルで移動できるだろ」

「その前に、一度ボスとやり合わなきゃいけないじゃん」

「……そうだな」

　ＮＰＣは、目を瞑つむり、腕うでを組む。いや、同意されても。もう少し何かない？　ねぇ。

「おお、そうだ。忘れていた」

　何か新しい会話。俺に有利になる話か？

「農場の娘を雇う場合は、一カ月で10万Ｇだぞ」

「今その話かよ!?」

「どうする？」

「……三カ月契けい約やくで」

　でも、まあ。雇こ用ようしましたよ。あー、鍬くわで耕したり、肥料撒まいてくれたり、区画を指定して種を渡しておけば、そこまでやってくれるらしい。

　そして、実った作物は、収しゆう穫かくしてくれるらしい。

　ＮＰＣさん、重労働御ご苦く労ろう様さまです。俺がログアウトしている間でも働いてくれるらしい。

　これで畑の問題は解消された。明日あしたから第二の町に向けて攻こう略りやくを始めなきゃならない。

　夢の店へ！　店舗の見積もりを得るために第二の町のＮＰＣ【棟梁】に会わなくてはいけないが、そのためには道中のボスＭＯＢ・ブレードリザードと一戦交えなければいけない。

　正直、めんどくさい。しかし、攻略に協力してくれそうな人に心当たりがある。




「……美み羽う。実は、第二の町に行きたいんだけど、攻略を手伝ってくれないか？」

　夕飯の席で俺は、そう切り出した。今日の夕飯は、ご機き嫌げん取りを兼かねて、美羽の好物のミートスパゲティーだ。まあ、麵めん類るいって作るのが楽なのもある。という理由は内ない緒しよの方向で。

「お兄ちゃん、攻略する気になったんだね！　もちろんいいよ！　レッツ、一夏のアバンチュール！」

「そうじゃないけど。それより美羽、アバンチュールの意味分かって使っているのか？」

　アバンチュールとは、フランス語で冒ぼう険けん。あながち間ま違ちがっていないが、恋こいの冒険や火遊びなんて意味もある。

「俺は、クエストでどうしても第二の町に行かなくちゃいけないんだよ」

「お兄ちゃんがクエスト受けるのなんて珍しいね。第二の町だと【フェアリーグロウの採取】とか【ミルダンディ街道の調査】、あとは、ギルド設立関連クエストの【マスティル・デインの討とう伐ばつ依い頼らい】とかかな？」

「いや【店舗の建設】ってクエストだ」

「聞いたことがないクエストだね。何やったら出てきたの？」

「あー、その、だな」

　言っていいものか。正直、商売の種だし、これからも密ひそかに畑を買かい占しめたいから秘密にしたいんだけどな。よし、ぼやかして言おう。具体的に言わなければ、問題ないはずだ。

「……地主になったんだ」

「どうやったら、地主になれるの？」

　はい、駄だ目めでした。可愛かわいらしく小首をこてんと傾かしげる我が妹。天然系の美少女がこんなことやれば、みんな一いつ瞬しゆんで落とされてしまいそうだ。だが、この子廃人ゲーマーでしたね、頭の中は今きっと地主になれる可能性のことを考えているんだろうね。

　地主になるためのフラグを色々と調べている人ですもんね。

「その……土地を買いました」

「土地ってどこの？　聞いたことないんだけど」

「いや、知ってると思うぞ。お前からの話だから」

　私から……と手に持つフォークを一度置き、考える。その間、俺は黙だまって見守る。

「まさか……ああああっ!!」

「気が付いたか」

「南地区の畑！　種無いのに買ったの!?　私だってまだ見つけてないんだよ」

「いや、種子があるから買ったんだよ」

「えっ……お兄ちゃん種子あるんだ。どこで手に入れたの？」

「普ふ通つうに、こうやって、えいっ……て」

　そう──ぴかっと光るんですよ。スキル使うと、ね。

　まあ、これで分かったら凄すごいよね。

「……種子を作るセンスを見つけたの？」

　分かるようだよね。何だろう、兄妹きようだい間の以心伝心みたいな？

「人に言いふらしたり、掲けい示じ板ばんに情報載のせるなよ」

「言わない言わない！」

「じゃあ、教える」

「ありがとね。お兄ちゃん」

　何とも現金な妹だな。全く。

「【錬金】センスのスキルで作るんだ」

「えっ……【錬金】センスってレベルを上げるとそんなスキルを覚えるの？」

「いや、下位の物質変へん換かん。植物系のアイテムには、最下層に種子。その上にそれの植物が連なる」

「つまり……薬草から作ったんだ。ってことは……」

「ハイポとＭＰポーションの原料買って、栽さい培ばい。【錬金】センスで種子増やして、畑一いつ杯ぱいに栽培。出来たアイテムを【調合】センスでポーションにして売る」

「おおおおお、お兄ちゃん！　ハイポとＭＰポーションとか作れるの!?」

「なんだよ。そんなに驚おどろいて」

「驚かないわけないじゃない！　プレイヤーの作ったアイテムの方が効果高いのは当たり前だよ。狩かり効率とか考えると、ＮＰＣ製よりも効率の高いポーションが必要だよ！」

　俺ソロだし、ダメージ喰くらう前に倒たおすか、接近されて死ぬんだよね。いわゆる一いつ般ぱん的な狩りってタクたち以外とは味わってない。

「今、ハイポとＭＰポーションの原料を栽培中。その繫つなぎで、ブルポを売って稼かせいでる」

「ブルポ作れるって事は、【調合】のレベルが結構高くなったんだね。最近、高級ブルポって出回ってるんだけど、それってＨＰの少ない後衛職にはちょうど良いんだよ」

　高級ブルポ？　謎なぞのブルポ売りの次は、高級と来たか。

「高級ブルポ、かは知らないけど、原料安いから仕入れて委い託たくで売ってるけど、畑もできたしハイポに切きり替かえる予定」

「お兄ちゃん！　最高のメンバーをセッティングするよ！　明日、みんなに話をつけるから明後日あさつてね！　明後日一いつ緒しよに、ブレードリザードを狩りに行こう！」

「お、おう。俺も装備とか、色々整えるから、そうしてくれると助かる」

　引き受けてもらえたようだ。良かったけど、美羽が無性にやる気を出しているところが不安だ。

「明日は、俺も準備するから明後日な。俺は何時でも良いからそっちの都合の良い時間で頼たのむ」

「任せて！　安全、安心の旅を私たちが提供するよ！」

　俺も弓のレベル上げたいから手伝わせてくれ、と言うと美羽は思案気な顔をする。

「うーん。分かった！」

　凄く不安になってくる。パーティーの人にも物もの凄すごい迷めい惑わくかけそうだな。パーティーのメンバーに差し入れというか、詫わびのアイテムを用意しておいた方がいいかな？　今回のボスＭＯＢ攻略と護衛の報ほう酬しゆう、そしてお店の宣伝も兼ねて渡すか。




　夕食後。明後日の準備といっても、ポーションの原料を買って製作するだけだ。

　挑いどむ敵は、ゴーレムと同等のブレードリザード。

　ゴーレムに挑んだ時、作ったブルポを殆ほとんど使わなかった。それにミュウの口ぶりから、現在使われている回復薬は、効果の高いブルポとハイポらしい。

　ミュウたちのレベルだとブレードリザード程度にハイポは必要ないだろうが、絶対に安全という訳でもない。あったところで攻略の成功率が極きよく端たんに上がる訳じゃないが、不安要素はなるべく消したい。というかぶっちゃけ、ミュウがやる気の時に限って碌ろくなことが起きない気がする。だから、過か剰じようと承知の上で、ブルポを百個ほど作った。

　これだけ用意しておけば、色々と安心できるだろうし、ミュウとまだ見ぬそのパーティーメンバーたちが、別の機会でも使えるだろう。

　そして、今回は時間がないために、手作業での調合ではなく、スキルによる作製だ。

【調合】や【合成】のスキルでの作製は、一個に対して発動すれば成功率が高いが、経験値的に低い。逆に、一度に大量に作れば、一部は生産失敗になるが、経験値の入りは大きい。

　最近、慣れたものでブルポ程度ならどれだけ増やしてもスキルで一発だ。失敗はなくなったのだから原料の損失も少ない。

「うーん。ブルポだけを渡わたすのも見み栄ばえや面おも白しろさがないよな。もうちょっと面白い物を」

　できれば、俺の店の宣伝になるようなアイテムでも渡したいものだ。

　インベントリの中に、ちょうど良さそうなアイテムが無いか探してみる。

　実用性を考えるなら、ハイポとＭＰポーションとかのポーション詰つめ合あわせセットが、インパクトあるよな。なんかお中元みたいなノリで。

「って、所帯染みているって。エンチャントしたリングとか……は無理。あんな物をおいそれと人には渡せないって」

　そう言えば、素材にも《技能付加スキル・エンチヤント》ができる。渡すアイテムが無ければ、作ってみるのも一興。ちょっと、実験してみるか。

「えっと、これのキーワードは《エンチャント》でいいよな。《技能付加スキル・エンチヤント》──エンチャント・アタック」

　攻こう撃げき上じよう昇しようのエンチャントをただの石に施ほどこしてみる。

　エンチャントの赤い光を受けた素材は、壊こわれることなく、無事手の中に収まっていた。

「名付けて、エンチャントストーンって所か？　発動キーは《エンチャント》」

　手に握にぎられたエンチャントストーンは、俺の思考とキーワードを感知して、内包されたスキルを開放し、砂となってその役目を終えた。

「ただ呟つぶやくだけじゃなく、発動する意思がなきゃ駄目なのか。検証が必要なこと多いな」

　出来上がったエンチャントストーンとただの石の違ちがいについて、思ったのだが。

「このままだと普通の石と見分けがつかないし、普通に持つ分だと石って大きいな」

　拳こぶし大だいでごつごつした石なのだ。中には持ち辛づらい石だってある。

「こう、ただ出来ました、って無骨に渡すのも、ちょっとアレだよな。そうだ、物質を加工するのにちょうどいいスキルあるじゃん」

　俺は、取り出した新たな石に、自分の持つスキル欄らんから【研けん磨ま】のスキルを選せん択たくして発動。

　ごつごつとした石は、つやつやな表面で持ちやすい大きさになった。

「これだ、これ。これくらい握りやすい大きさ。でも色がそのままってのもな。エンチャントは、種類ごとに色が付いてるから、それに合わせて染色してみるか」

　攻撃上昇なら赤、防ぼう御ぎよなら青、速度上じよう昇しようなら黄色。そして、魔ま法ほう攻こう撃げきなら橙だいだい色いろで、魔法防御は緑に発光する。俺はそれに合わせて、石を研磨し、染色で種類ごとに分けて、色に対応するエンチャントを施していった。

「ゲームになんかこういったアイテムあるよな。一時的にステータス上昇するアイテム」

　まあ、このゲームの場合、【調合】センスの上位調薬で、モンスターの肉とポーション類から作る薬がその類たぐいって、タクが前に言ってたような気がしなくもないな。

「それに、何気に【付加術】のレベル上がっているし……これって攻撃魔法とかも、放った扱あつかいでレベル上がるのか？　それに攻撃魔法を込められたら凄くない？　魔法を込めた書物スクロールとか、一回だけ魔法を使えるアイテムとか」

　そんなアイテムがあるはずだ。ＭＰを使わずに無む駄だに長い詠えい唱しようとかをカットして発動。

　百発の魔法をガトリング砲ほうのように放つとか。まさに、ロマン。

　もう、そういうことは気になりだしたら試さずにはいられなくなった。
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　非戦せん闘とう時なので、【弓】を外して属性の才能を取得した。何な故ぜ、【地属性】を取得したかと言うと、若じやつ干かん不人気なのか、知り合いでこの属性を持っている人がいないためだ。いや、不人気というほどじゃない。ただ見栄えとかそういうもので他が優先されているだけだ。

　魔法を取ったからってもちろん魔法職にならない。一々【杖つえ】とか【魔法書】のセンスも鍛きたえることを考えるなら、最初から地魔法のアイテム生産のためだけに絞しぼって使う。

「【地属性】の魔法。初期は、これ一つだけか」

　地魔法の【スキル】には、《ボム》の一つだけ。試し打ちしてみたが、黄土色の発光と爆ばく発はつ。正直、同じ爆発なら炎ほのおや光の方が鮮あざやかなのは確かだ。

「地味だけど、六つある魔法の属性でこれだけ弱いってことないよな。石には、エンチャントできるか？」

　試しに取り出した石だが、割れた。二度三度付加しても割れるのだ。

　つまり、石では、素材としてのランクが足りない。試しに鉄のインゴットに付加をしてみたが駄だ目めだった。鉄インゴットですら駄目。となると、他ほかに使えそうなアイテムは、宝石だけだ。

　宝石も小さいサイズから付加して行ったが駄目だった。中サイズの合成宝石は、強度が足りずに崩ほう壊かい。残すは、ペリドットの中サイズだけ。

「小さいサイズには流石さすがに無理だったな。次のサイズが駄目なら今日は諦あきらめて寝ねよう。キーワード【ボム】に設定。《技能付加スキル・エンチヤント》──ボム」

　黄土色の光を発し、手に残るペリドットの宝石は、無事だった。

「うーん。属性魔法はかなり高いランクの素材じゃないと無理ってことか。最低でも宝石の中サイズってことは……」

　まだ未確定だが、最上級の魔法なんかを封ふうじ込こめることは、困難、もしくは不可能ということ。

　ゲームバランスを考える上で、一いち撃げき必殺とか、時間とＭＰの消費が大きい強大な魔法を事前準備だけでキーワード発動できるのは、チートとしかいいようがない。それを回かい避ひするために、攻こう撃げき用の魔法を込める素材のランクは高く設定されているのかもしれない。

「あはははっ……マジかよ。妥だ当とうだと思うけどさ」

　それにもう一つ。俺のＭＰゲージだ。一番弱い魔法を込めるだけで、三割は消費した。普ふ通つうに唱えると一割も使わないのだが……。

　エンチャントストーン作製時にＭＰの消費が気にならないのは、エンチャントの魔法ランクの低さからや、本来【付加】からの派生で消費が少ないからと考えられる。

　そして、仮に上位の攻撃魔法を込めるためには、どれほどのＭＰが必要になるのか。足りない場合は、失敗と考えるのが妥当とすれば、上位の魔法を込めることは困難だ。

「素材に、俺自身のＭＰ保有量。あとは、自分自身が魔法を極めなきゃいけないこと、か」

　エンチャントストーンと同様に名づけるなら、マジックジェム、ってところだな。

「マジックジェムは、数を揃そろえられないな。まぁ、奥の手と思っておけばいいか」

　俺は、座ってＭＰの回復を早めながら、残りの宝石にボムの魔法を込めていく。

　最終的に二十個ほど作ったところで、【地属性】のレベルが二つ上がっていた。

　なんか、時間掛かかるし、魔力回復のセンスでも取ろうかな？　とか思ってしまったが、そういう実験的なことをするにはもう遅おそい時間だった。

　今日はもう寝て、明日あしたの防具の受け取りの時にマギさんたちに相談しよう。




　　　　●




　翌日、ログインと同時に、畑の管理を任せた雇こ用ようＮＰＣに声を掛けられた。

「あっ、ユンさん？」

「うん？　なに」

　ＮＰＣが何か畑で話がある時は、向こうから話しかけてくれる。なんでも、一日中ＡＩと話しても飽あきないレベルの会話能力らしい。凄すごいよな。

　対人訓練でＮＰＣと会話する人がいるとか、いないとか。

「活力樹が定着して実を付けるようになりましたよ」

「ありがとう。じゃあ、見てみるよ」

　俺が返事をすると、愛あい嬌きようのある笑みを返してくれる。むう、なんという細かい表情。本当に中に人がいないのか？　と疑問に思ってしまう。

　そして、案内された活力樹は、俺の胸元ほどの背せ丈たけで実を三つほど実らせていた。

　実の形は、すっごいニンニク。木に生なるニンニクってシュールだな。

「ねえ、活力樹ってどういう使い方するんだ？」

「さぁ？　逆に聞きますけど、ユンさんは、何でこれを植えたんですか？」

「……種があったから植えた」

「……」

　そんな気まずい雰ふん囲い気きをリアルに醸かもし出さなくても良いでしょう。今、実は人が操作してます、って言われたら絶対に信じる自信あるよ。

　なんか、場の空気が気まずいから逃にげるように、俺は言葉を捲まくし立たてる。

「お、俺は、少し出かけるから後の収しゆう穫かくよろしくね」

「はい、いってらっしゃい」

　逃げ出すが、用事はちゃんとある。マギさんたちに事前連れん絡らくを入れて、武器と防具を取りに行く。今日は、リーリーのお店に集まればいいようだ。

　町中を抜ぬけ、東地区のお店へ。今日は開店しているのか、クロードのお店も人の出入りがある。意外なことに女性客が多いように感じた。

「いや、偶ぐう然ぜんだよな。偶然。ただ革や布装備の人が女性に多いだけだよな」

　そう自分に言い聞かせ、反対側のリーリーのお店に入る。

　中には、先客がいるようで、軽装の魔ま法ほう使つかいやこん棒を持っている人がいる。

　店内には、宝石付きの杖や弓、珍めずらしい武器だと、フレイルという棒と棒を鎖くさりで繫つないだ打だ撃げき武器などが飾かざられており、マギさんのお店とは違う趣おもむきの武器が目を楽しませてくれる。

「へぇ～。面白いな……なんか、パチンコとかもあるし」

　Ｙ字形の木の間に伸しん縮しゆく性のある素材と革をあしらった道具。

「いらっしゃい、ユンっち。弓は出来てるよ」

　店内で装備品を眺ながめる人の間を抜けて、カウンター越ごしにリーリーと対面する。

　店には、細ほそ面おもての店員のＮＰＣもいて滞とどこおりなく運営されているようだ。リーリーが俺を連れて奥に引っ込む時、ＮＰＣが俺たちに向かって、軽く会え釈しやくしてくる。これまたリアル。

「来たぞ。他の二人は？」

「クロっちは、まだお店に居るらしいね。マギっちは奥で待ってるよ」

「俺も奥でいいか？　ちょっと見せたいものもあるし、他の人には見られたくないから」

「なになに？　また何かやらかした？」

「人聞きの悪いこと言うなって。別にやらかしたわけじゃないって」

　文句を言うが、目の前のリーリーは、楽しそうに笑って流すだけ。俺の方がたじたじだ。

「おー。ユンくん。こんにちは」

「マギさん、こんにちは」

「うーん。今日は私がいる必要ない気がするけど、何かあるようじゃない」

「それは、また後のお楽しみ、ってことで」

「あはははっ、焦じらすね。ユンっち」

　リーリーは、そう言いながら、長弓を取り出しテーブルの真ん中に置く。

「ユンっちの依い頼らい通りに作った弓だよ。大きいから取り回しが大変かもしれないけど、試しに持ってみて」

　しなやかな曲線を描えがく弓の色合いは、黒。黒檀エボニーの色合いを思い浮うかべる。

　弦つるの張り具合は堅かたく、弓全体は、ずっしりと重い。だが、扱えないほどではない。むしろ、手にしっくりくる不思議な感じだ。





黒乙女おとめの長弓【装備品】

ＡＴＫ＋40　追加効果：ＡＴＫボーナス






　黒乙女って、何で乙女。

「武器は、防具同様にランクアップも、強化素材で追加効果を増やすこともできるから。後はたまに、耐たい久きゆう回復のメンテナンスも僕がするけど……ユンっち、それを使いこなせる？」
















「ああ、重たいんだけど、しっくりくる。使うのは大変だと思うけど、これは結構遠くまで狙ねらえそうだ」

　矢を番つがえずに、弦だけを引っ張り、鳴らす。弦げん楽がつ器きのような澄すんだ音が部屋に響ひびく。

「……凄いね。ユンくんは」

「そうですか？」

「武器や防具の中には、身みの丈たけに合わない装備を付けるとマイナス補正が掛かるものがあるんだ。ＡＴＫが足りないのに金属鎧よろいを装備すれば、ＳＰＥＥＤが極きよく端たんに落ちたり、大たい剣けんの場合は持ち上がらなかったり。

　弓にもそれがあるの。それで、ユンくんはその弓に拒きよ絶ぜつされなかった。凄いことだよ」

　身の丈に合わない装備のマイナス補正を、拒絶とは、上う手まいな。

「長弓のマイナス補正は、ダメージの反射。現実で弓をやる人は、手が擦すれたりして、怪け我がをするでしょ？　あの現象が起きるんだ。

　ＤＥＸが低いと、矢を射る度たびに地味だけどダメージを受ける。でも僕の杞き憂ゆうだったようだね。現状で何とかなるかな？　とか思ったけど、十分ＤＥＸが足りているね」

　弓を渡わたす時、リーリーが言いい淀よどんだのは、それが原因か。

　それにしても、まさか【弓】に俺の知らない不ふ遇ぐうが存在したとは。それに他の装備でも身の丈に合わない装備は無理なのか。

　そう言えば、タクとか、全身鎧を着こんでいたわけじゃないな。頭と腕うでは、金属装備を着けてなかった。町ですれ違ちがうプレイヤーたちに、全身金属鎧の人が殆ほとんどいない理由は、資金不足だと思っていたが、そういう原因で装備できないのもあるとは、奥が深い。

「どうやら、クロっちが来たみたいだね。中に入ってきて」

　リーリーは、フレンド通信でクロードと会話をしているようだ。程無くしてＮＰＣの店員の案内でクロードが入ってきた。

「俺が最後か。すまない遅おくれた」

「別に待ってないよ。それにクロードは、また、アレをやってたんでしょ？」

　ひらひらと手を振ふるマギさんは、呆あきれたように言う。アレ、って。

「なあ、アレって何だ？」

「ブログに載のせるスクショを撮とってた。俺の服を着たプレイヤーを、な」

「……盗とう撮さつ？」

「失礼なやつだな。ちゃんと、詳くわしい説明をしてやったぞ。顔も隠かくしてあるし、服自体の紹しよう介かいブログだ。そしてお前も俺のモデルの一人だ」

「何でだよ！」

「お前のその服は、俺の傑けつ作さく──ＣＳクロード・シリーズを冠かんした作品だ。記録を残さずにどうする」

「いやいや、知らんって。いいから防具くれよ」

　全く、せっかちなやつだ、と溜ため息いきを吐つかれた。いや、俺の方が精神的に疲つかれるよ。

「ほら、インナーと腰こし装備だ」

「ああ、ありが……とう？」

　歯切れが途と中ちゆうで悪くなるのは当然だろう。インナーはまだいい。コートと同じ黒地に黄おう褐かつ色しよくの刺し繡しゆうが入っている。何の刺繡か分からないが、紋もん章しようみたいでカッコいい。ただ、腰装備がいただけない。

「おい、パンツじゃねぇか、これ」

「これは水着だ。パンツじゃないから恥はずかしくない！」

「スカートはやめろって言って水着かよ！　余計に恥ずかしいわ」

「安心しろ、腹装備で、腰布を巻けば、スカートのような……いや、すまん。冗じよう談だんが過ぎた」

　マギさんが、拳こぶしを振り上げた状態で、クロードに向かって、ニコっとしていた。指にはリングがいくつも装備され、その中には、俺のトリオン・リングが見てとれる。

　絶対、ＡＴＫ強化のリングだよ。あれ。

「本物は、こっちだ」

　水着の代わりに取り出されたのは、ホットパンツだ。こちらは、濃のう緑りよく色しよくの生地で、肌はだ触ざわりはジーパンに近い。動きやすいだろう。少し後ろが気になるが、コートの裾すそがうまくお尻しりを隠してくれるのは見事に設計されているようだ。

「ＣＳ[image: ナンバー]６オーカー・クリエイター。とでも言えばいいか」

「そのシリーズとかナンバーって恥ずかしいんだけど」

「これだけは譲ゆずらん。それに装備の性能を見ろ」





ＣＳ[image: ナンバー]６オーカー・クリエイター【内着】

ＤＥＦ＋10　ＭＩＮＤ＋10　追加効果：ＤＥＸボーナス




ＣＳ[image: ナンバー]６オーカー・クリエイター【腰】

ＤＥＦ＋10　ＳＰＥＥＤ＋10　追加効果：ＤＥＸボーナス






「外着の＋16を足して物理防ぼう御ぎよ合計が36、魔ま法ほう防御が10、速度が10。防具が三カ所でこれだ。下へ手たな金属の全身装備よりも性能は良いはずだ」

　いや、知らんって。比ひ較かくする対象が無いために専門の人に尋たずねる。

「そうなの、マギさん」

「ほんとだよ。むしろ、速度が上じよう昇しようするから金属鎧よりも俊しゆん敏びんに動けるよ」

　マジですか。まあ、確かに速そうに見えるから良いかも。

「他三カ所のデザインはもうある。早く金を用意して、フル装備のオーカー・クリエイターを拝ませて欲しいものだ」

「普ふ通つうに服だけなら見れるだろ？」

「最高のモデルが着てこその服だ！　着る者のいない服などに興味はない！」

　台詞せりふはカッコいいけど、俺に服着せたい、ってことだろ。やばい、鳥とり肌はだが立ってきた。

「リーリー、どこかで着き替がえさせてくれないか？」

「じゃあ、こっちの方に個室があるから、そっちにどうぞ」

　俺は、案内された場所で、装備をオーカー・クリエイターに着替える。

　着き心ごこ地ちは、今までの初期装備以上に良いし、体が軽い。【速度上昇】の恩おん恵けいが実感できる。

「着替えました」

　うーん。みんなこっちを凝ぎよう視ししてるな。ちょっと、肩かたに掛かけている矢や筒づつとか、髪かみは大だい丈じよう夫ぶだよな。まあ、元々ＶＲの中で服装気にするのもおかしい気がする。が一応軽く直す。

「似合ってるね。ユンくん、身軽そうだね」

「おー、ユンっち、モデルみたい」

「うむ。俺の見立ては間ま違ちがっていなかったようだな」

　三者三様で肯こう定てい的てきな感想を口にされるのは、嬉うれしいが、ちょっと恥ずかしい。

　その思いを察したのか、リーリーは、俺に近づき、手を引いてくる。

「それじゃあ、その装備のままこっちに来て、試射してみてよ」

　リーリーは、俺たちを引き連れ、店の裏手に案内した。

　そこは、幅はば10メートル、奥行きが15メートルの射しや撃げきレーンを思わせる場所。

「魔ま法ほうと弓の試し打ちのために作ったんだ。ユンっち、案か山か子しを狙ってみてよ」

「じゃあ、少しやらせてもらう」

　俺は、15メートル先の板金鎧を着けた案山子を【鷹たかの目】で見つめる。

　新しい長弓に矢を番え、弦を引く。新しい防具のＤＥＸの補正があるのか、さっき弦を弾はじいた時より扱あつかいやすい。

　先まず一射。まっすぐに飛ぶ矢は、板金の案山子の中心に当たり弾かれる。だが当たった所には、小さく、くぼみができているのが見て取れた。

　続いて、右に歩きながら、矢を番え放つ。今までやらなかった移動撃うち。先ほどと同じ所に当たる。第三射は、左へ。また同じ所に当たるが、今度は、鋼鉄の歪ゆがみが大きくなる。

　四、五……同じように左右から射る。六、七、八、九、十、狭せまいスペースだが、左右にステップを踏ふみ、矢を放つが、体の軸じくはぶれない。

　矢がちょうど十八本目の時、板金を貫つらぬいた。俺はそこで弓を下ろし、ふうっと溜め息を吐き出し、独り言のように感想を呟つぶやく。

「良い出来だと思う。前だと、鉄は貫けなかった」

「矢だけで鉄を貫くって。移動撃ちって遠えん距きよ離り職じゃあ難易度高い技術だよ、ユンくん」

「それ以前に、全く同じ所に撃つってことは、ユンっちのＤＥＸが相当高いよ」

　マギさんとリーリーにそう言われると、ちょっと恥ずかしいな。

　そして一人腕を組み、ぶつぶつ呟いているクロード。ＲＥＣレコード完かん了りよう、ＳＳスクリーンシヨツト撮さつ影えい完了、フォルダ名には、黒の戦女神。完了、隠しに保存。

　聞くのがちょっと怖こわいな。知らぬが仏って言うし。話を進めよう。

「リーリーは武器を、クロードはカッコいい防具を作ってくれて、ありがとな」

「気にするな。それよりモデルをやらないか？　防具の割引はするぞ」

「気にしないで。僕は、自分の手で作るものが好きなだけだから」

「リーリーは、これからも贔ひい屓きするぞ。あとクロード。男物で、俺の名前を出さない、が条件で気分が乗った時ならな」

　嬉しそうな顔をするリーリー、肩を竦すくめるクロード。そして、そんな俺たちを微笑ほほえましいもののように見ているマギさん。

「それじゃあ、俺から三人に話。前に言っていた【付加術】で、素材に《技能付加スキル・エンチヤント》できたからそれをアイテム化してみた」

　三人に、エンチャントストーンとマジックジェムを見せる。

　ＭＰの消費量は攻こう撃げき魔ま法ほうの方が大きいこと、更さらに上位の素材じゃないと上位の攻撃魔法は付加できない可能性など、私見を交えて説明していく。

　その説明を聞き終わって最初に疑問の声を上げたのは、リーリーだった。

「ふーん。それで効果はどうなの？　ダメージ量は？　杖つえを持った時は魔法に補正が掛かるけど、無しで付加したマジックジェムはどうなの？」

　目を光らせて矢や継つぎ早ばやに質問を投げかけてくるリーリー。木工師として、杖や魔法使いを多く見ているための疑問なんだろう。だが俺は全て答えられなかった。

「実は、まだこれを試し打ちしてないんだよ。だからこの場でやってもいいか？」

「いいよ。あの案山子を狙って打ってみてよ」

　俺は、弓をインベントリの中に仕し舞まい込み、代わりにマジックジェムを十個取り出し、左手に持つ。

　その中の一つを右手で摘つまみ、正眼に構える。

「──《ボム》！」

　俺のキーワード発動で光を発するマジックジェム。だが発光したのは、右手の宝石だけでなく、左手に持つ、九つの宝石までも。

「やばい……伏ふせろ！」

　クロードの叫び声が響ひびいた直後、俺の手の中で全ての宝石が──爆はぜた。

　爆ばく発はつの後、濛もう々もうと立ちこめる煙けむりの中で、俺は何とか生きていた。

　爆ばく心しん地ちの周囲には、黒い焦こげ目めが付き、店てん舗ぽの一部が壊こわれてしまっている。

「けほっ、けほっ……まさか、暴発するなんて」

「うー、頭くらくらする」

　爆心地にいた俺は、魔法の多重爆ばく撃げきによる直ちよく撃げきを受けＨＰもぎりぎり。もしも装備を替えてなかったら確実に死んでいた。

　一番傍そばにいたリーリーもそれなりにダメージを受けている。

「マギさん、大丈夫ですか？」

「へーき。クロードに頭押さえつけられたから」

「そこは、かばわれたと言え。派手にやったな。小言は後だ、自分の姿を見てみろ」

　へっ？　と俺は間ま抜ぬけな声を上げてしまう。

　自分の姿を見たが、外着のコートは、左半分が完全に消し飛び、インナーとホットパンツもきわどい感じで破れている。左脇わき腹ばらと左太ふと腿ももが完全に露ろ出しゆつしている。

　女性タイプの体なために、白い肌の露出は、酷ひどく恥ずかしい。

　リアルは男だが、本来の体じゃないからと言っても、見られること自体は、良しとはしない。

　咄とつ嗟さに隠かくすように体を抱だくが、そもそも破れた面積が広く、手では意味をなさなかった。

　俺の反応に、クロードが更に凝視してくる。パシャリとシャッター音、今何を撮さつ影えいした？

「リーリーも服が破けてしまったな」

「うーん。ほんとだ。全身小破ってところだね」

　俺も装備を確認すると、装備している防具の全てが破損していた。新品なのに……。

「初級魔法十発で防具が一部破損するって……あり得ないよね」

「そうでもない。同系統の連鎖チエーンボーナスがあるだろ。完全同時爆発で、コンボが発生。一いち撃げき毎ごとにダメージ量が増加すれば、あながちあり得ない現象でもないだろう。それに、零ゼロ距きよ離りで爆ばく破はだ。衝しよう撃げきだけで俺にもダメージがあったんだ」

　俺は、体を隠すような格好になりながら、ポーションを取り出し、回復する。

「着替える必要がありそうだな。二人ともこの服に着替えるといい」

　クロードが取り出したのは……水兵のセーラー服と海軍の軍服だ。

「……お前、まさかセーラー服を俺に？」

「違ちがう。セーラーの方は、リーリーだ。お前はこの軍服だ」

「いいよー。じゃあ、貸して。着替えてくるから」

「いいのかよ！　お前男だろ！」

「いいんだよ～。ゲームでは馬ば鹿かにならなくちゃ」

　そう言って、セーラーに着替えに個室へ向かうリーリー。戻もどってきたら、今度は俺が中に入って着替える。海軍の軍服は、全体的にピシッとした印象を与あたえる。腰こし装備がスラックスなために自然と受け入れられ、服自体の雰ふん囲い気きのためなのか自然と背筋が伸のびる気がする。

「着替えた。リーリー、その……悪かった。爆ばく発はつ騒さわぎを起こして」

「気にしないで、ユンっち。防具がちょっと壊れただけだし」
















「いやー、地上花火って危ないね。でも、ゲームじゃないと見れない現象だね」

　楽観的な二人だが、クロードだけは、腕うでを組み黙だまっている。美形だが、言動が残念なあなたが黙ると威い圧あつ感かん半はん端ぱないんです。何かしゃべってください。

「はぁ、悲しいものだな。渡わたした直後に壊されるなんて」

「……その、すみません」

「すぐに、お前らの装備を直してやる。ユンの外着は、自動修復で直る。が他は修理だ。それとリーリーは、巻まき添ぞえを食らったんだ。その修理代はお前が持て、それがケジメだ」

「そんな、僕はそこまで……」

「いや、いい。それがケジメってやつだ。むしろ俺に払はらわせてくれ」

　不ふ可か抗こう力りよくでも巻きこんだ事実は変わらない。だから俺は払う。

「良し、いい心がけだ。リーリーの店の修理に約30万、お前の服の修理で15万、リーリーの全身装備の修理で35万、の合計80万だ」

「……」

　無理だ。払えない！　完全には払えないって。今の手持ちだとちょっと足りない！　冷ひや汗あせがだらだらと流れ始める。

「……金足りない。店の準備で金使ってちょっとだけ足りない」

「……ここ数日で２Ｍを使い切るなんて、ある意味凄すごいね。ユンくん」

「仕方がない。今着ている服のスクショをブログに載のせることを了りよう承しようしてくれれば、今の所持金全部でやってやる」

　そんなことで安くなるのか。まあ、一枚二枚程度なら。

「……まあ、そのくらいなら」

「リーリー、ポーズを取れ！　ユンも背筋を伸ばせ！　納なつ得とくするまでは、何枚でも撮とる」

「えっ、あ、おい、ちょっと……」

　盛大に状じよう況きように流され、何枚も写真を撮られました。後で、記念の写真を送ってくれるそうです。要いらねぇよ！

「……ふぅ、久々に良い仕事をした」

「お疲つかれ様さまだね、ユンくん。クロードも手加減しないと」

　マギさんは、ずっと俺たちの撮影ショーを楽しそうに見ていた。途と中ちゆうから俺も自や棄けになり、クロードの言う台詞せりふをそのまま繰り返したりもした。あれ？　スクショには関係ないよな。

　今は、壊れた防具は、俺のＭＰを吸収して自動修復中だ。他ほかは、クロードが修理している。俺の懐は、またもや素す寒かん貧ぴん。

「さてと、本題から逸それそうになったね。ユンっちは、エンチャントストーンとマジックジェムをどうするつもり？」

「知り合いとかに渡して使った感想でも聞いてから、店の商品にしてみたいな、と思ってな。だけど、マジックジェムの方が作るの面めん倒どうだから、自分専用になりそう」

「じゃあ、私たち間の定例、値段決めタイムでもしようか。みんなが言った値段の平均を付けたら試しにそれで売り出す。不適正だと思ったらそこから調整する。エンチャントストーンにいくら出す？」

　マギさんの一言に、テーブルをぐるっと時計回りになるように値段が言われる。

「僕は５０００」

「１」

「じゃあ、私も１万。で、ユンくんは？」

「えっ？　俺は……５０００Ｇかな？」

「じゃあ、エンチャントストーンは７５００でどうかな？　ボス戦の消しよう耗もう品ひんとしてはリーズナブルだよね。継けい続ぞく時間と効果が高いのが存在するのなら、その分高くすればいいし」

　値段についてはよくわからないが、まあそうなのかな？

「じゃあ、マジックジェムにいくら出す？」

「「「５」」」

　三人の意見が完全に一いつ致ちしていた。

「……自分用だからな。俺には、価値が分からないけど、本当にそれだけの価値があるのか？」

　自分で作っておいて何だが、それだけの価値があるようには思えない。

「まあ、魔ま法ほうの種類によって値段は変わるだろうね。ボムを十個全部使って瀕ひん死しのダメージだよ。後衛職の居る所で自じ爆ばく特とつ攻こうすれば、確実に葬ほうむれるのは大きいと僕は思うな」

　あー、50万Ｇの花火が地上に上がったのか。

「それに、防ぼう御ぎよ系の魔法をワンアクションで発動できる点では、即そつ効こう性があって有用だと感じる。マジックジェムは、キーワードを唱えてから発動まで約五秒。その間に、投げることもできる。見た所、魔法のように追つい尾び効果はなく、宝石を起点に発動するっていうのが欠点デメリツトだな」

「うーん。私は別に欠点とは感じないな。もしも設置して発動出来れば？　罠わなを張ることができる、ってことでしょ？　地じ雷らいや爆ばく弾だんみたいな」

　地面に転がる５万Ｇの地雷群とか考えたくないな。てか、そこまで聞くと、モンスター戦よりもプレイヤー戦の方に有用性が高く感じる。

　実際、その後に検証した結果、発動までに投げることと事前設置は可能だった。

　マジックジェムは、手から離はなれても所有権は継続するらしい。便利だけど、複数同時には扱あつかい辛づらく感じる。暴発の教訓を生かすなら、一個ずつキーワードを変えれば良いが、正直言うと面倒だ。そして、絶対忘れる。

「はぁ、なんか、金の価値観変わるな。まあ、金欠だから買う金ないし」

「まあ、良いでしょ。お金足りなくなったら、私の所に持ってきてね。そしたらポーション共々、エンチャントストーンも委い託たく販はん売ばいするから」

「じゃあ、何人かに渡して感想貰もらったらにしますよ。今日は、時間取らせて悪かった。それと相談に乗ってくれてありがとう」

　俺は最後にそれを言って、リーリーの店を出た。

　余談であるが、その日の夜──困こん惑わくする表情で男装（本人男だ）の軍人姿の俺と、満面の笑みで俺に抱きつくセーラー姿のリーリーとのツーショット写真が送られてきた。

　物もの凄すごい上手に撮れていて、勿もつ体たい無なくて消せず、コスプレも案外良かったかもと思ってしまった。







　八章　ブレードリザードとトレインマン







　ミュウとブレードリザード討とう伐ばつの日。俺は、前回と同じ東門の所でミュウを待っていた。

『──私は、友達と合流してから向かうから待ち合わせの場所で待っていて』

　と、今度は俺が待たされる番。まあ、いいんだけどね。

　インベントリを開いて所持品の確認、鉄の弓矢＋10が四セット。他は、各種回復薬やエンチャントストーン、解毒薬や解げ痺ひ薬やくなどを確認。

　そうだ、いくつか面おも白しろいことが分かった。畑のために雇やとったＮＰＣには、キョウコという名前があるらしい。

　彼女と話して分かったことだが、作成したアイテムの配達やＮＰＣからの材料買い付けの代行もしてくれるらしい。これからは、キョウコさんにマギさんへのポーション配達や材料の買い足しをお願いしようと思っている。

　あと、もう一つ。今朝、畑の収しゆう穫かく物で調合したら、【調合】のレベルが30になり、ＳＰセンスポイントを２消費して【調薬】へと進化した。これで、モンスター肉も薬の材料にする事ができる。

　そんな俺のセンスステータスは、大分成長しているといえる。
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　これは戦せん闘とう用に調整したセンス構成だ。【地属性才能】のセンスよりも戦闘に関係ない【調薬】センスを持っている理由は、装備センスの方向性だ。

　同じ低レベルでも一段階上のセンスの方が性能が高く、生産系のためにＤＥＸの上昇値が高い。本来魔法を主体としない俺には、ＩＮＴとＭＩＮＤを上げても恩おん恵けいは少ない。

　まあ、ＳＰに若じやつ干かんの余よ裕ゆうがあるし、合計取得ＳＰも20を超こえたので、新規追加センスを確認してみたいんだが、あんまり魅み力りよく的なのがない。

　せいぜい、ミュウの言っていた【蛇じやの目】。状態異常耐たい性せい系では、各種耐性センス。

　動作系センスでは、ミュウの獲かく得とくした動作関係の【行動制限解除】や【泳ぎ】【ステップ】【登山】。他にも、知識系センスとして【サバイバル】【言語学】が。ＮＰＣの店員に対して【値切り】とか【買い取り上昇】とか。またピンポイントなセンスがあるし。

　取得可能なセンスが増えたのは良いが、非常に限定的な場面で適用されるセンスである。興味はあるが、どれも必要に駆かられるようなものではない。

「まぁ、あんまり考え無しにセンスは取得しないのが一番だな」

　俺は、空をぼんやりと眺ながめながらミュウたちが来るのを待っている。時折、視線を感じるのだが、いざ周囲に視線を向ければ、みんなこちらとは反対の方を向く。何度も同じようなことがあるが、やはり気のせいだな。また何の気なしに空を見上げる。

　しばらくして、カッ、カッ、カッと小刻みな足音が耳に届く。

「おねえぇぇぇぇぇちゃぁぁぁぁん！」

「うん？　どわっ!?」

　真横から抱だきつかれる。人一人分の重さに耐たえ、抱きついてきた相手に文句を言う。

「ミュウ、お前は。普ふ通つうに来いよ。人前で恥はずかしいだろ」

「だって！　こっちで久々に会ったら服装が替わってるから！　弓や装備も新しいし！」

「はいはい、お前の仲間たちが見ているぞ」

　ミュウの後ろにいる女性たちが、呆あつ気けに取られたり、苦笑したり、もしくは、何な故ぜか恍こう惚こつとした表情を浮うかべている。

「あっと、お姉ちゃんの装備が替わって、なんか嬉うれしくって」

「良いけどさ、その呼び方はやめろ」

（だって、女性タイプの体なのに、お兄ちゃんって呼んだら変でしょ？）

　ミュウが、ひそひそと俺に話しかけてくる。それに反論しようとするのだが……。

（でもな……）

（それとも、妹の家族は、変な人。ってレッテル貼はられたい？　普通に、お姉ちゃんとして話を通してよ）

（じゃあ、友人として紹しよう介かいすればいいだろ。）

（お姉ちゃんを紹介したいんだよ。自じ慢まんの姉です、って）

　全く、こう言われるとなんか断り辛い。ミュウに好かれているし、自慢したいと言われるほどだ。仕方がない、適当に合わせるか。

「あの……話は終わりましたか？」

「うん。ルカちゃん、終わったよ」

「今日は、ミュウの知り合いの生産職の方を町まで届けるってことだけど、その人が？」

「うん、私のリアル家族！」

「はじめまして、俺は、ユンって言います。その、妹が世話になっています」

　なんか、みんなに驚おどろかれた。そうか、一いち人にん称しようが俺なのが原因か。

　中心のチェインメイル装備の女性は、俺とは違ちがう種類の黒の髪かみを後ろで括くくり、腰こしに二本の剣けんを差している。身長も男の俺と同じくらいなのだから女性としては高い方だ。

「はじめまして、ルカートです。仲間内では、ルカって愛あい称しようで呼ばれています」

　ルカートとの挨あい拶さつを契けい機きに、ミュウの仲間が俺に自己紹介をする。

　麻ま呂ろ眉まゆ毛げに小さな丸メガネを鼻に掛かける魔ま法ほう使つかいは、コハク。

　二ふた股またに分かれた帽ぼう子しを被かぶるファンシーな魔法使いは、リレイ。

　黒を基調とした軽装に金属の混成防具の紫むらさき髪がみは、トウトビ。

　右が藍あいで左が紅のオッドアイ、八重歯が特とく徴ちようの少女は、ヒノ。

　ミュウとルカート合わせて六人パーティーの様だ。

　全員が、ミュウと近い年ねん齢れいで同性のために、色々と安心している。

「それじゃあ、何い時つまでもここにいると邪じや魔まになりますので、話は移動しながらでも」

「ああ、そうだな」

　俺たちは、東門から外へと出る。なぜか、背後に名残なごり惜おしそうな、羨せん望ぼうのような視線を感じたのは、またもや気のせいだと思いたい。

「話には聞いていましたけど、ミュウの家族がこのゲームをプレイされているとか」

「まあ、夏休みの暇ひまな時ですし、上の姉に会うために始めたようなもんです」

「上の姉とは、セイさんですか？」

「ええ。って言ってもゲーム内で一度しか会ってないんですけどね。連れん絡らく自体取らないし」

　考えてみれば、セイ姉ぇに会うために始めたのに、生産職やら弓に魅み入いられてしまった。

「セイさんは、別パーティーで頑がん張ばっているようですよ。何度かすれ違ったことがあります」

「そうですか」

　まあ、元気そうならそれでいいか。用件があれば、フレンド通信で連絡が来るだろうし。

「そろそろ、フレンドの交こう換かんとパーティー編成しましょう」

「ああ、そうだな。ボスには、七人全員で行くのか？」

「いいえ、共きよう闘とうペナルティーが発生するので、パーティーから一人外れてもらって、代わりにユンさんがパーティーに入ります。実質、五人でボスを狩かる、ということです」

「了りよう解かい。一応、雑ざ魚こくらいは手伝わせてくれよ」

　俺だって弓のレベル上げたい、その気持ちを汲くんで、ルカートはそれを否定しない。

　俺は、みんなとフレンド交換して、パーティーを組んだ。

　後衛のリレイが俺と交代としてパーティーより外された。

　一応、俺とポジションを代わってくれたリレイに対して一言声を掛ける。

「よろしくな、リレイでいいか？」

「よろしくです。ふふふっ、出会って早々に良いもの見せてくれてありがとうございます」

「えっと……」

　リレイは、俺を熱っぽい目で見つめてくる。

　それを見かねたのか、オッドアイの少女が、リレイの首根っこを摑つかみ引き離す。

「気にしないでください。彼女は、女の子同士の絡からみがウェルカムなだけですから」

「それは……」

「いわゆる百ゆ合りです」

「新しい素材を見つけたのよ。ふふふ、薄うすい本やにゃんにゃんで……」

「と、まあ、ちょっと自制心がないのが欠点ですが、基本良い子ですよ」

　苦笑気味にフォローするのは、八重歯が特徴的なヒノだ。

　ちょっといい笑顔ですね、リレイさん。さっき恍惚とした表情で俺を見つめていたが、ガンツやクロードとは別のベクトルのヤバイ人間だと直感が告げる。

「それじゃあ、行きましょう」

「あっと、ルカート。待ってくれ、みんなにこれを分配してくれないか？」

　俺は、出発しかけたルカートを引きとめてトレード画面を開く。

「なに？　お姉ちゃん、まさかお金のこと気にしてたの？　みんなお姉ちゃんのこと詳くわしく説明したから納なつ得とくしてるよ」

「気にせんでええよ。うちらも身内の頼たのみやし。まあ、おんぶに抱だっこは勘かん弁べんな」

　ミュウの発言に追従するは、コハク。関西弁かな？　ちょっと独特な口調だ。まあ、俺も依い存ぞんされるのもするのも気分的に嫌いやなものはある。

「まあ、兎とに角かく受け取ってくれ。これだけあれば回復は足りるし、こっちのアイテムの使い心ごこ地ちとかの感想を教えてくれ」

　トレードで、大量のブルポと各種エンチャントストーンを無理やり送りつけた。

「な、なんでこんなに持っているんですか!?」

「何、どうしたの？」

　受け取ったアイテムを確認したのだろう、ルカートが若干困こん惑わく気味な声を上げ、心配そうにヒノが尋たずねる。

「……高級ブルポが百個と未知のステータス上昇アイテム」

　全員が驚く。いやいや、ミュウ、お前はブルポのこと知っているよな。そういえば、エンチャントストーンのことは知らないか。

　俺は、エンチャントストーンの使い方とキーワード、そして色ごとで発動するエンチャントの種類を簡単に説明する。

「こ、高級ブルポや貴重なアイテムをこんなに貰もらえません！」

「うん？　そうか？」

　そう言えば、ステータス上昇系のアイテムって、モンスターの部位を使ったものもあるが効果が微び妙みよう。だからステータス上昇系のアイテムは、高価な印象なのだろう。

　俺にとっては、安い素材から作ったので、ぼったくりなのだが。

「このアイテムを使ってみた感想が欲しいんだよ。その内開く店の新商品の一つ。まあ、今日の護衛のお礼、それからミュウのことこれからもよろしく、ってことで」

「分かりました。と言いますか、ミュウは大切な仲間です。これからも仲良くします」

　みんなも同じ思いなのだろう。こういう良い子たちがミュウの周りに集まって嬉しい。

「ふふふっ……姉妹の美しい愛……そのまま、禁断……」

「あんたは、自重せなあかんで」

　なんか、片かた隅すみでボケとツッコミをしているが、まあ放置な方向で。藪やぶ蛇へびになりかねない。

　それから道中は、七人で適当に敵を狩りつつ、進む。

　俺は、武器の性能が良いのか、エンチャント無しで、ゴブリンやミルバードの撃げき破はが容易になった。相変わらず、スライムは容易に倒たおせないが、ダメージらしいダメージは与あたえているようだ。時間を掛ければ、倒せると思う。

　それにしてもミュウやその仲間って凄すごいな。前、レベル上げで戦ったビッグボアをものの数分で、特に大きなダメージもなく狩っていくのだ。

「みんな凄いな。俺も一度ビッグボア狩がりに行ったけど、ここまであっさりと倒せなかったぞ」

　とは言っても大分前だしな。タクたちも今なら同じくらいのことはできるかもしれないな。

「いやいや、全然。うちら魔ま法ほう職はソロじゃ狩れんって、ソロでビッグボアを狩れるのは、前衛職じゃあ、ミュウとトビちゃんだけや」

「……私なんか、全然。背後からのクリティカル狙ねらいの外道戦法。もっとおかしいのはミュウの方です。一人でブレードリザードと戦うんですから」

　おい、ミュウ。ボスＭＯＢと何一人で戦ってるんだよ。

「えー、寝ねる前には、一日の締めとしてブレードリザードに挑いどむのは普通だよ。どうせ寝る間にデスペナ解除されるなら、死ぬ前提の戦せん闘とうで、経験を稼かせいでレベルアップしないと。行動でレベルが上がるんだから負けてもレベルは上がるし。

　複雑な動き、激しい戦闘ほどレベル上げに最適なものはないんだからね」

「その考え自体がおかしいんや！　ＶＲには多少の痛みがある。それを承知での戦闘なんて正気の沙さ汰たやあらへん。その癖くせ、勝率一割ある方がおかしいやろ！　リアルチートが！」

　複数人で対たい峙じするのが前提のボス相手に、何をハードなレベル上げしてるんだこの妹は。そして短い間だが、コハクがツッコミ役のために、俺が楽させてもらっている。

「えっと、ミュウが色々と心に負担を掛けてすまん」

「まあ、とても頼たよりになりますよ」

　俺たちは、そんな和わ気き藹あい々あいといった感じでブレードリザード手前まで進んでいく。

「それにしても、ミュウから生産職だと聞いていましたが、十分戦えるんですね」

「そうか？」

「流石さすがは、ミュウのお姉さん。かなりのゲーマーだったんですね」

　あー、ルカートの発言をどう訂てい正せいして良いか、俺は兄だし、というよりもゲームは、あんまりやらないんですよ。口からうっかり出そうになった言葉をぐっと抑おさえ込んで、もっともらしいことを言う。

「まあ、あれだ。弓は、遠くから攻こう撃げきできるので、距離を保って手数で勝つ。みたいな」

「ふふふっ、弓がゴミでも、弓を持った天使キユーピツドってことで。誰だれからイチャイ『やめんか！』」

　リレイとコハクは背後で漫まん才ざいを繰くり広ひろげている。だがリレイの言う通り、弓は、不ふ遇ぐうな扱あつかいだ。だが、ルカートは、そうなんですか、と特に気にした様子もなくそう呟つぶやいた。

「あの、ユンさん。一つ質問なんですが、弓の射程ってどれ程なんですか？」

　その疑問か。正直分からない。ここに来る道中に確認したが、素の射しや撃げき攻撃だけで15メートル以上は狙える。

　武器のＡＴＫ補正、それからアーツ《遠えん距きよ離り射撃》とエンチャントを併へい用ようすれば、【鷹たかの目】の限界である60メートルとかそのくらいの距離は叩たたき出せるかもしれない。

　ただし命中を期待せずに、だ。命中させる場合だと、その三分の二か半分くらいだろう。

「分かんないな、試してないから」

「……そうですか」

　俺の「分からない」を否定的に捉とらえたのだろう。ちょっと残念そうな表情のルカート。

「この位置から狙ってみるか？　あれを」

「えっ、あれって？」

　俺には、よく見える。あれがブレードリザードなのだろう。

　距離は、30メートル前後。丸まって寝ている体長２メートル前後の爬は虫ちゆう類るいの鱗うろこは剣けんのように鋭するどい。その隙すき間まは広いが、硬かたそうな鱗を貫つらぬくのは、大変そうだ。

　しかし俺ならこの距離でも、その隙間を狙うことができる。

「ちょっと、引き付けるから戦闘準備よろしく」

「えっ、ここからですか？」

　俺は、自身に三重のエンチャントを施ほどこし、斜ななめ上空に向けて、アーツ《遠距離射撃》を放つ。その格好から放たれた矢は、弓なりに弧こを描えがき、ブレードリザードの背中に刺ささる。この打ち方の利点は、射撃から命中までの時間を延のばし、敵との交戦前にアーツの待機時間デイレイ・タイムを稼ぐことが出来ることだ。

「こっち向いた！　来るぞ」

　ブレードリザードがこちらを向いた時、俺は、第二射。肩かたの鱗の隙間に刺さる。

　俺の宣言通りにでっかいトカゲが手足を振ふり回して全力でやってくる。俺は機械的に射撃を続ける。

「──《連射弓・二式》」

　アーツの待機時間デイレイ・タイムが終わり、新たなアーツを発動させる。

　俺が、手に二本の矢を取ると、一いつ瞬しゆんのうちに、その二本が同時に飛び出す。ファンタジーならではの動きに俺自身が驚おどろく。一本は鱗に弾はじかれ、もう一本は首筋に刺さる。

　トカゲが魔法の射程に入った時、俺は下がり、ルカートたちに任せることにした。

「ふぅ、意外と削けずれたな」

　遠えん距きよ離りから刺さった矢は、十本。トカゲのＨＰの一割は、削れたんじゃないかと思う。

「ふふふっ、素す敵てきでしたよ、ユンさん。まるで、御お伽とぎ話ばなしの戦いくさ乙女おとめのようです」

「それはどうも」

「ええ、それはもう、猛もう烈れつに辱はずかしめ『やめんかい！　リレイ！』……全くコハクは。ちゃんと護衛はしていますのにね」

　不敵な笑みを浮うかべたまま、リレイは戦闘中のコハクに突っ込まれる。リレイとコハクの漫才は、定番なのだろう。戦闘中のヒノが、まあまあとコハクを宥なだめている余よ裕ゆうもある。

　暴走のリレイ、ツッコミのコハク、フォローに回るヒノ。良い組み合わせかもしれない。

　ただ、リレイがこちらを熱っぽい目で見続けてくるのがちょっと辛つらい。

　俺は、それを無視して、ブレードリザードとの戦いを観察していた。

　前衛の四人がそれぞれ連れん携けいを取り、的確にブレードリザードにダメージを与える。接近戦で危険な尻尾しつぽの振り回し攻撃も、予備動作を見ただけで全員が見切り、コハクがそのタイミングで炎ほのおの魔法を放つ。

　ルカートが引き付け、脇わき腹ばらをヒノの大おお槌つちが鱗ごと打ち砕き、露ろ出しゆつした肉にミュウが嬉き々きとして斬り込み、弱点部位に対してトウトビがクリティカル狙い。みんなが避よけたところでコハクの杖つえが火を噴ふく。安定したフォーメーションでダメージを与え始める。これはこのまま眺ながめていても終わるかな、と思っていた。

「リレイ！　何を余よ所そ見みしているんや！　ちゃんと護衛やらんと！」

「いえ、違ちがいます。何かが遠くに」

　ボスとは逆の方向に目を向けるリレイ。先ほどまでの表情とは打って変わって真しん剣けんだ。

　俺も同じ方向を見る。まだ小さいけど、プレイヤーだということは分かった。それが徐じよ々じよに大きくなるにつれ、背後にモンスターを大量に引き連れているのが見えた。

「あいつ、モンスターを引き連れているぞ」

「何ですって、服の特とく徴ちようは」

「えっと……赤」

　隣となりに立つリレイが俺に尋ねてきたので、そう端たん的てきに答えた。

「っ!?　トレインマンが来た！」

　この場にいる全員に聞こえるように声を張り上げるリレイ。トレインマンって、一時期話題になった異色の恋れん愛あい小説のタイトルを思い浮かべた人は俺だけじゃないはずだ。

「そっちのトレインやあらへん！　ＭＰＫモンスター・プレイヤー・キルするＰＫプレイヤー・キラーや！」

　はっ、コハクが俺の思考にツッコミを入れただと!?　デキる！

「パーティーを組み直し！　私とヒノは大物を引き付け！　トウトビは雑ざ魚この数減らし。コハクとリレイは、魔法による殲せん滅めつを！　ミュウは、そのままボスを引き付けて」

「俺の遠えん距きよ離り攻こう撃げきなら今からでも数を減らせるぞ！」

　的確に指示を出すルカートに俺はそう提案する。

「駄だ目めです。もしも、今の状態で攻撃すれば、共きよう闘とうペナルティーが発生してしまいます」

「じゃあ、どうすればいいんだよ！」

「すみませんが、ミュウと二人でブレードリザードを相手にしてください！　トレインマンや雑魚は気にせずに」

　ビッグボアが五匹ひきに、ネズミとトリを大量に引き連れて、あんなの相手にできるのか？

「ルカちゃん、どうする？　私一人でも勝つよ」

　ミュウは、ＨＰが残り七割のボスに一人で勝つつもりなのだろう。分かったよ、お前のサポートに回って二人で倒すか。即そく座ざにパーティーを編成、構成は俺とミュウの二人。

「なぁ、ミュウ。正直、俺たち二人で勝てるのか？」

「うん？　別に、私一人でも勝てるけど？」

　挑ちよう発はつするような笑みを浮かべるミュウ。だが、そんな安っぽい挑発を鼻で笑う。

「ミュウ、時間がないんだ。ルカートたちを手伝うために、二人でとっとと倒すぞ。俺だって出だし惜おしみなしだ。アイテムどんどん使うからな」

「頼たのもしいね。背中は任せたよ」

「任せろ。そして、受け取れ！　《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード」

　俺は、ミュウにエンチャントを施していく。攻撃、防ぼう御ぎよ、速度の三点強化。そして、ＭＰポーションを二本割ってＭＰを全回復させる。

　俺のエンチャントはいまだ継けい続ぞくしており、次の手を打つ。

「さぁ、トカゲ野や郎ろう。お前の相手は俺だ！　《呪加カースド》──ディフェンス」

　俺は、空いている手をブレードリザードに掲かかげ、カースドを唱える。防御が弱体化されている上に、エンチャントで強化されたミュウの剣けん技ぎが、硬かたい鱗を紙の様に切きり裂さき、命を削る。

「お姉ちゃん、凄すごいよ！　これ！」

「無む駄だ口ぐち叩たたくな！　尻尾に気を付けろ！」

「分かってるよ！　体が羽根のように軽い！」

　ボスの正面に立ち、鋭い剣技をみせるミュウは、時折来る変則的な尻尾をバク宙で避け、反はん撃げきの一撃を加える。エンチャントの恩おん恵けいは、体感できる程にあるようだ。

　俺は、ミュウを弓の射線上に入れないように移動撃うちをしながら、ブレードリザードを相手にする。

「ミュウ。ターゲットチェンジ」

「了りよう解かい！」

　俺は、ミュウとは反対側に移動し、合図を出す。合図と同時にミュウは、攻撃の手を緩ゆるめ、距きよ離りを取る。俺は、最大火力をブレードリザードへとぶつける。

「──《弓技・一いつ矢し縫ぬい》！」

　レベル15で覚えたアーツは、火力重視のアーツ。放たれた一本の矢は、風切り音を残し、トカゲの脇腹に突つき刺さる。

「ターゲットそっちに向いたよ！」

「了解！　チェンジ！」

　俺へとターゲットが移り、少し離はなれた所に居る俺へと頭を向けたブレードリザード。アーツの待機時間デイレイ・タイムで動けないが、ブレードリザードの隙すきを突き、反対側から接近するミュウ。
















「はぁぁ──《フィフス・ブレイカー》！」

　エンチャント、カースド、そして、大技のアーツ。全ての要素をつぎ込んだ俺たち二人の連携が、確実にブレードリザードのＨＰを削っていく。

　残り、半分。一人では難しくてもミュウと二人でなら倒たおせる。そう思った時、視界の端はしでは、ルカートたちがモンスターの群れと正面衝しよう突とつする。

　先頭を走っていたトレインマンが、ルカートたちの脇わきを通り抜ける際、黒色のオーラが発生した。

　あれが、共闘ペナルティーの証しよう拠こなのだろう。ＭＰＫする側に発生するデメリットだ。速度もがくんと落ちる。下へ手たをすれば、そのままトレインマンもこの混戦に巻き込まれると思っていた。だが──

「ミュウ、危ないっ！」

　俺の体が咄とつ嗟さに動いた。ブレードリザードのターゲットになっていたミュウは、他に気を配る余裕はなかった。ミュウとトレインマンの間に入り、飛来する物を体で受け止める。

「うぐっ……」

「お姉ちゃん!?」

　腹に刺ささるのは、投げナイフ。その一撃は致ち命めい傷しようにはならない。

　だから、プレイヤーの一撃で簡単に倒れる訳がない。それよりも──

「油断するな！」

「えっ……きゃぁぁっ！」

　ブレードリザードから視線を外したミュウが、尻尾の強打で吹ふき飛とび、ミュウの体を俺が受け止めて背中を木に打ち付ける。

「がはっ!?　野郎……ふざけた真ま似ねしやがって」

　これでもかってくらいの怒いかりを言葉に込める。何な故ぜ、やつはこんな行動を取ったのか。それは、トレインマンの体から発せられるオーラが消えたことで理解した。

　プレイヤー同士が共闘する時に発生するのが共闘ペナルティーだ。それを外すには、敵対すればいい。簡単な理論だ。そう、今この場では、システム的に、三みつ巴どもえの状態だ。

　そして、速度を取とり戻もどしたトレインマンは、全てのモンスターをこちらに押しつけて、森の中に入り込む。

「お姉ちゃん、私……」

「気にするな、それより早くブレードリザードをやるぞ」

　ミュウが油断して目を離したために、俺が喰くらう必要のないダメージを受けた。今の俺は、トレインマンとブレードリザードの攻こう撃げきを受けてＨＰ残り一割。防御のエンチャントがなかったら倒れていたし、ダメージを喰らって【気絶】にならなかったのは、幸運だ。

「今、回復するから──《ハイヒール》」

「全く、何泣きそうな顔になってるんだよ」

「だって、私のせいで……」

「お前も一撃を受けてボロボロだろ。早く回復しろ」

　俺より酷ひどくないが、ダメージを受けている。仕方がない。虎とらの子このハイポーションをミュウに使ってやる。

　俺とミュウのエンチャントは今切れた。ルカートたちも何とか耐たえているが、雑魚が多すぎて危ない。今は彼女たちにターゲットが集中しているが、早期決着が必要だ。

「ミュウ、どこかに誘ゆう導どうできないか！」

「お姉ちゃん？」

「とっとと反撃するぞ」

「う、うん！　じゃあ、あの樹に誘導する！」

　ミュウが指定したのは、一本の樹の根元だ。

「少しデカいの準備する。耐えられるか？」

「任せてよ。お姉ちゃんからこれ貰もらってあるんだから」

　黄色のエンチャントストーンを片手で取り出し、発動させる。速度の上がったミュウが縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ、ブレードリザードを翻ほん弄ろうし始める。ＨＰが半分を切ったやつは、体の鱗うろこを逆立てて、より人を寄せ辛づらくしている。

　俺は指定された場所に、マジックジェムをばら撒まく。上う手まくいってくれ。

「ミュウ、準備できた！」

「了解！　こっちに来なさい！」

　ミュウは、全力で樹に向かって駆ける。俺は、離れた位置で矢を構え、待つ。

　そして、ミュウは樹に向かって跳とんで、蹴けった。

　跳ちよう躍やくと共に、樹の幹を足場にしてブレードリザードの頭上を跳ぶ。いわゆる、三角跳び。

　その人間離ばなれした動きに驚おどろくが、俺は、俺のなすべき行動を取る。

「爆はぜろ、トカゲ野郎。──《ボム》！」

　樹に頭をぶつけ、ミュウを捜さがすブレードリザードの腹の下で多重爆ばく撃げきが発生する。一発は弱い魔ま法ほうだが、同一タイミングで発生する連鎖チエーン攻こう撃げき。

　爆ばく破はと共に、一気にＨＰが減る。それでも削けずり切れるとは思わない。だから全力だ。

「《付加エンチヤント》──アタック、《呪加カースド》──ディフェンス」

「《フィフス・ブレイカー》！」

　背後へと着地したミュウの強化と、ブレードリザードへの弱体化。互たがいの物理ステータスに差を生み出され、ミュウの五連撃アーツが、鋭するどい鱗を砕くだき、その命を刈かり取る。

　俺たちは、ブレードリザードを倒した。




　　　　●




　俺たちがブレードリザードを倒した後も、戦せん闘とうは続いていた。

　大量のネズミとトリ、厄やつ介かいなビッグボア五匹を相手取るルカートたちの助けに入る。

　パーティーを二つに分けたので、下手に攻撃すれば、共きよう闘とうペナルティーが発生してしまう。それを回かい避ひするために、俺はエンチャントとカースドを、ミュウは回復の支し援えんに回る。

　辻つじヒール、支援などは、他ほかのゲームでも頻ひん繁ぱんに行われる行こう為い。このゲームでもこれらの行動にまでは、共闘ペナルティーは発生しない。

「《呪加カースド》──ディフェンス！」

「……《バックスタブ》！」

　俺のカースドが最後のビッグボアの防ぼう御ぎよ力を引き下げ、トウトビの短たん剣けんの一いち撃げきが急所クリティカルで大ダメージを与あたえて撃げき破はする。

「終わったぁぁぁっ！　もう嫌いやや。トレインマン許すまじ！」

　そう大声を上げるのは、コハクだ。コハクの怒りは皆みな同様に持っているもののようだ。

「もう、僕はこりごりだよ。こんな危ない混戦は。ユンさんからアイテム貰ってなかったら三回は死んでたよ。まあ、お陰かげで戦闘センスのレベルが軒のき並なみ上がったよ」

「そうですね。エンチャントストーンは、使ってみて驚きました。バッファであれほど守りが堅かたく、攻撃の通りが良くなるんですもの」

　そう言うのは、ヒノとルカートだ。彼女たちは、積極的にビッグボアの前に立ち注意を引きつけてくれた。その分、攻撃と防御のエンチャントストーンを実感できたんだろう。

「そう言ってもらえると、準備して来た甲斐があった。まさか、あれだけのポーションを使うことになるとは思わなかったけど」

　俺は、疲つかれからその場にしゃがみ込む。俺のエンチャントや、同じ後衛のコハクとリレイのＭＰを回復するために、惜おしみなくＭＰポーションを使ったんだ。もう使えるアイテムは殆ほとんど残っていない。

「みんな良いなー、戦闘センスのレベルが上がって。私が上がったのは、【回復】と【行動制限解除】だけだよ。今度同じ方法でレベル上げしようよ」

「……リスクが大きすぎますよ。それに、今回は、ユンさんのご厚意でくださったアイテムがあったからできたんです。もしも買うとなると……」

　ミュウの考えなしのレベル上げ至上主義的発言に、現実的な答えを返すトウトビ。まあ、一つの考えとしてありだが、みんなは勘かん弁べんといった感じの苦笑を浮うかべている。

　今回の出費。ブルーポーションが百個。五種類のエンチャントストーンが一人二十個ずつ。その全部を使ったとは思えない。更さらに俺は、ＭＰポーションまで放出している。

　ブルポは一個５００Ｇが百個の５万。

　エンチャントストーンは７５００Ｇくらいで売るつもりだから、百個で75万。

　ＭＰポーションは二十個くらい使ったかな？　１５００Ｇの二十で３万。

「……今回だけで１Ｍ前後の出費か」

　その瞬しゆん間かん、場の空気が凍こおる。俺の場合、全部が自作アイテムだから、素材集めに日数を掛かければ揃そろえられるアイテムだな、といった感じだ。ただ、周りの雰ふん囲い気きはまるで違ちがう。

　ぎらぎらと目を光らせている。正直、怖こわい。

「な、何？　その、今回使ったアイテム……全部俺の店で売るとしたら……って話だけど」

「本当ですか？　今の言葉」

　全員が据すわった目で見つめてくる。あんなに熱っぽい目で俺を見ていたリレイまでもが。

「その、１Ｍって高過ぎた？　その、なんかごめん。これ以上の値下げは……」

「違いますよ！　逆です！　良心的過ぎます！」

　そうか？　俺は金欠だからな。１Ｍなんて大金だぞ。

「パーティーのみんなで出し合って、あれだけのアイテムを揃えて、困難な戦闘で軒並みレベルが上がれば、効率が良いんですよ！　私なら迷うことなくお金出します」

　そう、語気を強めるルカート。

　そうか。一人、16、７万Ｇほど出し合えば買える額だ。まあ、俺の武器や防具の修理費と大体同額でレベル爆上げ出来れば良心価格、といえるのか？

「……あと、私が気になったのはあの爆破です。ブレードリザードに使った攻撃ってなんですか？　魔法のような、アイテムのような。地じ雷らいですか？」

　トウトビに指摘された。あれだけ派手なエフェクトを発したのだ、マジックジェムを見られていないわけがない。うーん。あれはアイテムだけど、売るつもりないんだよね。売るとしたら一個５万。今回は、実験の余りで九個のボム攻撃だ。

「企き業ぎよう秘密で」

　なんとか、そうやって絞しぼり出だした言葉に、トウトビは素直に引き下がった。

「ふふふっ、ちなみに、その地雷チートするのに、いくら掛かったんですか？」

「あー。45万Ｇだけど」

「よ、45万か。無理やな懐ふところ的に。それとリレイ、地雷チートは、別の意味もあるんよ」

　リレイの質問とそれに対するコハクのツッコミ。

　まあそうだよな、ブレードリザードのＨＰを三割削るのに、40万以上も使うのなんて馬ば鹿からしいよな。俺だって思うもん。

　それ以前に、俺の手持ちの宝石が現在無い状態だ。これでは宝石付きのアクセサリーも作れない。どこからか調達しないといけないので、値段的にも俺的にも美お味いしくない。

「まぁ、色々と聞きたいことはあるだろうけど、勘弁。あと、地雷チートって何？」

「……地雷チートって、ネット小説上に存在する、『これを取ったら外れ』みたいなもので敵を圧あつ倒とうすることですかね？」

　トウトビさん、ご丁てい寧ねいに説明ありがとうございます。まさに俺みたいな不ふ遇ぐうを取ったアホのことですね。よく分かりました。

「チートかどうかは知らんが、ミュウの最後の動きの方がよっぽどチート臭くさいだろ」

　だって、三角跳びだぞ。その内、壁かべキックとかの立体動作なんか出来そうなんだけど。あと、忍にん者じやみたいに水面走るとか、垂直走りとか。

「普ふ通つうだよ。【行動制限解除】のレベルが上がれば、２メートルをジャンプで飛とび越こしたり出来るって話だよ」

「ミュウは、真正のチートだよ。この前、中型ＭＯＢの頭上をジャンプで通って、脳天唐から竹たけ割わりしていたもの」

　言っていることが分かり辛いが、簡単に言うと──一、ジャンプする。二、ＭＯＢの真上で、縦回転する。三、そのまま、無防備な頭に渾こん身しんの剣けん戟げきを叩たたきこむ。四、背後に着地。という人にん間げん離ばなれした動作だ。妹よ、人間止やめたんだな。

「ボスＭＯＢに単たん騎き突とつ撃げきとかアクロバット攻撃って、どこ目指しているんだよ」

「うーん。パラディン！」

「俺の想像が正しければ、聖騎士パラデインはそんなダイナミックじゃないはずなんだが」

　周りにも同意された。ほんと、苦労掛けます。

「……はぁ、また来ましたよ。どうします」

　周囲を警けい戒かいしていたトウトビがいち早くそれを発見した。

　視線を向けると、そいつの姿を捉とらえた。

　真っ赤な服を着た軽装の男。再びモンスターを引き連れたトレインマンの姿を。

　あまりに忙せわしなくモンスターを倒たおしていたので、頭の隅すみに追いやっていたが、思い出したらまた怒いかりが湧わいてきた。

「お姉ちゃん、どうするの？　逃にげるの？」

「ああ、ビッグボアが三匹とその他大勢だ。町まで逃げた方が得策だろ」

　不ふ愉ゆ快かいだし、直接文句も言いたいが、相手にするのも面めん倒どうだ。モンスターと乱戦状態になったらまた逃げそうだし。

　俺は、ふと、一つの方法を思いつく。

　そうだ。トレインマンの手法は、自身の速度を利用してモンスターを集め、他人に押し付けて、自分は自じ慢まんの逃げ足で離はなれる事だ。

　つまり、この作戦の長所と弱点は、スピード。俺は、可能な限り小声で呟つぶやく。

（上手くいってくれよ。《呪加カースド》──スピード）

　狙ねらいをトレインマンに施ほどこす。上手く発動したようで、暗色系の黄色を体から発し、ガクンと速度を落とす。

「よし、行くか」

　そのまま、俺は満足した笑顔で第二の町へと進む。背後で男の悲鳴のような声が聞こえた気がしたが、自業自得だ。

「ね、ねえ。お姉ちゃん。何したの。なんか、あいつ、モンスターに撥はねられたよ！」

「あー、足でも挫くじいたか、疲れて足でも鈍にぶったんじゃないか？　ほら、自業自得って」

「そーだ、あんなやつ、自分の引き連れたモンスターにタコ殴なぐりにされれば良いんだよ！」

　俺の白々しい言い訳に上手く便乗するヒノ。全部分かっているのにノリ良いな。

「ふふふっ、ユンさんはなかなか素す敵てきですね。あいつを見る冷め切った目は実にゾクゾ『あんたはまたそういうネタにいく。やめんかい！』……ふふふ」

　コハクとリレイは、仲がいいな。

「惜しいですね。ユンさん、私たちがギルドを作ったら入ってくれませんか？」

「そうだよ！　お姉ちゃん！　私たちのところに来てよ」

　俺の腕うでに抱だきついてくるミュウ。うーん、普通に男子が羨うらやむシチュエーションなのだろうが、白銀の鎧よろいが腕にごりごりと押しつけられて痛い。

「俺は、一人まったりとこの世界を楽しみたいから断らせてもらうよ」

「そうですか。残念ですね」

　ルカートは、残念と言うが、残念そうには見えない。俺の発言を予想していたみたいだ。

「まぁ、冗じよう談だんはそれくらいにして、着きましたよ。これにて護衛の依い頼らいは終しゆう了りようです。護衛と言っておきながら、戦せん闘とうをさせてしまいました。すみません」

「別にいいって。俺もレベル上げできたし、それに楽しかったしな」

「そう言って頂けると、心が楽になります。ではようこそ、第二の町へ」

　森を抜ぬけた所には、広い放牧地と綺き麗れいな小川。

　木造の平屋建てが乱立する田舎いなかの町。

　ところどころに、老人たちが集まって、日向ひなたでお茶を飲んだり、子どもたちが駆かけまわっている。

「……のどかな場所だな」

「第三の町が鉱石などを扱あつかうなら、こっちは、布や革、木材を主に扱っているんです。私たちは、よくこの近くの森のＭＯＢでレベル上げしているんです」

「でも、ボスが強すぎて倒せないんだよね。だから、第一の町の南北攻こう略りやくも始めようか、って話していたの」

　ルカートの説明に、ミュウが補足する。なるほど、ボス以外のＭＯＢは適正だが、ボスだけ強くしておけば、別の場所を探たん索さくする。そのように運営側が仕向けているのか。上う手まいな。

「それじゃあ、私たちは、これで。これから一ひと狩かり行ってきます」

「せやな。たくさん倒したからアイテムたっぷり。これ売って回復補ほ充じゆうしようか」

「お姉ちゃん！　夕飯までには帰るからね！」

　ミュウはそう言ってルカートたちと並んで歩き、別れ──際ぎわに思い出したように戻もどって来る。

（──庇かばってくれた時のお兄ちゃん、すごく格好良かったよ）

　俺にしか聞こえない言葉を耳元で囁ささやいて、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべてルカートたちの後を追う姿に、全く、と苦笑交じりの溜ため息いきが零こぼれる。

　そして俺は俺で、クエストＮＰＣ【棟とう梁りよう】に会うべく、町の散策を開始した。







　終章　弓使いとアトリエール







　ＮＰＣ【棟梁】に会い、クエストを完かん遂すいした俺だが、無一文だったために、四日間金策に翻ほん弄ろうされる。念願の店ができたのは、昨日のことだ。

　俺は、未いまだにカウンターを撫なでつけて、にやにやしている。

「ユンさん、そんなに嬉うれしいですか？」

「当たり前だ。俺の念願の夢！　一国一城の主は男のロマンだろ」

「女性ですよね、ユンさん」

　そう返してくるのは、ＮＰＣのキョウコさん。俺は、男なんだから気にしない。

「まあ私は、雇やとわれている身ですが、ユンさんは金銭管理ができませんよね。お財さい布ふの紐ひもは私が握にぎっていないと」

「えっと……」

「何い時つまでもカウンター店てん舗ぽの主では恥はずかしいですし、お金さえ払はらえば拡張や改築をしてくれるはずです」

「……はい」

　そうなのだ、カウンターは立派だ。逆に、カウンター裏の商品保存用のアイテムボックスの棚たなには、サンプル用のポーション類やエンチャントストーンがぽつん。

　この木造のカウンターだけで30万だ。そしてキョウコさんを店員としても雇うのに、毎月５万Ｇを追加で払う。

　農業の仕事に追加料金を払うかたちになったために、普通に雇うより安く感じる。

　一応、目指す店舗と居住区の機能を得るのに、３０００万Ｇ──30Ｍミリオン。果てしないが、当面の目標は、ちゃんとした高熱炉ろと調合キットだ。現状の調合キットは初心者用のままで、モンスター肉、そしてあの活力樹の実を使うには、道具がグレード不足。

　高熱炉の部分だけでも、見積もりは１Ｍだ。調合キットの20万が先になるだろう。

「そもそもユンさんの経営方針っておかしいです。安く売っているのに一種類五個までって、お陰かげで在庫抱かかえている状態です。売るんだったら制限を解除して、高く売らないと」

「意外と道楽な部分あるから、金かね儲もうけは二の次かな？　それに値段を安くするとリピーターが多そうじゃん。アイテムの性能が良ければ、面倒でも毎日来てくれるしさ。転売防ぐやり方だから、お客さんは少しずつ増やしていけばいいと思うな」

　一応、フレンド全員に俺の店を紹しよう介かいした。その内、知り合いが客として来るだろう。

「人が来ないと思うけど、よろしく。注意事じ項こうは覚えている？」

「はい。注意すべきことは、エンチャントストーンの説明。忘れずにきっちり行います」

「それにしても、目玉商品がエンチャントストーンだけって、品しな揃ぞろえが貧相かな？」

「初心者ポーションやポーション、丸薬、ハイポーションやＭＰポーション、ＳＴステータス回復薬を揃そろえている店は、この町には他ほかにありませんよ。自信を持ってください」

　愛あい嬌きようのある笑みを浮うかべるキョウコさん。美人に微笑ほほえまれると得だな。ＮＰＣだけど。

　多分売れない理由は、立地だ。

　南地区なんて、南の方を攻略しようとする人間か、畑を持とうとする人間以外に通らない。

　そして、畑を持っている人も、最終的に転売目的で幾いくつか畑を買っているようだ。周りを見ても、俺の所ほど青々と茂しげっている畑は他にない。

　時折、物もの珍めずらしそうに俺の畑を見る人がいるが、作物は関係者以外、ターゲティングできず、ただの背景だと思われているらしい。

「そうそう、【オープン・セサミ】からの伝言です。エンチャントストーンをこっちにも卸おろしてほしいと」

「嬉しいよな、そう言ってくれると。まあ俺が直接話を付けるよ」

　ここ数日間は、マギさんの所に顔を見せていない。時折、フレンド通信で互たがいの近況報告をするが、別に拘こう束そくしている訳ではないので、そういう時もあるよねー、といった感じ。

　俺は、金策巡めぐらすために第二の町の周辺で適当に狩かりやクエストをしていた。ただ蟲むし系のＭＯＢが多く、蟲の糸や肉、採取では、良質な木材、見知った薬草類などが手に入る。

　余り俺的には美お味いしくないんだよな、とマギさんに話した所、そういうアイテムは、クロードとリーリーが欲しがっているとのこと。今度、それらを手て土産みやげに顔を出そう。

　素材自体のランクも現時点で低い訳じゃないし、【錬金】で上位素材に加工してから売り付けるかな。

　あとは、今度第三の町周辺を一いつ緒しよに探索でもしようねー、とマギさんが誘さそってきた。確かに、あの周辺の鉱石は、魅み力りよく的だし、いつかの酒場のリベンジもしたい。

　ヤバいな、夏休みも折り返しになって、ゲームに完全に嵌はまってしまった。

「はぁ～、いい感じで楽しんでいるな、俺」

「毎日充じゆう実じつしているのは良いことですね。ですが、お金もありませんし、頑がん張ばってください」

「そうだな。それじゃあ、行ってくる。店番よろしく。定時に上がっていいよ」

「ユンさん、行ってらっしゃいませ」

　俺は、カウンターの椅い子すから立ち上がり、装備を確認する。

　弓よし、防具よし。あとは……自作の鉄製リング。攻こう撃げきエンチャントの一点強化が一つ。第二の町周辺では鉄鉱石が採れずに、鉄インゴットのストックがなくなった。

「走って、第二の町まで行くか？　途と中ちゆうで鉄鉱石を拾えればいいし」

　そうぼやきながら、太陽の下に出て、振ふり返かえる。

　そこには、木造の真新しい店舗がある。表通りに隣りん接せつする場所に建てられ、左右には何もないために普ふ通つうな外見だが目立つお店。

　店舗用に買った土地の三分の一も使用していない小さくまとまった店舗には、立派な看板が立てかけられていた。

　このゲーム固有の造語で──【アトリエール】と。

　工こう房ぼうの【アトリエ】と、冒険者プレイヤーを応おう援えんするという意味の【エール】を掛かけ合わした造語。

　初期のキャラ目的──サポートに徹てつする、を思い出させる店の名前だ。そして、俺を応援してくれる生な産か職まがいることを示している。

「行ってきます──【アトリエール】」

　俺は、その一言を空に投げかけて、町中を疾しつ走そうした。

　黄色い光を残しながら、道行くプレイヤーを避よけて、町の外へと出る。

　今日も空が青い。楽しい日になりそうだ。







　あとがき







　はじめまして、アロハ座ざ長ちようと申します。

　この本を手に取ってくださった方、出版でお世話になった担当編集のＨさん、副担当編集のＡさん、作品に素す敵てきなイラストを用意してくださったゆきさん様。また出版以前からネット上で私の作品を見てくださっていた方々に多大な感謝を述べさせていただきます。




　この度、ライトノベル作家として富ふ士じ見み書しよ房ぼうのファンタジア文庫よりデビューさせていただきましたが、本作品は、大手ネット小説投とう稿こうサイト『小説家になろう』に掲けい載さいしている作品です。元々、趣しゆ味みでネット上に掲載していた作品が出版のお誘さそいをいただき、こうして一冊の本にまとめられるということになりました。こうしてあとがきを書いている今でも色々なことを思い出して、しみじみしているところです。




　元々ネットに掲載していた作品を一冊の本にする作業は、ただ章ごとにまとめて終わり、というものではありませんでした。当たり前ですよね。ですが、その作業は、予想よりもかなり私の頭を悩なやませる作業でした。

　なんの気なしに書いて投稿していた小説を、本という枠わく組ぐみでどれだけテンポ良く作り直すか、今まで甘かった部分に手を加え、人を引き付けるために演出を増やし、また不要と思われる部分は、自分の意志や担当編集者さんたちの意見を聞いて、カットする。そうした作業を繰くり返かえし、徐じよ々じよにライトノベルとしての体裁を整えていきました。

　こうしてできたのが、皆みな様さまが今手に取っている本です。娯ご楽らくの提供には、目に見えないところで様々な労力や苦労があることを実感している次第です。

　ところで、割愛したシーンやネタなどは、そのまま捨てずにとっています。

　本ではカットしたシーンやネタは、ウェブの掲載分で確認できると思います。この書しよ籍せき版で使われなかったネタも、ふと何かの拍ひよう子しにまた私の作品のどこかで顔を出すかもしれません。または、全く違ちがう構想やネタと融ゆう合ごうして、新しい作品への化学反応を生み出すかもしれません。




　そうした変化ができるように日々精進するつもりです。

　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後に、この本を手に取ってくれた読者の皆様に、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に出会える日を楽しみにしております。





二〇一四年　二月　アロハ座長
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